
厚生労働科学研究費補助金 
循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

 

 

70 歳、80 歳、90 歳の高齢者の歯・口腔の状態が 

健康長寿に及ぼす影響についての前向きコホート研究 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 26 年度～28 年度 総合研究報告書 

 

研究代表者 前田 芳信 
平成 29 年（2017 年）5月 



目	 	 次 
 

 
I. 総括研究報告 

70歳、80歳、90歳の高齢者の歯・口腔の状態が健康長寿に及ぼす影

響についての前向きコホート研究 

前田芳信 

（資料）健康長寿研究のアンケート用紙 

 

 

II. 研究成果の刊行に関する一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------- 1 

 

 

 

 

 

 

------------- 135 



厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

（総合）研究報告書 

 

70歳、80歳、90歳の高齢者の歯・口腔の状態が 

健康長寿に及ぼす影響についての前向きコホート研究 
 

研究代表者	 前田	 芳信	 大阪大学大学院歯学研究科	 教授 

 

研究要旨：本研究では、高齢者のコホートを対象とした前向き大規模観察研究を実施した。歯・

口腔の状態と健康・長寿との関係を明らかにすることを目的とし、対象者の歯および歯周組織

の状態の評価、口腔機能評価、体重、BMI、栄養摂取状況の調査、頸動脈中膜内膜複合体（IMT）

の測定を行った。①70歳時と 73歳時の両調査に参加した 610名を対象に分析を行ったところ、

70 歳時よりも 73 歳時の方が、健康維持に重要な野菜類や肉類などの摂取が多かった。②80 歳

時と 83歳時の両調査に参加した 554名を対象に分析を行ったところ、咬合支持のない者は歩行

速度ならびに認知機能が低下しやすいことが明らかになった。③90歳時と 93歳時の両調査に参

加した 74名を対象に咬合支持と動脈硬化について検討を行ったところ、有意な関連を認めなか

った。一方、70歳から 73歳の追跡調査のデータを基に、歯周病と動脈硬化との関連についての

検討を行ったところ、動脈硬化発症群の方が歯周病あり群の割合が高かった。本結果より、高

齢の歯周病患者は動脈硬化を発症しやすいことが縦断研究モデルにおいて明らかになった。こ

れらの結果より、後期高齢者の身体機能や QOLの維持において、歯科医療が果たすべき役割が

非常に大きいことが示されたと考える。 
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A．研究目的  

本研究は歯・口腔の状態と健康・長寿

との関係を、70歳約 1000名、80歳約 1000

名、90歳約 300名の高齢者を対象にして、

前向きコホート研究によって明らかにす

ることを目的とした。対象地域は、関西

と関東のそれぞれ都市部と農村部とし、

地域の中の特定の地区の全住民を対象と

した悉皆調査である。 

これまで、生活習慣病や運動・認知機

能の低下と歯・口腔の健康との関係につ

いての報告は多いが、ほとんどが欧米の

研究であり、歯の評価は、自己評価や、

歯科医が診たとしても歯数や義歯の有無

であり、口腔機能を検査した報告は皆無

である。さらに、歯と健康・長寿との関

係には、全身疾患や社会経済的、心理学

的な要因の交絡が数多くあるものの、そ

れらの要因について十分考慮されている

とは言えない。 

大阪大学と東京都健康長寿医療センタ

ーを中心とした我々の研究グループは、

歯学のみならず、医学、栄養学、心理学、

社会学、臨床統計学の各分野の専門家が

参加した健康長寿に関する学際的な研究

を進めている。また、基本属性、社会・

経済的側面、ライフスタイル、歯ならび

に口腔機能、生活習慣病（問診、血液検

査、理学検査）、運動能力、認知機能、栄

養摂取状況などについてのベースライン

調査は既に完了している。口腔機能につ

いては、歯と歯周組織の検査に加えて、

咀嚼能率、咬合力、唾液分泌などの客観

評価を行った。さらに、会場ならびに訪

問調査による追跡調査を行い、同様の検

査項目の変化や疾患の発症を観察した。 

さらに、縦断研究の結果より、健康日

本 21（第二次）に掲げられている「生活

習慣病の発症予防・重症化予防」・「健康

寿命の延伸」のための「歯・口腔の健康

や咀嚼機能の維持」の役割、ならびに介

護予防事業における「口腔機能の向上」

の効果を明らかにすることを本研究の目

的とした。 

B．研究方法  

1. 歯ならびに口腔機能の評価 

a）歯の状態と歯科治療状況、歯周組織

検査 

	 各被験者につき、一名の歯科医師に

より、口腔内の残存歯数、補綴状況、

義歯使用の有無、歯周ポケット深さに

を記録した。 

 

 

図 1. 咀嚼能率 



 

図 2．咬合力の測定 

 

b）咀嚼能率検査 

	 検査用グミゼリーを食事と同様に 30

回咀嚼するよう指示し、粉砕の程を観

察しスコア化した（Nokubi T et al. 

Gerodontology 2013）。スコア化の際は、

2名以上の歯科医師が同時に、スコア表

に照らし合わせ行った（図 1）。 

c）咬合力検査 

	 咬合力は、デンタルプレスケール

（50HRタイプ、ジーシー社、図 2）を

用いて測定した。これは、厚さ 98 µm

の感圧シートで、ポリエチレンテレフ

タラートのシートの間に、発色剤を含

むマイクロカプセルが含まれているも

のである。圧力が加わると、そのマイ

クロカプセルが崩壊し、赤色に発色す

る。圧力の大きさにより発色の濃度が

高くなり、その面積と濃度をイメージ

スキャナー（オクルーザーFPD-707、ジ

ーシー社、図 2）で読み取り、咬合力を

算出した。 

	 対象者には、デンタルプレスケール

を、咬頭嵌合位にて 3 秒間可及的に強

い力で噛みしめてもらった。また義歯

装着者は、義歯を装着した状態で測定

した。これにより、義歯装着者におい

ては、義歯装着の効果も反映した歯列

全体の状態を評価することができる

（Ikebe K et al. J Dent 2005, Hidaka O et 

al. J Dent Res 1999）。咬合力の測定は、

大阪大学歯学部附属病院咀嚼補綴科に

所属しており、トレーニングを受けた

経験豊富な歯科医師が行った。 

d）唾液分泌速度測定 

パラフィンワックス（Ivoclar Vivadent

社）を 2 分間咀嚼させた際に分泌され

た、1分間あたりの分泌量を記録した。 

e）最大開口量測定 

	 最大開口時の上下顎中切歯切端間距

離（前歯部に義歯を使用している場合

は中切歯人工歯の切端間距離）と、垂

直的被蓋量をノギスにより計測し、そ

れぞれを合計したものを最大開口量と

して記録した。 

f）口腔乾燥感、歯科保健行動ならびに

摂取可能食品の調査 

	 食事中の口の渇き、夜間の口の渇き、

つまり・むせ、歯磨き回数、かかりつ

け歯科医の有無、定期歯科検診受診の

有無、10 種の食品の摂取可能状態につ

いて、事前質問票を用いて記録した。 

2. 栄養摂取状況の調査（研究協力者：東

京大学医学系研究科	 佐々木	 敏） 

食品・栄養摂取の評価には、簡易型自

記式食事歴法質問票（BDHQ：a brief-type 

self-administered diet history questionnaire）



を用いた。これは、過去 1 か月間の各食

品の摂取頻度、摂取量、普段の食行動、

調理方法を回答する質問票であり、各食

品は我が国において一般的なもの 58種類

としている。日本人の食事摂取基準に基

づいて開発された、専用の栄養価計算プ

ログラムにより、15種類の食品群（穀類、

豆類、いも類、菓子類、果実類、緑黄色

野菜、その他の野菜、魚介類、肉類、卵

類、乳類、甘味料類、油脂類、調味料・

香辛料類、嗜好飲料類）と多数の栄養素

（たんぱく質、脂質、炭水化物、灰分、

ナトリウム、カリウム、カルシウム、マ

グネシウム、リン、鉄、亜鉛、銅、マン

ガン、レチノール、ビタミン D、ビタミ

ン E、ビタミン K、ビタミン B1、ビタミ

ン B2、ナイアシン、ビタミン B6、ビタミ

ン B12、葉酸、パントテン酸、ビタミン C、 

飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、多価不

飽和脂肪酸、コレステロール、食物繊維、

食塩、ショ糖、アルコール、n-3系脂肪酸、

n-6系脂肪酸など）の摂取重量を算出する

ことができる（Kobayashi S et al. Public 

Health Nutr 2011, Kobayashi S et al. J 

Epidemiol 2012）。対象者には自宅でBDHQ

に回答するよう指示し、調査会場にて東

京大学大学院医学系研究科の研究者（管

理栄養士）または大阪大学歯学部附属病

院咀嚼補綴科に所属している歯科医師が、

BDHQ の回答内容の確認を行った。各食

品群・栄養素の摂取量に関しては、過大

申告や過少申告による影響を最小限にす

るために密度法を用い、1000 kcalあたり

の摂取量である、“摂取重量”を用いた。

また、エネルギーを産生する栄養素につ

いては、総エネルギーのうちのその栄養

素の割合を示す、%エネルギー（下記）を

用いた。 

（各食品群・栄養素の摂取重量）＝（各

食品群・栄養素の摂取量）／（総エネル

ギー摂取量）×1000 

栄養調査による対象者の除外基準は、1）

総エネルギー摂取量が 600 kcal 以下また

は 4000 kcal 以上の者、2）医師や栄養士

に食事指導を受けて食事のコントロール

をしている者、またはこの 1 年間に意識

的に食事習慣を変更した者とした。 

3. 運動機能、認知機能の評価 

筋力の指標として握力を測定し、運動

能力の指標として 8フィート（約 2.44 m）

の歩行時間を測定した。また、認知機能

の評価には軽度認知障害のスクリーニン

グ検査に用いられる日本語版 Montreal 

Cognitive Assessment（MoCA-J）を用いた。 

4. 統計解析 

	 残存歯数、刺激時唾液分泌速度、開口

量について、ベースラインデータと追跡

データとの間に有意な差があるか、対応

のある t 検定、Wilcoxon の符号付き順位

検定を用いて検討した。また、栄養摂取

状況の調査結果の分析では、同一被験者

における各食品群と栄養素のベースライ

ンデータと追跡データとの中央値と四分

位範囲を示し、その比較には、Wilcoxon

の符号付き順位和検定を用いた統計学的

分析を行った。 



5. 倫理面への配慮 

a）研究への参加に関する任意性 

本研究に参加しても、被験者の口腔

機能や症状の改善に繋がるものでない

ことを説明した。また、被験者が研究

への参加、不参加、辞退のいずれを選

択した場合にかかわらず、その後に不

利益が生じないことを十分に説明した。

その上で、インフォームド・コンセン

トが得られた被験者に対して、大阪大

学所定の書式に沿った研究参加同意書

に署名を得た。 

b）被験者のプライバシー確保に関する

対策 

個人情報の保護には細心の注意を払

った。データの分析は、匿名化した後

に行った。研究結果を学会、学術誌に

発表する際には、被験者個人を特定不

可能な形式（集団の平均等）を用いた。 

c）被験者から採取した生体材料及び個

人データの取り扱いについて 

i）個人情報と計測データは連結可能

匿名化の後に電子ファイルでパーソ

ナルコンピュータに保管した。連結

情報媒体は、分担研究者の権藤恭之

が管理し、大阪大学大学院人間科学

研究科臨床死生学・老年行動学研究

室に保管した。 

ii）電子ファイルのリムーバブルメデ

ィア等による研究室外へのデ－タの

持ち出し、私物コンピュータへのコ

ピーは禁止とした。 

iii）パーソナルコンピュータの使用権

限は主任・分担研究者のみに与え、

パスワードで管理を行った。 

iv）紙媒体に記録された資料は、施錠

管理された研究室（顎口腔機能再建

学講座	 歯科補綴学第二教室	 第 6

研究室）に保管した。資料のコピー

は禁止とし、研究終了後に資料を裁

断後に廃棄処分する予定である。 

d）本研究は、大阪大学大学院歯学研究

科（H22-E9）ならびに大阪大学ゲノム

研究の倫理審査委員会（445）の承認を

得ている。 

 

C．研究結果  

＜平成 26年度＞ 

70 歳時と 73 歳時の両調査に参加した

分析対象者は 610 名（男性 302 名、女性

308名）であった。 

 

図 3．残存歯数 



表 1．残存歯数、刺激時唾液分泌速度、開口量の平均値および中央値（全被験者 n=610） 

 平均値 
95% 

信頼区間 
p 中央値 25%値 75%値 p 

残存歯数 

（本） 

70歳 21.3 20.6-21.9 
<0.01 

25.0 17.0 27.0 
<0.01 

73歳 20.5 19.8-21.2 24.0 16.0 27.0 

唾液分泌速度 

（ml/min） 

70歳 1.56 1.48-1.63 
<0.01 

1.38 0.86 2.00 
<0.01 

73歳 1.79 1.70-1.87 1.60 1.03 2.38 

開口量 

（mm） 

70歳 50.1 49.5-50.8 
0.074 

50.0 46.0 55.0 
0.297 

73歳 50.8 50.3-51.3 50.0 47.0 55.0 

 

 

表 2．残存歯数、刺激時唾液分泌速度、開口量の平均値および中央値（男性 n=302） 

 平均値 
95% 

信頼区間 
p 中央値 25%値 75%値 p 

残存歯数 

（本） 

70歳 21.1 20.1-22.1 
<0.01 

25.0 16.0 27.0 
<0.01 

73歳 20.3 19.321.4 24.0 14.0 27.0 

唾液分泌速度 

（ml/min） 

70歳 1.76 1.65-1.88 
<0.01 

1.57 1.00 2.34 
<0.01 

73歳 2.14 2.01-2.27 1.90 1.30 2.90 

開口量 

（mm） 

70歳 51.9 51.0-52.7 
0.451 

51.0 47.0 56.0 
0.932 

73歳 52.0 51.1-52.8 51.0 47.0 57.0 

 

 

表 3．残存歯数、刺激時唾液分泌速度、開口量の平均値および中央値（女性 n=308） 

 平均値 
95% 

信頼区間 
p 中央値 25%値 75%値 p 

残存歯数 

（本） 

70歳 21.4  20.6-22.3 
<0.01 

24.0  18.0  27.0  
<0.01 

73歳 20.7  19.821.7 24.0  18.0  27.0  

唾液分泌速度 

（ml/min） 

70歳 1.36  1.261.45 
0.016 

1.16  0.79  1.76  
0.012 

73歳 1.45  1.35-1.54 1.30  0.85  1.89  

開口量 

（mm） 

70歳 48.8 47.9-49.7 
0.021 

49.0  45.0  53.0  
0.109 

73歳 49.8  49.2-50.5 50.0  46.0  53.0  



 

図 4．最大ポケット深さ 

 

1. 歯数・歯周組織の状態（図 3、表 1〜3） 

70歳時の残存歯数の平均値は 21.3本、

中央値は 25.0本、73歳時の残存歯数の平

均値は 20.5本、中央値は 24.0本であり、

73歳時には平均値で 0.8本、中央値で 1.0

本歯が減少した（p<0.01、p<0.01）。男性

では、70歳時の残存歯数の平均値は 21.1

本、中央値は 25.0本、73歳時の残存歯数

の平均値は 20.3本、中央値は 24.0本であ

り、73歳時には平均値で 0.8本、中央値

で 1.0本歯が減少した（p<0.01、p<0.01）。

女性では、70歳時の残存歯数の平均値は

21.4本、中央値は 24.0本、73歳時の残存

歯数の平均値は 20.7本、中央値は 24.0本

であり、73歳時には平均値で 0.8本の歯

が減少した（p<0.01、p<0.01）。 

	 最大ポケット深さは、70歳時には 3 mm

以下の者が 24.0%、4〜5 mmの者が 37.3%、 

図 5．刺激時唾液分泌速度 

 

6 mm以上の者が 34.8%であったのに対し、

73歳時には 3 mm以下の者が 15.2%、4〜

5 mm の者が 43.4%、6 mm 以上の者が

36.4%であった（図 4）。 

2. 唾液分泌速度（図 5、表 1〜3） 

	 70歳時の刺激時唾液分泌速度の平均値

は 1.56 ml/min、中央値は 1.38 ml/min、73

歳時の平均値は 1.79 ml/min、中央値は

1.60 ml/minであり、73歳時には平均値で

0.23 ml/min、中央値で 0.22 ml/min刺激時

唾液分泌速度が増加した（p<0.01、p<0.01）。 

男性では、70 歳時の刺激時唾液分泌速度

の平均値は 1.76 ml/min、中央値は 1.57  

ml/min、73歳時の平均値は 2.14 ml/min、

中央値は 1.90 ml/minであり、73歳時には

平均値で 0.38 ml/min、中央値で 0.33 

ml/min 刺激時唾液分泌速度が増加した

（p<0.01、p<0.01）。女性では、70歳時の 



 
図 6．開口量 

 

刺激時唾液分泌速度の平均値は 1 . 3 6 

ml/min、中央値は 0.79 ml/min、73歳時の

平均値は 1.45 ml/min、中央値は 1.30 

ml/minであり、73歳時には平均値で 0.09 

ml/min、中央値で 0.14 ml/min刺激時唾液

分泌速度が増加した（p=0.016、p=0.012）。  

3 .  最大開口量（図 6、表 1〜 3） 

	 70歳時の開口量の平均値は 50.1 mm、

中央値は 50.0 mm、73歳時の開口量の平

均値は、50.8 mm、中央値は 50.0 mmであ

り、有意差は認められなかった（p=0.074、

p=0.297）。男性では、70 歳時の開口量の

平均値は 51.9 mm、中央値は 47.0 mm、73

歳時の開口量の平均値は 52.0 mm、中央値

は 47.0 mmであり、有意差は認められな

 

表 4．口腔乾燥感 

 
70歳時渇き なし あり 

73歳時渇き なし あり なし あり 

食事中の渇き（%） 89.8 3.6 3.6 3.0 

夜間の渇き（%） 47.4 13.7 11.3 27.6 

 

表 5．つまり、むせ 

 
70歳時 なし あり 

73歳時 なし あり なし あり 

つまり、むせ（%） 65.7 9.7 10.9 13.7 

 

表 6. 1日あたりの歯磨き回数 

 
70歳時 1回以下 2回以上 

73歳時 1回以下 2回以上 1回以下 2回以上 

1日あたりの歯磨き回数（%） 20.0 5.5 3.1 71.4 

 



表 7. かかりつけ歯科医，定期健診受診の有無 

 
70歳時 なし あり 

73歳時 なし あり なし あり 

かかりつけ歯科医（%） 3.4 5.4 2.6 88.6 

定期検診受診（%） 16.8 12.9 7.7 62.6 

 

表 8. 食品摂取可能状況 

 
70歳時 摂取可能 摂取不可能 

73歳時 可能 不可能 可能 不可能 

ごはん 99.7 0.3 0.0 0.0 

焼いた食パン 98.8 0.7 0.0 0.5 

生キャベツ 98.7 1.0 0.1 0.2 

りんご 97.6 1.3 0.6 0.5 

こんにゃく 98.7 0.5 0.3 0.5 

かまぼこ 99.3 0.3 0.2 0.2 

焼いた牛肉 97.0 1.2 1.0 0.8 

ピーナッツ 93.1 3.6 1.5 1.8 

堅焼きせんべい 89.1 4.6 2.8 3.5 

グミゼリー 85.6 6.6 4.3 3.5 

 

かった（p=0.451、p=0.932）。女性では、

70歳時の開口量の平均値は 48.8 mm、中

央値は 49.0 mm、73歳時の開口量の平均

値は、49.8 mm中央値は 50.0 mmであり、

平均値では 1.0 mm 開口量は増加した

（p=0.021）が、中央値では有意差は認め

られなかった（p=0.109）。 

4. 口腔乾燥感（表 4） 

	 食事中の口の渇きについて、渇いてい

ると回答した者は 70歳時、73歳時ともに

6.6%、渇いていないと回答した者は 70歳

時、73 歳時ともに 93.4%であった。夜間

の渇きについて、70 歳時に渇いていると

回答した者は 38.9%、渇いていないとした

者は 61.1%であったのに対し、73 歳時に

は、渇いていると回答した者は 41.3%、渇

いていないと回答した者は 58.7%だった。 

5. つまり、むせ（表 5） 

	 つまりやむせの有無について、70 歳時

にありと回答した者は 24.6%、なしと回答

した者は 75.4%であったのに対し、73 歳

時にはありと回答した者は 23.4%、なしと

回答した者は 76.6%だった。 

6. 歯科保健行動（表 6、7） 



	 歯磨き回数について、70歳時に 1回／

日以下と回答した者は 25.5%、2回／日以

上と回答した者は 74.5%であったのに対

し、73歳時には 1回／日以下と回答した

者は 23.1%、2回／日以上と回答した者は

76.9%だった。また、かかりつけ歯科医の

有無について、70 歳時にありと回答した

者は 91.2%、なしと回答した者は 8.8%で

あったのに対し、73 歳時にはありと回答

した者は 94.0%、なしと回答した者は

6.0%であった。定期検診について、70歳

時に受けていると回答した者は 70.3%、な

しと回答した者は 29.7%であったのに対

し、73 歳時には受けていると回答した者

は 75.5%、受けていないと回答した者は

24.5%であった。 

7. 食品摂取可能状況（表 8） 

	 ご飯（米）について、70 歳時に食べら

れると回答した者は 100%であったのに

対し、73 歳時には食べられると回答した

者は 99.7%、食べられないと回答した者は

0.3%であった。焼いた食パンについて、

70 歳時に食べられると回答した者は

99.5%、食べられないと回答した者は 0.5%

であったのに対し、73 歳時には食べられ

ると回答した者は 98.8%、食べられないと

回答した者は 1.2%であった。生キャベツ

について、70 歳時に食べられると回答し

た者は 99.7%、食べられないと回答した者

は 0.3%であったのに対し、73歳時には食

べられると回答した者は 98.8%、食べられ

ないと回答した者は 1.2%であった。りん

ごについて、70 歳時に食べられると回答

した者は 98.9%、食べられないと回答した

者は 1.1%であったのに対し、73歳時には

食べられると回答した者は 98.2%、食べら

れないと回答した者は 1.8%であった。こ

んにゃくについて、70 歳時に食べられる

と回答した者は 99.2%、食べられないと回

答した者は 0.8%であったのに対し、73歳

時には食べられると回答した者は 99.0%、

食べられないと回答した者は 1.0%であっ

た。かまぼこについて、70 歳時に食べら

れると回答した者は 99.6%、食べられない

と回答した者は 0.4%であったのに対し、

73 歳時には食べられると回答した者は

99.5%、食べられないと回答した者は 0.5%

であった。焼いた牛肉について、70 歳時

に食べられると回答した者は 98.2%、食べ

られないと回答した者は 1.8%であったの

に対し、73 歳時には食べられると回答し

た者は 98.0%、食べられないと回答した者

は 2.0%であった。ピーナッツについて、

70 歳時に食べられると回答した者は

96.7%、食べられないと回答した者は 3.3%

であったのに対し、73 歳時には食べられ

ると回答した者は 94.6%、食べられないと

回答した者は 5.4%であった。堅焼きせん

べいについて、70 歳時に食べられると回

答した者は 93.7%、食べられないと回答し

た者は 6.3%であったのに対し、73歳時に

は食べられると回答した者は 91.9%、食べ

られないと回答した者は 8.1%であった。

グミゼリーについて、70 歳時に食べられ

ると回答した者は 92.2%、食べられないと

回答した者は 7.8%であったのに対し、73 



表 9. 70歳（平成 22年度）と 73歳（平成 25年度）の各食品群の 

1000 kcalあたりの摂取重量の比較 

食品群 

（g/1000 kcal） 

70歳時 73歳時 
p** 

中央値 IQR* 中央値 IQR* 

穀類 208 170-252 194 151-246 <0.001 

いも類 27 13-43 28 13-42 0.748 

砂糖類 2.6 1.8-4.1 2.6 1.7-4.2 0.620 

豆類 35 22-55 36 23-53 0.671 

緑黄色野菜 63 42-85 65 42-94 0.042 

その他の野菜 100 73-126 99 70-137 0.307 

果実類 73 42-115 75 41-118 0.083 

魚介類 52 33-73 51 33-71 0.911 

肉類 30 21-41 33 23-53 <0.001 

卵類 17 11-28 17 11-29 0.665 

乳類 73 26-105 84 34-113 0.025 
*IQR（Interquartile range）：25、75パーセンタイル値 
**Wilcoxonの符号付き順位検定 

歳時には食べられると回答した者は

89.9%、食べられないと回答した者は

10.1%であった。 

8. 食品栄養摂取状況 

70 歳時と 73 歳時の両方のデータがあ

り、栄養調査の除外基準に該当しなかっ

た、今回の分析対象者は 426人（男性 216

人、女性 210人）であった。 

同一被験者の、70 歳時の総エネルギー摂

取量は 1956±612 kcalであり、73歳時は

1985±548 kcalであった。同被験者の主要

な食品群の摂取重量について、70 歳時と

73 歳時との間に有意な差が認められるか、

Wilcoxon の符号付き順位検定を用いて検

討した（表 9、10）。その結果、穀類の摂

取重量は、70歳時に比べて 73歳時の方が

小さかった（p<0.001）。その一方で、緑黄

色野菜（p=0.042）、肉類（p<0.001）、乳類

（p=0.025）の摂取重量は、70歳時に比べ

て、73 歳時の方が大きかった。その他の

食品群については、有意な差は認められ

なかった。  

	 次に、同被験者の主要な栄養素の摂取

重量について、70歳時と 73歳時との間に

有意な差が認められるか、同様にして

Wilcoxon の符号付き順位検定を用いて検

討した。その結果、炭水化物の%エネルギ

ーは、70歳時に比べて 73歳時の方が小さ 



表 10. 70歳（平成 22年度）と 73歳（平成 25年度）の 

各栄養素の%エネルギーまたは 1000 kcalあたりの摂取重量 

栄養素 
70歳時 73歳時 

p** 
中央値 IQR* 中央値 IQR* 

タンパク質（%エネルギー） 15.8 13.8-18.2 16.1 14.0-18.4 0.015 

脂質（%エネルギー） 25.3 21.5-28.3 26.4 22.8-29.4 <0.001 

n-3系脂肪酸（%エネルギー） 1.4 1.1-1.7 1.5 1.3-1.9 <0.001 

炭水化物（%エネルギー） 54.2 49.2-59.1 53.3 47.5-58.7 0.006 

カリウム（mg/1000 kcal） 1543 1268-1833 1580 1277-1874 0.009 

カルシウム（mg/1000 kcal） 336 267-420 345 284-434 0.026 

マグネシウム（mg/1000 kcal） 151 128-176 153 130-175 0.078 

リン（mg/1000 kcal） 612 526-724 621 533-728 0.004 

ビタミン A（1000 kcal） 444 325-589 446 318-583 0.920 

ビタミン C（mg/1000 kcal） 78 55-102 82 56-106 0.016 

ビタミン D（mg/1000 kcal） 9.6 5.7-13.3 9.2 5.9-13.1 0.876 

ビタミン E（mg/1000 kcal） 4.3 3.6-5.0 4.4 33.7-5.1 0.001 

ビタミン B1（mg/1000 kcal） 0.45 0.39-0.52 0.47 0.39-0.53 <0.001 

ビタミン B2（mg/1000 kcal） 0.78 0.64-0.91 0.79 0.66-0.92 0.058 

ナイアシン（mg/1000 kcal） 9.5 7.9-11.4 9.6 8.0-11.5 0.043 

ビタミン B6（mg/1000 kcal） 0.75 0.64-0.89 0.75 0.65-0.91 0.006 

ビタミン B12（µg/1000 kcal） 6.0 4.0-8.0 6.0 4.2-7.8 0.942 

葉酸（µg/1000 kcal） 215 175-269 218 175-272 0.362 

パントテン酸（mg/1000 kcal） 3.7 3.2-4.2 3.7 3.2-4.4 <0.001 

食物繊維（g/1000 kcal） 7.4 6.1-8.8 7.5 6.0-9.2 0.067 
*IQR（Interquartile range）：25、75パーセンタイル値 
**Wilcoxonの符号付き順位検定 

 

かった（p<0.001）。その一方で、タンパク

質（p=0.015）、脂質（p<0.001）、n-3 系脂

肪酸（p<0.001）の%エネルギーは、70歳

時に比べて、73 歳時の方が大きかった。

また、カリウム（p=0.009）、カルシウム

（p=0.026）、リン（p=0.004）、ビタミン C

（p=0.016）、ビタミン E（p=0.001）、ビタ

ミン B1（p<0.001）、ナイアシン（p=0.043）、

ビタミン B6（p=0.006）、パントテン酸

（p<0.001）の摂取重量は、70歳時に比べ 



表 11．各疾患の罹患状況と 70歳時の歯科データとの関連 

 
残存歯数

（本） 
p 

最大ポケット

深さ（mm） 
p 

唾液分泌速度

（ml/min） 
p 

脳
卒
中

 

発症なし 

（n=540） 
21.3 

0.859 

4.99 

0.012 

1.54 

0.167 
73 歳時に新規

発症（n=18） 
22.2 4.44 1.77 

70 歳時から罹

患（n=28） 
20.8 6.04 1.85 

心
疾
患

 

発症なし 

（n=473） 
21.6 

0.151 

4.98 

0.465 

1.56 

0.687 
73 歳時に新規

発症（n=33） 
19.5 5.18 1.57 

70 歳時から罹

患（n=85） 
20.2 5.25 1.65 

高
血
圧

 

発症なし 

（n=315） 
21.2 

0.907 

4.90 

0.198 

1.62 

0.365 
73 歳時に新規

発症（n=58） 
21.8 5.07 1.48 

70 歳時から罹

患（n=231） 
21.2 5.21 1.51 

糖
尿
病

 

発症なし 

（n=445） 
21.5 

0.468 

4.99 

0.583 

1.56 

0.107 
73 歳時に新規

発症（n=27） 
20.1 5.38 1.22 

70 歳時から罹

患（n=125） 
20.6 5.08 1.66 

て、73歳時の方が大きかった。 

9. 口腔状態と全身疾患（表 11） 

脳卒中、心疾患、高血圧、糖尿病につい

て、70歳から 73歳の 3年間の間に発症し

ていない者、73 歳時点で新規に発症した

者、70 歳時点ですでに発症していた者の

70 歳時点での残存歯数、最大ポケット深

さ、刺激時唾液分泌速度の状態を分析す 



表 12．認知機能、握力、歩行速度、IADL、精神的健康の変化と 

70歳時の歯科データとの関連 

 
残存歯数

（本） 
p 

最大ポケット

深さ（mm） 
p 

唾液分泌速度

（ml/min） 
p 

認
知
機
能

 低下（n=98） 21.6 

0.013 

4.98 

0.419 

1.75 

0.030 
低維持（n=244） 19.9 5.00 1.43 

高維持（n=181） 22.4 5.01 1.62 

改善（n=88） 22.1 5.39 1.60 

握
力

 

低下（n=42） 20.7 

0.529 

5.00 

0.403 

 

1.51 

<0.01 

 

低維持（n=121） 20.7 4.76 1.24 

高維持（n=394） 21.2 5.12 1.67 

改善（n=43） 22.8 4.95 1.65 

歩
行
速
度

 低下（n=141） 21.2 

0.190 

 

5.05 

0.012 

 

1.53 

0.393 

 

低維持（n=167） 22.4 4.80 1.58 

高維持（n=191） 20.5 5.39 1.65 

改善（n=104） 20.8 4.70 1.46 

IA
D

L 

低下（n=105） 20.9 

0.060 

 

5.28 

0.094 

 

1.49 

0.318 

 

低維持（n=218） 20.6 5.12 1.57 

高維持（n=242） 22.3 4.82 1.62 

改善（n=47） 19.7 5.05 1.36 

精
神
的
健
康

 低下（n=86） 21.7 

0.457 

5.06 

0.739 

1.67 

0.463 
低維持（n=279） 20.7 5.07 1.58 

高維持（n=177） 21.9 4.93 1.52 

改善（n=76） 21.0 5.24 1.44 

るために、一元配置分散分析を行った。

70 歳時から脳卒中を発症していた者は、

発症していない者、73 歳時に脳卒中を新

規発症した者に比べて、最大ポケット深

70 歳時から脳卒中を発症していた者は、

発症していない者、73 歳時に脳卒中を新

規発症した者に比べて、最大ポケット深

さが深かったが、それ以外では、各疾患

の罹患状況と 70歳時の口腔状態との間に

有意な関連は認められなかった。 

10. 口腔状態と認知機能・運動機能・精神

的健康（表 12） 

認知機能、握力、歩行速度、IADL、精神

的健康について、70歳から 73歳の 3年間 



表 13．残存歯数、刺激時唾液分泌速度、開口量の平均値および中央値（n=554） 

 平均値 95%信頼区間 p 

残存歯数 

（本） 

80歳 16.0 15.4-17.1 
<0.01 

83歳 15.1 14.5-16.3 

咬合力 

（N） 

80歳 344 327-374 
<0.01 

83歳 204 193-227 

唾液分泌速度 

（ml/min） 

80歳 1.57 1.49-1.66 
0.25 

83歳 1.53 1.45-1.62 

開口量 

（mm） 

80歳 49.1 48.7-49.8 
0.10 

83歳 48.7 48.1-49.3 

握力 

（kgf） 

80歳 22.3 21.8-23.1 
<0.01 

83歳 21.0 20.5-21.7 

歩行時間 

（秒） 

80歳 2.79 2.72-2.86 
0.03 

83歳 2.87 20.5-21.7 

MoCA-Jスコア 
80歳 21.6 21.5-22.2 

0.71 
83歳 21.7 21.5-22.2 

 

の間に低下した群、低い水準で維持した

群、高い水準で維持した群、改善した群

において、それぞれ 70歳時点での残存歯

数、最大ポケット深さ、刺激時唾液分泌

速度の状態を分析するために、一元配置

分散分析を行った。 

認知機能を低い水準で維持した群は、

高い水準で維持した群に比べて残存歯数 

が低かった。また、握力を低い水準で維

持した群は、高い水準で維持した群に比

べて有意に唾液分泌量が低かった。歩行

速度を低い水準で維持した群・改善群は、

高い水準で維持した群に比べて最大ポケ

ット深さが浅かった。 

 

＜平成 27年度＞ 

1. 縦断研究対象者のプロファイル 

残存歯数を比較したところ、80 歳時に

平均 16.0本であったが、83歳時には平均

15.1本となった。また、握力は 80歳時に

平均 22.3 kgfであったが、83歳時には平

均 21.0 kgfとなり、有意差が認められた。

さらに、歩行時間を比較したところ、80

歳時の平均が 2.79秒であったが、83歳時

には平均 2.87 秒となり、有意差が認めら

れた。MoCA-J スコアは、80 歳時に平均

21.6、83歳時には平均 21.7であり、有意

差は認められなかった。咬合力を比較し

たところ、80歳時の平均が 344 N、83歳

時の平均が 204 N であり、有意差が認め



 

図 7. 咬合支持と歩行時間 

 

られた。刺激時唾液分泌速度は、80 歳

時に平均 1.57 ml/min、83 歳時には平均

1.53 ml/minであり、有意差は認められな

かった。開口量は、80歳時に平均 49.1 mm、

83歳時には平均 48.7 mmであり、有意差

は認められなかった（表 13）。 

2. 口腔と運動機能（歩行速度）との関連 

80歳時の平均歩行時間は、咬合支持あ

り群（Eichner A、B群、366名）では平均

2.76秒、咬合支持なし群（Eichner C群、

188名）では平均 2.85秒であり、有意差

は認められなかった。83歳時の平均歩行

時間は、咬合支持あり群では平均 2.78秒、

  
図 8. 咬合支持と握力 

 

咬合支持なし群では平均 3.07 秒であり、

有意差が認められた。 

また、3年間での歩行時間の変化を比較

したところ、80 歳時に咬合支持ありの群

では平均 0.01 秒増加したのに対し、咬合

支持なしの群では平均 0.21 秒延長し、両

者の間に有意差を認めた（図 7）。 

ベースライン時の咬合支持の状態と 3

年間での歩行速度の変化との関連につい

て検討するために、従属変数を 3年間で

の歩行時間の変化（変化の少ない 4分の 3

群と変化の大きい 4分の 1群とに二群化）、

独立変数を性別、BMI、咬合支持の状態



  
図 9. 咬合支持と認知機能 

 

として、ロジスティック回帰分析を行っ

た結果、80歳時咬合支持がなかった群は、

80 歳時咬合支持があった群に比べ、歩行

時間が長くなった者の割合が高かった

（オッズ比：1.71、95%信頼区間：1.13-2.57、 

p=0.01）。一方、咬合力、刺激時唾液分泌

速度、開口量と歩行速度の変化との間に、

有意な関連は認められなかった。本結果

より、咬合支持のない者は 3 年後の歩行

速度が低下しやすいことが示唆された。 

3. 口腔と運動機能（握力）との関連 

80 歳時の平均握力は、咬合支持あり群

では平均 22.8 kgf、咬合支持なし群では平

均 21.3 kgfであり、両者の間に有意差を認

めた。83 歳時の平均握力は、咬合支持あ

り群では平均 21.6 kgf、咬合支持なし群で

は平均 19.7 kgfであり、有意差を認めた。 

また、3年間での握力の変化について比

較したところ、80 歳時に咬合支持ありの

者では、平均 1.24 kgfの減少、咬合支持な

しの者では、平均 1.44 kgfの低下を認め、 

有意差は認められなかった（図 8）。 

ベースライン時の咬合支持の状態と、3

年後の握力の変化との関連について検討

するため、従属変数を 3 年間での握力の

変化（変化の少ない 4 分の 3 群と変化の

大きい 4分の 1群とに二群化）、独立変数

を性別、BMI、咬合支持の状態として、

ロジスティック回帰分析を行った。その

結果、握力の変化とベースライン時の咬

合支持の状態との間に有意な関連を認め

なかった（オッズ比：1.17、95%信頼区間：

0.78-1.77、p=0.45）。また、咬合力、刺激

時唾液分泌速度、開口量と握力との変化

との間に有意な関連は認められなかった。 

4. 口腔と認知機能との関連 

80歳時の平均 MoCA-Jスコアは、咬合

支持あり群の平均は 21.9、咬合支持なし

群の平均が 21.5 であり、有意差は認めら

れなかった。83歳時の平均 MoCA-Jスコ

アは、咬合支持あり群の平均は 22.0、咬

合支持なし群の平均が 21.1 であり、有意

差が認められた。 

また、3年間での MoCA-Jスコアの変化

について比較したところ、80歳時に咬合



表 14. 口腔機能，体重，中膜内膜複合体（IMT）の平均値と 95%信頼区間 

*90歳群，93歳群は別集団である。 

 

表 15. 追跡調査参加者のみの、90歳時，93歳時における口腔機能，体重， 

中膜内膜複合体（IMT）の平均値と 95%信頼区間（n=74） 

 

 
90歳群（n=272） 93歳群（n=370） 

平均値 95%信頼区間 平均値 95%信頼区間 

残存歯数（本） 9.3 8.2-10.4 10.3 9.4-11.3 

咬合力（N） 194 171-217 142 123-160 

刺激時唾液分泌速度（ml/min） 1.34 1.24-1.44 1.27 1.18-1.37 

体重（kg） 49.9 47.8-51.9 50.4 49.5-51.3 

BMI（kg/m2） 22.1 21.4-22.7 22.0 21.7-22.3 

左右の平均 IMT（mm） 0.91 0.88-0.93 0.91 0.89-0.93 

最大 IMT（mm） 2.19 2.02-2.35 1.82 1.71-1.92 

  平均値 95%信頼区間 p値 

残存歯数（本） 
90歳時 11.1 9.0-13.3 

 0.14 
93歳時 10.6 8.4-12.7 

咬合力（N） 
90歳時 232 177-287 

<0.01 
93歳時 145 107-183 

刺激時唾液分泌速度（ml/min） 
90歳時 1.45 1.24-1.65 

<0.01 
93歳時 1.14 0.93-1.34 

体重（kg） 
90歳時 52.4 49.1-55.6 

<0.01 
93歳時 50.7 47.5-54.0 

BMI（kg/m2） 
90歳時 22.6 21.5-23.6 

 0.09 
93歳時 22.2 21.1-23.2 

平均 IMT（mm） 
90歳時 0.90 0.86-0.94 

 0.15 
93歳時 0.94 0.89-0.98 

最大 IMT（mm） 
90歳時 1.99 1.72-2.26 

 0.69 
93歳時 2.04 1.83-2.24 



支持ありの群では、平均 0.27 増加、咬

合支持なしの群では、平均 0.40 以下し、

有意差が認められた（図 9）。 

ベースライン時の咬合支持の状態と、3

年間での認知機能の変化との関連につい

て検討するために、従属変数を 3 年間で

の MoCA-Jスコアの変化（変化の少ない 4

分の 3 群と変化の大きい 4 分の 1 群とに

二群化）、独立変数を性別、教育年数、咬

合支持の状態として、ロジスティック回

帰分析を行った結果、80 歳時咬合支持が

なかった群は、咬合支持があった群に比

べ、認知機能低下群の割合が高かった（オ

ッズ比：1.63、95%信頼区間：1.11-2.39、

p=0.01）。一方、咬合力、刺激時唾液分泌

速度、開口量と MoCA-J の変化との間に

有意な関連は認められなかった。本結果

より、80歳時に咬合支持のない者は 3年

後の認知機能が低下しやすいことが示唆

された。 

 

＜平成 28年度＞ 

1. 縦断研究対象者のプロファイル 

	 まず、90歳群（n=272）、93歳群（n=370）、

それぞれの集団における口腔機能、体重、

BMI、頸動脈中膜内膜複合体（IMT）の平

均値について検討を行った（表 14）。残存

歯数は、90歳群では 9.3本、93歳群では

10.3本であった。咬合力は、90歳群で 194 

N、93 歳群では 142 N であった。刺激時

唾液分泌速度は、90歳群では 1.34 ml/min、

93歳群では 1.27 ml/minであった。体重は、

90歳群では 49.9 kg、93歳群では 50.4 kg

であった。BMIは、90歳群では 22.1 kg/m2、

93 歳群では 22.0 kg/m2であった。左右の

平均 IMTは、90歳群では 0.91 mm、93歳

群で 0.91 mmであった。最大 IMTは、90

歳群では 2.19 mm、93歳群では 1.82 mm

であった。次に、追跡調査参加者のみ

（n=74）の口腔機能、体重、BMI、IMT

の 90歳時、93歳時における平均値につい

て検討を行った（表 15）。残存歯数は、90

歳時には 11.1本、93歳時には 10.6本とな

り、有意差は認められなかった（p=0.14）。

咬合力は、90歳時には 232 N、93歳時に

は 145 N であり、有意差が認められた

（p<0.01）。刺激時唾液分泌速度は、90歳

時には 1.45 ml/min、93 歳時には 1.14 

ml/min であり、有意差が認められた

（p<0.01）。体重は、90歳時には 52.4 kg、

93歳時には 50.7 kgであり、有意差が認め

られた（p<0.01）。BMI は、90 歳時には

22.6 kg/m2、93歳時には 22.2 kg/m2であり、

有意差は認められなかった（p=0.09）。平

均 IMTは、90歳時には 0.90 mm、93歳時

には 0.94 mmであり、有意差は認められ

なかった。（p=0.15）。最大 IMTは、90歳

時には 1.99 mm、93歳時には 2.04 mmで

あり、有意差は認められなかった（p=0.69）。 

2．口腔と体重、BMIとの関連 

	 90歳の体重は、咬合支持あり群（Eichner 

A1-B3、n=35）では 51.7 kg、咬合支持な

し群（Eichner B4-C3、n=71）では 49.0 kg  

であり、有意差は認められなかった

（p=0.22、図 10上）。93歳の体重は、咬

合支持あり群（n=119）では 51.1 kg、咬合



  
図 10. 咬合支持の有無による 

90歳群と 93歳群の体重の比較 

 

支持なし群（n=246）では 49.5 kgであり、

有意差は認められなかった（p=0.11、図

10下）。 90歳の BMIは、咬合支持あり

群では 22.5 kg/m2、咬合支持なし群（n=71）

では 21.9 kg/m2であり、有意差は認められ

なかった（p=0.43、図 11上）。93歳の BMI 

図 11. 咬合支持の有無による 90歳群と 

93歳群の BMIの比較 

 

は、咬合支持あり群（n=119）では 22.0 

kg/m2、咬合支持なし群（n=246）では 21.9 

kg/m2であり、有意差は認められなかった

（p=0.75、図 11下）。 

3．口腔の状態と動脈硬化との関連 

	 さらに、90歳時と 93歳時における咬合 



 

図 12. 咬合支持の有無による 90歳群と 

93歳群の左右平均 IMTの比較 

 

支持と動脈硬化について検討を行った。

90歳の平均 IMTは、咬合支持あり群（n=35）

で 0.92 mm、咬合支持なし群（n=72）で

は 0.91 mmであり、有意差は認められな

かった（p=0.76、図 12上）。93歳の平均

IMTは、咬合支持あり群（n=67）では 0.90 

mm、咬合支持なし群（n=137）では 0.92 mm 

 

図 13. 咬合支持の有無による 90歳群と 

93歳群の最大 IMTの比較 

 

であり、有意差は認められなかった

（p=0.49、図 12 下）。 90 歳の最大 IMT

は、咬合支持あり群（n=35）では 2.14 mm、

咬合支持なし群（n=72）では 2.20 mmで

あり、有意差は認められなかった（p=0.72、

図 13上）。93歳の最大 IMTは、咬合支持

あり群（n=68）では 1.76 mm、咬合支持 



表 16．歯周病と動脈硬化との関連についてのロジスティック回帰分析の結果 

 オッズ比 95%信頼区間 p値 

性別 0.40 0.11-1.47 0.166 

喫煙 0.69 0.16-2.97 0.619 

肥満 0.33 0.02-6.17 0.459 

高血圧 15.36 1.86-127.00 0.011 

高脂血症 1.96 0.45-8.59 0.375 

糖尿病 3.47 0.58-20.66 0.173 

最大ポケット深さ 3.04 1.00-9.19 0.049 

従属変数：動脈硬化（0=未発症群、1=発症群） 

独立変数：性別（0=男性、1=女性） 

喫煙（0=なし、1=あり） 

肥満（0=なし、1=あり） 

高血圧（0=なし、1=あり） 

高脂血症（0=なし、1=あり） 

糖尿病（0=なし、1=あり） 

最大ポケット深さ（0=3 mm以下、1=4 mm以上） 

 

なし群（n=138）では 1.96 mmであり、有

意差は認められなかった（p=0.06、図 13

下）。 

	 また、これまでに収集した 70-73歳の追

跡調査のデータを基に、歯周病と動脈硬

化との関連についての検討を行った。最

大ポケット深さが 4 mm 以上の者を歯周

病あり群とし、平均あるいは最大 IMTの

どちらかが 1.1 mmより大きい者を動脈硬

化あり群とした。70 歳時には、44%に動

脈硬化がみられた。動脈硬化がみられな

かった 56%のうち、73歳時には、歯周病

なし群では 58%、歯周病あり群では 79%

が動脈硬化を発症した。そこで、70 歳時

に動脈硬化がみられなかった者の中で、

73 歳時に動脈硬化を発症した群と動脈硬

化を発症しなかった群のベースライン時

の状態を比較した。その結果、発症群の

方が、歯周病あり群の割合が高く、性別、

喫煙、肥満、高血圧、高脂血症、糖尿病

を調整したロジスティック回帰分析を行

ったところ、歯周病は、動脈硬化に対し

て、有意な変数となった（オッズ比：3.04、

95%信頼区間：1.00-9.19、p=0.049、表 16）。

本結果より、最大ポケット深さが 4 mm以

上である者は、3年後に動脈硬化を発症し



やすいことが示唆された。 

 

D．考察  

大阪大学と東京都健康長寿医療センタ

ーを中心とした本研究チームは、歯学を

はじめ、医学、栄養学、心理学、社会学、

臨床統計学の各分野の専門家が参画して

おり、循環器系疾患や認知・運動機能な

ど各領域の収集データ精度が極めて高い。

また、我が国における循環器疾患を中心

とした生活習慣病の治療に対しては莫大

な医療費が投じられているばかりか、死

亡者数の大部分をも占める。さらに、認

知症や運動機能の低下は要介護状態に陥

る主因である。こうした生活習慣病や運

動・認知機能の低下と歯・口腔の健康と

の関係についての報告は多数みられるが、

その大部分が欧米発であり、我が国の研

究成果の蓄積は乏しい。また、口腔機能

と健康・長寿との関係には全身疾患や社

会経済的、心理学的な要因の交絡が数多

くあると考えられるが、それらについて

も十分考慮に入れられているとは言えな

い。本研究は、各専門領域のデータを統

合することにより健康長寿に関連する因

子を多角的に検討し、包括的に健康長寿

の要因を探求する学際的な老年学の研究

である。 

平成 26年度に実施した 70-73歳の追跡

調査参加者のデータの分析結果では、残

存歯数が 70歳時よりも 73歳時の方が 0.8

本減少し、唾液分泌速度は、70 歳時より

も 73 歳時の方が 0.23 ml/min 増加した。

一方、開口量や口腔乾燥感、つまりやむ

せの有無、歯科保健行動において有意な

変化は見られなかった。唾液分泌量は通

常、加齢とともに穏やかに減少すると考

えられるが，本研究結果では反対に増加

している。原因としては、追跡調査時に

は初回調査時のような緊張感が減ったた

めに副交感神経が優位となり，リラック

スした状態で検査を受けることができた

被験者が多かった可能性がある。その他

の項目は、70歳から 73歳の 3年間では著

明な変化を認めなかった。すなわち、口

腔状態は維持されたと考えられるが、今

後さらに長期的なコホート研究を続ける

ことにより、口腔状態を良好に維持する

ことに関連する要因、あるいは悪化に関

連する要因を検討していく必要があると

考える。 

	 栄養摂取調査結果によると、70 歳時よ

りも 73歳時の方が、健康維持に重要な野

菜類や肉類などの摂取が多かった。この

理由として、自立して生活しており、さ

らに 3 年ぶりに 2 回目の調査に参加する

ような被験者は、特に健康意識が高く、

加齢に従い、一般的に健康維持に重要で

あるとされている食品を、積極的に摂取

している可能性が考えられる。我々の仮

説においては、「加齢により、口腔の状態

が悪化すると、健康維持に重要な野菜類

や肉類などの栄養の摂取が少なくなる」

と考えている。この 3 年間では、歯数な

ど口腔の状態に大きな変化が起こってい

る被験者が少なかったため、我々の仮説



を検討するには追跡期間が十分ではなか

ったと思われる。 

歯周疾患の指標のひとつである最大ポ

ケット深さは、本結果において 70歳以前

より脳卒中に罹患している者が、脳卒中

を発症していない者、および 73歳時点で

脳卒中を新規に発症した者に比べて高値

であった。歯周病原因菌は血流を通じて

全身へ伝搬され、脳卒中の原因となる動

脈硬化を引き起こす可能性が示唆されて

いる。しかし、今回 3 年後の追跡調査に

参加した対象者は比較的健康な集団と考

えられる。そのため、70歳から 73歳の 3

年間では各疾患ともに新たに罹患した者

は多くなく、それぞれの罹患状況と歯科

データとの関連が認められなかった可能

性がある。さらに、認知機能を低い水準

で維持した群は、高い水準で維持した群

に比べて残存歯数が低かったが、これま

で報告されてきたように、歯数が減少す

ると咀嚼機能が低下し、認知機能が低下

したと考えられる。 

平成 27年度に実施した縦断研究の解析

結果より、咬合支持のない者は歩行速度

ならびに認知機能が低下しやすいことが

明らかになった。これは、口腔機能の低

下が運動機能や認知機能にネガティブな

影響を与えることを意味している。すな

わち、後期高齢者の身体機能や QOLの維

持において、歯科医療が果たすべき役割

が非常に大きいことが示されたと考える。 

平成 28年度に実施した 90-93歳の追跡

調査参加者のデータの分析では、咬合力、

刺激時唾液分泌速度、体重は 3 年間で有

意に低下していた。BMI は、有意差はな

いが低下傾向にあることがわかり、平均

IMTならびに最大 IMTは、有意差はない

が増加傾向であった。一方、追跡調査に

参加しなかった者も含めた 90 歳群と 93

歳群との比較においては、残存歯数は 93

歳群の方が多く、最大 IMTは 93歳群の方

が小さい傾向が明らかとなった。このこ

とより、93歳群は、90歳群と比較すると

健康な者が多く含まれていると考えられ

る。 

	 70-73歳の縦断研究の解析より、最大ポ

ケットが深い者は動脈硬化を発症しやす

いことが明らかとなった。これは、歯周

病が、動脈硬化の発症に関与しているこ

とを意味している。すなわち、高齢者の

動脈硬化発症予防において、歯科医療、

特に歯周病治療・予防が果たす役割が非

常に大きいことが示されたと考えられる。 

	 現在、ベースライン調査より 6 年が経

過した 70歳コホートの追跡調査を進めて

いる。また今後、ベースライン調査より 6

年が経過した 80歳コホートの追跡調査を

予定している。今後行っていく 6 年経過

コホートの解析においては、これまで行

ってきた 3 年経過の縦断的解析では、変

化量が小さかったために抽出されなかっ

た因子が新たに抽出される可能性が高い。

すなわち、口腔と健康長寿に関連する因

子のさらに詳細な解析が可能になり、有

意義な知見が得られることが予想される。 

 



E．結論  

70 歳コホートの縦断研究モデルの分析

において歯周病と動脈硬化との関連を認

めた。また、80 歳時に咬合支持のない者

は、咬合支持のある者に比べ 3 年後の歩

行速度ならびに認知機能が低下しやすい

ことが明らかになった。これらの結果か

ら、後期高齢者の身体機能や QOLの維持

において、歯科医療が果たすべき役割が

非常に大きいことが示された。 
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㸯 自ศࡢ生活࡟満足࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

㸰 ㏥屈࡜感ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡌあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ ձ ղ 

㸱 自ศࡀ無力࡜感ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡌあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ ձ ղ 

㸲 外࡟出࡚新ࡋい物事ࡾࡼࡿࡍࢆ自ศࡢ家࡟い࡯ࡿうࡀ好࣭࣭࣭࣭࠿ࡍ࡛ࡁ ձ ղ 

㸳 自ศࡢ現在ࡢ状態ࡃࡓࡗࡲࡣ価値࡞ࡀい࡜ࡢࡶ感࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡌ ձ ղ 

［㸰−㸰］ 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ最近㸰㐌間ࡢあࡢࡓ࡞状態࡟ 

最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࢆ黒ࡃ塗࡚ࡋࡪࡘࡾୗࡉいࠋ 

ࡲ
っ
ࡓ
ࡃ
࡞
い 

࡯
ࢇ
ࡢ
ࡓ
ࡲ
 ࡟

半
ศ
以
ୗ
ࡢ
期
間
 ࢆ

半
ศ
以
ୖ
ࡢ
期
間
 ࢆ

࡯
࡜
ࢇ
࡝
い
ࡘ
 ࡶ

い
ࡘ
 ࡶ

㸯 明ࠊࡃࡿ楽ࡋい気ศ࡛過࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸰 落ࡕ着いࠊࣜࡓ ࣛッࡓࡋࢫࢡ気ศ࡛過࣭࣭ࡓࡋࡈ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸱 意欲的࡛ࠊ活動的࡟過࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸲 ࡜ࡾࡍࡗࡄ休ࠊࡵ気持࣭࣭ࡓࡵࡊࡵࡃࡼࡕ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸳 ᪥常生活ࡢ中ࠊ࡟興味ࡢあࢇࡉࡃࡓࡀ࡜ࡇࡿあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡗ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 
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࠙質問㸱ࠚあࡀࡓ࡞目標ࡸ目的㸦*㸧ࡼࡢ࡝ࢆう࡟決࡚ࡵいࠊ࠿ࡢࡿ 

 目標ࡸ目的ࢆ㐩成ࡼࡢ࡝࡟ࡵࡓࡿࡍう࡞方法ࡘ࡟ࠊ࠿ࡢࡿ࡜ࢆい࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

  以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊࡳA࡜ Bࢆ比ࡉࡔࡃ࡚࡭いࠋ 

 あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࠊࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

* 目標ࡸ目的ࢆࡾࡃࡑ࡬ࠕࠊࡣ貯ࡿࡵ  ࠊࡽ࠿目標࡞ࡉ小ࡓࡗい࡜行うࠖࢆ趣味活動ࠕࠊࠖ

ࡿࡍࡁ健康࡛長生ࠕ     ࠋࡍࡲࡾあ࡛ࡲ目標࡞ࡁ大ࡓࡗい࡜ࠖࡿࡍ商売࡛成ຌࡸ௙事ࠕࠊࠖ

 

㸯 私ࡣ持࡚࢚ࡿネࣝࢆ࣮ࢠ 

 A ○ ࡟࡜ࡇࡢࢇࡉࡃࡓ振ࡾศࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡟࡜ࡇࡢࡘ࡜ࡦ集中࡚ࡋ注ࠋࡄ 

㸰 以前࡜同ࡼࡌう࡟物事ࡀうࡃࡲい࡞࠿い時ࡣ࡟ 

 A ○ 㸯࠿ࡘ㸰ࡢࡘ大ษ࡞目標ࡸ目的ࠊࢆ選ࡼࡪうࠋࡿࡍ࡟ 

 B ○ ࡢ࡚࡭ࡍࠊࡶ࡛ࢀࡑ目標ࡸ目的࡟向࠿いࡾࡤࢇࡀࠊ続ࠋࡿࡅ 

㸱 計画ࡀうࡃࡲい࡞࠿い時ࡣ 

 A ○ 様々࡞工夫࡚ࡋࢆ成ຌ࡛ࡲࡿࡍດ力ࢆ続ࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡣ࡟࡞ࢇࡑ௚ࡾࡸࡢ方ࢆ試࡞ࡉいࠋ 

㸲 物事ࡼࡢ࡚ࡘ࠿ࠊࡀう࡟うࡃࡲい࡞࠿い時 

 A ○ ࡅཷࢆࢀࡑ入ࠋࡿࢀ 

 B ○ 前࡜同ࡼࡿ࡞࡟ࡌうࠊ࡟色々試ࠋࡿࡳ࡚ࡋ 

㸳 何ࡿࡍࢆ࠿時ࡣ 

 A ○ 目標ࡸ目的ࢆいࡶࡘࡃ設ᐃࠊ࡚ࡋ同時ࡾྲྀ࡟組ࠋࡴ 

 B ○ ࡢࡑ時々࡛ࡶ࡜ࡗࡶࠊ大事࡟࡜ࡇ࡞集中ࠋࡿࡍ 

㸴 何࠿重要ࠊࡀ࡜ࡇ࡞以前ࡢ方法࡛うࡃࡲい࡞࠿い時 

 A ○ 目標ࡸ目的ࡣ࡜関係࡞い௚࢚ࠊ࡟࡜ࡇࡢネࣝࢆ࣮ࢠ振ࡾศࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡟ࢀࡑ代わࡼࡿうࠊ࡞新ࡋい目標ࡸ目的ࢆ探ࠋࡍ 
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A࡜ Bࢆ比ࠊ࡭あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

㸵 何࠿問題ࡀ生ࡓࡌ時 

 A ○ あࡽゆࡿດ力ࠊ࡚ࡋࢆ解決ࡼࡋうࠋࡿࡍ࡜ 

 B ○ ࡃࡽࡤࡋ様子ࠊ࡚ࡳࢆ成ࡾ行ࢆࡁ見Ᏺࠋࡿ 

㸶 以前ࡼࡢう࡟事ࡀうࡃࡲ運ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡤ時 

 A ○ ௚ࡢ人࡟ຓࡸࡅຓ言ࢆ求ࠋࡿࡵ 

 B ○ ௚ࡣ࡟頼ࠊࡎࡽ自ศ࡝࡛ࡅࡔう࠿ࡿࡍ決ࠋࡿࡵ 

㸷 ࡢࡽ࠿ࢀࡇ人生࠾࡟い࡚ࠊ何ࡀ必要࠿考えࡓ時 

 A ○ 目標ࡸ目的ࠊ࡟ࡎࡽࡰࡋࢆ௚ࡢ選択肢ࢆ残ࠋࡃ࠾࡚ࡋ 

 B ○ 㸯࠿ࡘ  ࠋࡿࡍ専念࡟目的ࡸ目標࡞大事ࡶ最ࡢࡘ2

10 以前࡛ࡀ࡜ࡇࡓࡁうࡃࡲい࡞࠿い時 

 A ○ 成ࡾ行ࡁ任ࠋࡿࡍ࡟ࡏ 

 B ○ 何ࠊࡀ自ศ࡚ࡗ࡜࡟ᮏ当࡟大ษࠊ࠿ࡢ࡞考え直ࠋࡍ 

11 自ศ࡚ࡗ࡜࡟重要࡞物事࡟ᑐ࡚ࡋ 

 A ○ 全力࡛ྲྀࡾ組࡞ࡁ࡛࠿࡞࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡴいࠋ 

 B ○ 精一杯ࡢ力࡛ྲྀࡾ組ࠋࡴ 

12 以前࡜同ࡌ結果ࢆ得ࠊࡀࡢࡿ㞴ࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡃࡋ時ࡣ࡟ 

 A ○ 同ࡌ結果ࡼࡿ࡞࡟うࠊ࡟一層ࡾࡤࢇࡀ続ࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡶう潮時࡜ࡔ考えࠋࡿ 

 13 目標ࡸ目的ࡣ 

 A ○ 多大࡞ດ力ࢆ要࡛ࡢࡶࡿࡍあࡶ࡚ࡗ選ࠋࡪ 

 B ○ ດ力ࡶ࡚ࡃ࡞ࡋ㐩成࡛ࢆࡢࡶࡿࡁ選ࠋࡪ 

14 物事ࡀうࡃࡲ㐍࡛ࢇい࡞い時 

 A ○ ࡣ࡜ࡇࡢࡑ打ࡕษࠋࡿࡵࡸࠊ࡚ࡋ࡟ࡾ 

 B ○ ࡎࡲ最ࡶ大ษ࡞目標࡟向࠿うࠋ 
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A࡜ Bࢆ比ࠊ࡭あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 ࡣい時࡞࠿いࡃࡲうࡀ物事ࡣ方࡛ࡾࡸࡢ࡚ࡘ࠿ 15

 A ○ 㐩成ࡢࡵࡓࡿࡍ௚ࡾࡸࡢ方ࢆ探ࠋࡍ 

 B ○ ࡢࡑ状態ࡅཷࢆ止ࠋࡿࡵ 

16 自ศࡢ注意ࡣいࡶ࡛ࡘ 

 A ○ 同時࡟いࡢࡶࡘࡃ目標࡟向い࡚いࠋࡿ 

 B ○ 最ࡶ大事࡞目標࡟向い࡚いࠋࡿ 

17 以前࡝࡯う࡞ࡁ࡛ࡃࡲい時 

 A ○ ࡛࡛ࢀࡑࡶ࡚ࡃ࡞ࡁいい࡜考えࠋࡿ 

 B ○ うࡼࡿࡁ࡛ࡃࡲうࠊ࡟௚ࡾࡸࡢ方ࡸ手段ࢆ見ࡅࡘ出ࠋࡍ 

18 何ࡀ大ษ࡛何ࡀ大ษ࡛࡞いࢆ࠿ 

 A ○ あࡾࡲ深ࡃ考え࡟ࡎ行動ࠋࡿࡍ 

 B ○ ࡃࡼ考え࡚ࡽ࠿行動ࠋࡿࡍ 

19 以前ࡼࡢう࡟うࡃࡲいࡓࡗ࠿࡞࠿時 

 A ○ 状況ࡀ良ࢆࡢࡿ࡞ࡃ待ࠋࡘ 

 B ○ いࡢ࠿ࡘࡃ目標ࡸ目的ࢆあࡾࡼࠊࡵࡽࡁ大ษ࡟ࡢࡶ࡞集中ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

࠙質問㸲ࠚあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾伺いࠋࡍࡲࡋ 

  次ࡢ文章ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣい自ศ࡟あ࡚࡜ࡿࡲࡣ思いࠋ࠿ࡍࡲ 
ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ

ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ

ࡑ
う
 ࡔ

ࡑ
う
 ࡔ

㸯 周ࡢࡾ人ࡢ支えࡀあࡑࡇࡽ࠿ࡿ私ࡣ生࡚ࡁい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡅ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸰 ࡛ࡾ࡜ࡦいࡶࡢࡿ悪࡞ࡃい࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸱 善悪ࡢ༊ูࡣ࡜ࡇࡿࡍࢆ㞴ࡋい࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸲 神様ࡸ仏様ࡼࡢう࡞人智ࢆ超えࡓᏑ在ࡀあ࡜ࡿ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸳 人࡚ࡗࡸࡀいࡘࠊ࡟࡜ࡇࡿい口ࢆ出࣭࣭ࡿ࡞ࡃࡓࡋ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸴 自ศࡀいࠊࡶ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ᮍ来࡟何ࡀ࠿伝わ࡜ࡿ思う࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸵 人ࡢ気持ࡃࡼࡀࡕわࡼࡿ࠿う࣭࣭ࡓࡗ࡞࡟ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸶 体ࡀ悪ࡶ࡚ࡃ気࡞ࡽ࡞࡟い࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸷 ඛ人㸦過去ࡢ人々㸧࡛ࡆ࠿࠾ࡢ今ࡢ自ศࡀあ࡜ࡔࡢࡿ思う࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

10 あ࡛ࡾ࡜ࡦࠊࢀࡇࢀ考え事ࡀࡢࡿࡍࢆ好࣭࣭ࡔࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

11 
 ࡜ࡕいう気持࡜いいࡶ࡛ࢇう死ࡶ

࣭࣭ࡿい࡚ࡋ同居ࡀࡕいう気持࡜いࡓい࡚ࡁ生ࡋう少ࡶ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

12 生࡚ࡁい࡞ࡳࡣࡢࡶࡿ自ศࡢ仲間࡜ࡔ思え࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

13 ௚ࡢ人ࡋࡲ⩎ࢆ࡜ࡇࡢい思うࡀ࡜ࡇあ࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

14 自ศࡢ人生ࡣ意⩏ࡢあ࡜ࡓࡗࡔࡢࡶࡿ思う࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

15 昔ࡾࡼ思いࡀࡾࡸ深࡜ࡓࡗ࡞ࡃ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

16 今ࡢ自ศ࡚ࡗ࡜࡟過去ࡢ業績㸦昔࡜ࡇࡓࡁ࡚ࡋࠊ㸧ࡣ関係࡞い࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡔ大ษࡣ時間ࡍࡈ過࡟࠿静࡛ࡾ࡜ࡦ 17  ࣭ ձ ղ ճ մ 

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡌ感ࡃ強ࢆࡾࡀ繋ࡢ࡜ඛ祖様ࡈ 18  ࣭ ձ ղ ճ մ 

19 毎᪥ࡀ楽ࡋい࣭࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

20 細࠿いࡀ࡜ࡇ気࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡽ࡞࡟  ࣭ ձ ղ ճ մ 
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࠙質問㸳ࠚあࡢࡓ࡞᪥常ࡢ活動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

 

 

［㸳−㸯］ 

  以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 

ࡣ
い 

い
い
え 

㸯 バࡸࢫ電車ࢆ使࡚ࡗ一人࡛外出࡛࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ 

㸰 ᪥用品ࡢ買い物࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸱 自ศ࡛食事ࡢ用意࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ ձ ղ 

㸲 請求書ࡢ支払い࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ 

㸳 銀行預金࣭郵便貯金ࡢ出ࡋ入ࡀࢀ自ศ࡛࡛࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ  ࣭ ձ ղ 

㸴 年金ࡢ࡝࡞書類ࡀ書࣭࣭࠿ࡍࡲࡅ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸵 新聞ࢆ読࡛ࢇい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

㸶 ᮏࡸ雑ㄅࢆ読࡛ࢇい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

㸷 健康ࡘ࡟い࡚ࡢ記事ࡸ番組࡟関心ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ ձ ղ 

10 友人ࡢ家ࢆ尋࡚ࡡい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

11 家族ࡸ友㐩ࡢ相談࡚ࡗࡢ࡟い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

12 病人ࢆ見舞う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ  ࣭ ձ ղ 

13 若い人࡟自ศࡽ࠿話ࡀ࡜ࡇࡿࡅ࠿ࡋあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ ձ ղ 

［㸳−㸰］ 

  あࠊࡣࡓ࡞以ୗࡢ電気製品ࢆ一人࡛使うࠋ࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

 当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 

ࡣ
い 

い
い
え 

㸯 ࢚アコン㸦ࢆ࣮࣮ࣛࢡ含ࡴ㸧ࢆ一人࡛使え࣭࣭࠿ࡍࡲ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸰 ATM㸦郵便局ࡸ銀行࡟࡝࡞あ࠾ࡿ金ࠊࡾࡓࡋࢁ࠾ࢆ 

       預ࡿࡍࡾࡓࡅ機械㸧ࢆ一人࡛使え࣭࣭࠿ࡍࡲ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭

  

ձ ղ 

㸱 携帯電話ࢆ一人࡛使え࣭࣭࠿ࡍࡲ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸲 携帯電話ࡢメ࣮ࣝࢆ一人࡛書い࡚㏦࣭࣭࠿ࡍࡲࢀ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 
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࠙質問㸴ࠚあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［㸴−㸯］ 

  以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

全
ࡃ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

 

あ
ࡲ
ࡾ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡸ
ࡸ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 外交的ࠋࡔ熱中ࡍࡸࡋい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸰 批ุ的ࠋࡔ負ࡎࡅ嫌いࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸱 頼ࠋࡿ࡞࡟ࡾ自ศࢆ厳ࡃࡋ律ࠋ࣭ࡿࡍ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸲 不Ᏻࡍࡸࡾ࡞࡟いࠋ動揺ࡍࡸࡋい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸳 新ࡋい経㦂ࡅཷࢆ入ࡍࡸࢀいࠋ 

  いࢁいࢁ考えࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓ好ࠋ࣭ࡔࡁ ࣭࣭࣭࣭ 

       

ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸴 控えࠋࡔࡵ無口ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸵 思いࡀࡾࡸあࠋࡿあࡀࡳ࠿ࡓࡓあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸶 ࡚ࡋ࡜ࢇࡕࡁい࡞いࠋいいຍ減ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸷 冷静ࠋࡔ感情ࡀᏳᐃ࡚ࡋいࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

10 社会常識࡟従うࠋ工夫࡞ࡋࢆい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 
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引ࡁ続ࠊࡁあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 ［㸴−㸰］ 

  次ࡢ文章ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣい自ศ࡟当࡚࡜ࡿࡲࡣ思いࠋ࠿ࡍࡲ 

全
ࡃ
ࡑ
う
࡛
࡞
い 

ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡛
ࡶ
࡞
い 

ࡑ
う
 ࡔ

非
常
࡟
ࡑ
う
 ࡔ

㸯 私ࡣ心配性࡛࡞ࡣい࣭ࠋ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸰 大勢ࡢ人࡜一緒࡟いࡀࡢࡿ好ࠋ࣭ࡔࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸱 空想࡚ࡗࡅࡩ࡟時間ࢆ無駄ࡣࡢࡿࡍ࡟好࡞ࡣ࡛ࡁい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸲 私ࠊࡣ誰ࡶ࡛࡟好意ࢆ持࡚ࡗ接ࡼࡋうࠋ࣭ࡿࡍ࡜ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸳 時間࡟ࡾ࠾࡝物事ࡾࡸࢆ終えࡼࡿうࠊ 

    自ศࡢペ࣮ࢫ㸦歩調㸧ࢆᏲࡀࡢࡿ得意ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

       

㸴 ຎ等感ࢆ持ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡘあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸵 特࡞࠿ࡽࡀ࡯࡟人間࡛࡞ࡣい࣭ࠋ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸶 学生࡟ᑐࠊࡣ࡚ࡋいࢁい࡞ࢁ意見ࡸ考え方ࡀあࢆ࡜ࡇࡿ 

    教えࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ一ࡢࡘ考え方ࢆ教え࡛ࡅࡔࡿ十ศࠋࡔ 

     

ձ ղ ճ մ յ 

㸷 私ࢆ࡜ࡇࡢ自ศ勝手࡛ࠊ自ศ࠿ࡋ࡜ࡇࡢ 

      考え࡚い࡞い人間࡜ࡔ思࡚ࡗいࡿ人ࡀいࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭ 

     

ձ ղ ճ մ յ 

10 几帳面࡛࡞ࡣい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

       

 ࡟ࠖࡷࡕࡃࡷࡕࡵࠕࡀ自ศࠊ࡜多いࡀࢫトࣞࢫ 11

ࠋ࣭ࡿあࡶ࡜ࡇࡿࡌ感࡟うࡼࡿ࡞             ࣭࣭࣭ 

     

ձ ղ ճ մ յ 

12 何ࡿࡍ࠿場合ࠊࡣ一人࡛ࡿࡸ方ࡀ好ࠋ࣭ࡔࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

13 詩ࢆ読ࡶ࡛ࢇ何ࡶ感࡞ࡌい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

14 人ࡢ考えࢆ皮肉ࡃࡱࡗ疑いࡢ目࡛見ࠋ࣭ࡔࡕࡀ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

15 明確࡞目標ࢆ持ࠊࡾ࠾࡚ࡗ 

ࠋ࣭ࡿい࡛ࢇ組ࡾ方࡛ྲྀࡾࡸࡓࡋ࡜整然࡚ࡗ࠿向࡟ࢀࡑ    ࣭࣭ 

     

ձ ղ ճ մ յ 
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  続ࠋࡍ࡛ࡁ 

全
ࡃ
ࡑ
う
࡛
࡞
い 

ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡛
ࡶ
࡞
い 

ࡑ
う
 ࡔ

非
常
࡟
ࡑ
う
 ࡔ

16 悲ࠊࡾࡓࡗ࡞ࡃࡋ落ࡕ込࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡣ࡜ࡇࡿࡍࡾࡔࢇい࣭ࠋ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

17 元気ࡀあ࡚ࡋ࡜ࡗࡌࠊ࡚ࢀࡩい࡞ࢀࡽい事ࡃࡼࡀあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭ ࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

18 新ࡋいࠊ珍ࡋい食࡭物ࢆ試ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡳ࡚ࡋあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

19 私ࢆ冷ࡃࡓ計算高い࡜見࡚いࡿ人ࡀいࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

20 人ࡢ期待ࠊࡾࡓࡗࡑ࡟約束ࢆᏲࡾࡓࡗ 

ࠋい࣭࡞ࡣう࡛ࡑ時々ࠊ࡟ࡢい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ       ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

       

 ࡟࠿誰ࢆ問題ࡢࡑࠊ࡚ࡃ࡞ࡶうࡼࡋう࡝ 21

       解決ࡽࡶ࡚ࡋいࡓい࡜思うࡃࡼࡀ࡜ࡇあࠋ࣭ࡿ ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

22 元気࡛ࡓࡋ࡜ࡘࡽࡘࡣࠊ人間ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

23 詩ࢆ読ࡾࡔࢇ芸術作品ࢆ見࡚いࠊ࡜ࡿ 

ࠋ࣭ࡿࡌ感ࢆࡾࡲ高ࡢ感情ࡾࡓࡋࡃࡒࡃࡒ          ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

24 嫌い࡞人ࡑࠊࡣ࡟う知ࠋ࣭ࡿࡸ࡚ࡏࡽ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

25 バࣜバࣜ࡜௙事ࡾࡸࢆࢀࡑࠊ࡚ࡗࡸࢆ遂ࠋ࣭ࡿࡆ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

       

26 穴ࡀあࡽࡓࡗ入ࡓࡾい࡜思うࠊ࡝࡯ 

      恥ࡋ࠿ࡎい࡟ࡲࡓࡀ࡜ࡇあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

27 非常࡟活動的࡞人間ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

28 Ᏹᐂࡢᮏ質ࡸ人類ࡀ置࡚ࢀ࠿いࡿ状態࡟ 

    思い࡝ࢇ࡜࡯ࡣ࡟࡜ࡇࡍࡽࡄࡵࢆ興味࡞ࡀい࣭ࠋ ࣭࣭࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

29 
自ศࡢ望ࢆࡢࡶࡴ手࡟入ࠊࡽ࡞ࡵࡓࡿࢀ 

      人ࢆ操㸦あࡘࡸ㸧ࡽࡵࡓࡶ࡜ࡇࡿわ࡞い࣭ࠋ ࣭࣭࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

30 人ࡣ私ࡓࡋ࡜ࢇࡕࡁࠊࢆ࡜ࡇࡢ人間ࡣ࡜思࡚ࡗい࡞い࣭ࠋ ࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 
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࠙質問㸵ࠚあࡢࡓ࡞心ࡢ健康ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

࠙質問㸶ࠚあࡢࡓ࡞人生࡟ᑐࡿࡍ考え方ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

 

 過去㸯ヶ月間ࠊ࡟以ୗࡼࡢう࡟感ࡽࡃࢀ࡝ࡀ࡜ࡇࡓࡌい 

あ࠿ࡓࡋࡲࡾ？ 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

全
ࡃ
感
ࡌ
࡞
࠿
ࡗ
 ࡓ

ࡓ
ࡲ
࡟
感
ࡌ
 ࡓ

時
々
感
ࡌ
 ࡓ

ࡋ
ࡤ
ࡋ
ࡤ
感
ࡌ
 ࡓ

い
ࡘ
ࡶ
感
ࡌ
 ࡓ

㸯 気ศࡀいい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸰 全࡚ࡀ骨折ࡾ損࡛あ࡜ࡿ感࣭࣭ࡿࡌ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸱 ࡶ࡚࡜幸࣭࣭ࡔࡏ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸲 落ࡕ着࡞࠿いࡑࠊわࡑわ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡍ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸳 満足࡚ࡋい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸴 緊張࡛神経ࡀ高࡚ࡗࡪい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸵 悲ࠊ࡚ࡂࡍࡋ何ࡶ࡚ࡋࢆ全然元気ࡀ出࡞い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 
全
ࡃ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

 

あ
ࡲ
ࡾ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡸ
ࡸ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 ࡢ࡛ࡲࢀࡇ人生࡟満足࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸰 思࡚ࡗいࡓ通ࡢࡾ人生ࢆ歩࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡵ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸱 わࡼࡣࡋࡓい人生ࢆ㏦࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡁ࡚ࡗ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸲 ࡶう一度同ࡌ人生ࢆ歩ࡓࡳい࡜思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸳 ࡢ࡛ࡲࢀࡇ望ࡔࠊࡣࡳいࡓい࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡁ࡚ࡗ࡞࠿  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 
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࠙質問㸷ࠚ 

 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗࡚ࡋࡪࡘࡾୗࡉいࠋ 

全
ࡃ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
ࡲ
ࡾ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡲ
あ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 ࡢࡇඛࡣ明ࡿい࡜思う࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸰 ࡶࡽ࠿ࢀࡇ生࡚ࡁいࡇう࡜強ࡃ思࡚ࡗい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸱 今あࡿ目標࡞࠿ࡣう࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸲 困㞴࡟出会ࡢ࠿ࡽࢇ࡞ࡶ࡚ࡗ方法࡛ษࡾ抜࡜ࡿࢀࡽࡅ思う࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸳 誰ࡀࡶあࠊࡶ࡚ࡵࡽࡁ私ࡣ問題ࡢ解決方法ࢆ見ࢁࡔࡿࢀࡽࡅࡘう࣭࣭ ࣭࣭  ձ ղ ճ մ յ 

㸴 今私ࡀ生࡚ࡁいࡣ࡜ࡇࡿ何ࡢ࠿役࡟立࡚ࡗい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

       

㸵 私ࡣ人生࡜ࡗࡶࢆ良ࡼࡋࡃう࡜思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸶 ࡶ࡚࡜大ษ࡟思うࢆࡢࡶ手࡟入ࠊ࡟ࡵࡓࡿࢀあࢀࡇࢀ考え࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸷 信仰心ࡣࡓࡲࠊ㐨徳的࡞教え࡟従࡚ࡗ生࡚ࡁい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

10 自ศࡢ力࡛望࡞࠿ࢆࡳえ࡜ࡿࢀࡽ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

11 私࡚ࡗ࡜࡟生࡚ࡁいࡣ࡜ࡇࡿ意味ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

12 信心ࡸ信念ࡀあࠊࡽ࠿ࡿ私ࡣ前向࡞ࡁ態度࡛い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࢀࡽ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

13 私ࠊࡣ毎᪥ࡼࡢう࡟新ࡋい楽ࢆࡳࡋ見࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࢀࡽࡅࡘ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 
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࠙質問  ࠋࡍࡲࡋࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟機能状態ࡢ耳ࠚ10

[10㸫1] 

 ࠋࡍࡲࡋࡁ聞࠾い࡚ࡘ࡟えࡇ聞ࠊࡎࡲ 

以ୗࡢ項目ࡢ࡝ࡀ程度困㞴࡜ࡔ感ࠋ࠿ࡍࡲࡌ 

࡜ 
࡚
ࡶ
困
㞴
 ࡔ

困
㞴
 ࡔ

少
ࡋ
困
㞴
 ࡔ

ࡲ
っ
ࡓ
ࡃ
困
㞴
࡛
࡞
い 

※ 普段補聴器ࢆ使用࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ 

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾状態࡛ࡓࡅࡘ

㸯 普通ࡢ会話࡛言葉ࢆ聞ࠊࡾࡓࡗྲྀࡁ理解࣭࣭࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸰 電話࡛言葉ࡾࡁࡗࡣࢆ聞࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡃ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸱 
㦁ࡋࡀい部屋࡛会話ࢆ続࡜ࡇࡿࡅ 

㸦十ศ࡞大࡛ࡉࡁ聞࡞ࢀྲྀࡁいࡵࡓ㸧࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭

    

ձ ղ ճ մ 

㸲 
誰࡟࠿声ࡓࢀࡽࡅ࠿ࢆ時ࠊ 

 ࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ࠿わࡄࡍ࠿ࡓࢀࡽࡅ࠿ࡋ話ࡽ࠿方向ࡢ࡝

    

ձ ղ ճ մ 

㸳 
洗濯機ࡸ炊飯器࡝࡞家電ࡽ࠿聞ࡇえ࠾ࡿ知ࡢࡏࡽ音ࡸ 

水ࡀ流࡚ࢀいࡿ音࡟気࡙࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡃ  ࣭

    

ձ ղ ճ մ 

㸴 
テࣞビࡢ࢜ࢪࣛࡸ音量ࢆ大ࠊ࡟ࡎࡏࡃࡁ 

話࡚ࡋいࡿ内容ࢆ聞ࠊࡾࡓࡗྲྀࡁ理解࣭࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ  ࣭
    

ձ ղ ճ մ 

㸵 ࡢࠖࡑ࣭ࡏ࣭ࡍ࣭ࡋ࣭ࡉࠕ音ࢆ聞࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ࡜ࡁ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

 

 

 

[10㸫㸰] 

 耳ࡀ悪い࡟ࡵࡓ 

生活ࡢ範ᅖࡀ狭࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 

[10㸫㸱] 

 耳ࡀ悪い࡟ࡵࡓ人ࡢ࡜コミュニケ࣮ࢩョンࡀ 

少࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 
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࠙質問  ࠋࡍࡲࡋࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟機能状態ࡢ目ࠚ11

[11㸫1] 

 見え方ࡘ࡟い࡚࠾聞ࠋࡍࡲࡋࡁ 

以ୗࡢ項目ࡢ࡝ࡀ程度困㞴࡜ࡔ感ࠋ࠿ࡍࡲࡌ 

࡜
࡚
ࡶ
困
㞴
 ࡔ

困
㞴
 ࡔ

少
ࡋ
困
㞴
 ࡔ

ࡲ
っ
ࡓ
ࡃ
困
㞴
࡛
࡞
い 

※ 普段ࠊ眼鏡ࡸコンࢡࢱトࢆ使用࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ 

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾状態࡛ࡓࡅࡘ

㸯 夜ࠊ㐨路標識࡜ࢇࡕࡁࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿྲྀࡳ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸰 㐨路ࡢ向ࡇう側࡟いࡿ友人ࢆ識ู࣭࣭࡜ࡇࡿࡍ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸱 新聞ࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸲 電ග掲示板࡝࡞流ࡿࢀ文Ꮠࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸳 自ศࡢ周࡟ࡾ物ࡸ人ࡀ近࡙い࡚い࡟࡜ࡇࡿ気࡙࡜ࡇࡃ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸴 電車ࡸバࡢࢫ路線ᅗࢆ見࡚目的地ࢆ探ࡋ出࣭࣭࡜ࡇࡍ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸵 細࠿い文Ꮠࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸶 暗ࡸࡾࡀ薄明ࡢࡾ࠿中࡛物ࢆ見࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸷 向ࡇうࡽ࠿近࡙い࡚ࡿࡃ自転車ࠊࡸ 

走ࡿࡃ࡚ࡗ人ࡢ࡜距㞳ࢆ把握࡜ࡇࡿࡍ  ࣭

    

ձ ղ ճ մ 

 

 

[11㸫㸰] 

 目ࡀ悪い࡟ࡵࡓ 

生活ࡢ範ᅖࡀ狭࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 

[11㸫㸱] 

 目ࡀ悪い࡟ࡵࡓ人ࡢ࡜コミュニケ࣮ࢩョンࡀ 

少࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 

 
以ୖ࡛アンケ࣮トࡢ࡬記入ࢆ一᪦終え࡚ࡉࡔࡃい࠾ࠋ疲ࠋࡓࡋ࡛ࡲࡉࢀ 
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 ⓪ ձ ղ ճ մ յ ն շ ո չ 

 ⓪ ձ ղ ճ մ յ ն շ ո չ 

 ⓪ ձ ղ ճ մ յ ն շ ո չ 

 

[12Ყ1] 文章や数字Ǜ書いƨǓᛠǜƩǓƢǔǑうƳ側面ƴƭいƯうƔƕいǇƢŵ 

    あƯƸǇǔ側面ƢǂƯƴ○ǛƠƯƘƩƞいŵ 

具体例 

ᲢあƘǇư目ܤᲣ 

Ĭ 比較ȷ照合 

観察ƕ容易ƴ可能ƳŴ文章や数字ȷ人ȷ物Ʒ機能的Ŵ構ᡯ的Ŵ構成的特徴ƕ 

明確Ƴ基準Ʊ類似ƠƯいǔƔŴ異ƳƬƯいǔƔƷЙ断ŵ 

Ტ伝票ƷチǧȃǯŴ血圧や体温Ʒ記録Ŵ作物や商品Ǜ目ư見Ư検査ƢǔᲣ 

 

ĭ 
複写ȷ 

文書作成 

文章や数字Ʒ転写ȷ転記Ŵ入力Ŵ提示ŵ書類Ʒ作成やᛠǉƜƱǋ含ǉŵ 

Ტ伝票ȷ作業日ᛏƷ作成Ŵ伝票ȷᛟ明書ȷ商品ȆǹȈƷ結果ǛᛠǉᲣ 

 

Į 計算 
数学的Ƴ計算ᲦそǕƴ関連Ƣǔ行ໝƷ報告や実行 

ᲤƨƩƠ会計Ƹ含ǇƳいŵ 

ȬǸŴ 

郵便局や銀行Ʒ窓ӝ業務 

į ӓ集整理 

ȇȸǿȷ人ȷ物ƴƭいƯ情報Ʒӓ集Ŵ照合ŴЎ類ŵそǕǒƷ情報ƴ関連Ƣǔ

規定Ʒ行ໝƷ報告や実施ǋ含ǉŵ 

Ტ教材や専門ᛏǛᛠǉŴ編集Ŵ手᪯Ʒ決ǇƬƨȆǹȈƷ実施Ŵ 

設計図やɦ図作成Ŵ単価ȷᝲ用計算Ŵ給料ȷ売Ǔɥƛȷ見積ǋǓƳƲƷ計算Უ 

会計業務 

İ Ў析 
ȇȸǿǛ調ǂƨǓ評価ƢǔƜƱŵ評価結果ƴݣƠƯˊ替行ໝǛ示ƢƜƱŵ 

Ტ設計Ŵ経営報告ŴǫȫȆȷ稟議書Ʒ作成Ŵᝲ用計算Ŵ写真ƷǳȡンȈᲣ 
教員Ŵ医者 

ı 
調整ȷЙ断 

ȷ決定 

ȇȸǿЎ析ƴ基ƮいƯŴ作業ȷ操作手᪯Ŵ時間Ŵ場৑Ǜ決定ƠƨǓŴ 

ˁ事Ʒ方針や生ơƯいǔ問題Ʒ新Ơい目的Ŵ政策Ŵ手続Ɩ決定ƠƨǓ実行Ơ

ƨǓƢǔƜƱŵǇƨŴ᣻要事᪮Ʒ報告Ǜ行うƜƱǋ含ǉŵ 

Ტ作業命ˋ書や作業基準書Ʒ作成Უ 

管理的業務Ŵ会計ȷ税理士Ŵ 

アȊǦンǵȸŴ設計士 

ǳンǵȫǿンȈŴ情報技術者 

Ĳ 総合 

新Ơい事実や理論Ʒ発見や検ᚰǛ行ƬƨǓŴ新製品や装置Ǜ発明ƠƨǓŴ 

創ᡯ的ƳǋƷǛƭƘǔƨǊƴŴ総合的ƴȇȸǿǛЎ析ƢǔƜƱŵ 

Ტ実験ȇȸǿƷǇƱǊŴ論文Ʒ作成ƳƲᲣ 

学者Ŵ技術者Ŵ芸術家 

ĳ そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

Ĵ いƣǕƴǋ当ƯƸǇǒƳいᲢ具体的ƴ記入                   Უ 

 

～聞ƖӕǓȡȢ～ 

 

以ୗ࡛ࠊࡣ調査員ࡀ௙事࡜家事࡟関ࡿࡍ聞ࢆࡾྲྀࡁ行いࠋࡍࡲ 

最長職Ӹ：               
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～聞ƖӕǓȡȢ～ 

 

 

 

 [13Ყ2] 直接Ŵ人ƴ接Ƣǔ側面ƴƭいƯうƔƕいǇƢŵ 

あƯƸǇǔ側面ƢǂƯƴ○ǛƠƯƘƩƞいŵ 

具体例 

ᲢあƘǇư目ܤᲣ 

Ĭ 
指示ƷӖƚ

ӕǓ 

指示通Ǔƴ動ƚƹǑい簡単Ƴˁ事ǛƢǔŵ 

技能Ǜ必要ƱƠƳい手伝いŵ 
手伝い 

ĭ 
給ˁȷ奉ˁ 

ȷ世ᛅ 

人や動物Ʒ要求や要請Ŵ人Ʒ表情やଢ଼黙Ʒ希望ƴ注意ƠŴƢƙƴ

応ݣƢǔƜƱŵƓ客ƞǜƴݣƠƯいǖいǖƳ世ᛅやǵȸȓǹǛƢ

ǔŵ品物ƷӖƚ渡ƠᲢ命ˋ指示ǛӖƚǔᲩ物ƷӖƚ渡ƠᲣ 

注文ƷӖ付ŴƓ茶出ƠŴ 

ȬǸŴ風呂屋Ʒ番頭 

Į 報告ȷ伝ᢋ 

ӷ僚や部ɦƴˁ事ɥƷ連絡ǛƠƨǓŴ助力者や補佐ƴ作業Ʒ指示

や合図ǛƢǔŵɥ司Ɣǒ指示ǛӖƚǔŵ˂Ʒ部局Ɣǒ情報Ǜӓ集

Ƣǔŵɥ役ƴ報告Ƣǔŵ 

電ᛅݣ応Ŵ 

ǯȪȸȋンǰӕഏ 

組合ǁƷ出席 

į 勧誘ȷᛟ得 
Ɠ客ƞǜƴ直接Ŵ製品やǵȸȓǹǛ売ǔŵƓ客ƞǜǛ勧誘Ƣǔŵ 

特定Ʒ意見Ǜ支持ƢǔǑう働ƖƔƚǔŵ接客ŵ 

販売店主Ŵ店員Ŵ 

保険外交Ŵӕ引先接待 

İ 慰ܤ 
多ƘƷ人Ʒ前ưいǖいǖƳ演技ȷ演奏ǛƠƯᲦ人々ƴ娯楽Ǜ提供

Ƣǔŵ˂人Ǜ楽ƠǇƤǔŵ 

音楽家Ŵ落語家 

ı Ⴓ督ȷ管理 

ˁ事Ʒ効率ǛあƛǔƨǊƴŴˁ事Ʒ手᪯Ǜ決定ƠƨǓŴ伝えƨǓŴ

特定Ʒ任務Ǜ割Ǔ当ƯƨǓƠƯ組織Ǜ指揮ȷႳ督Ƣǔŵ職場Ʒ人

間関係Ǜ調整ƢǔŵᲢ作業命ˋŴ作業Ⴓ督Ŵ部ɦǁƷ側面指示Ŵ߻程管理Უ 

寮母Ŵ役員Ŵ主任 

Ĳ 教授ȷ教示 
ᛟ明ŴȇȢンǹȈȬȸǷョンƳƲǛ通ƠƯŴ製品Ʒ使い方ƳƲƷ

ᛟ明ǛƢǔŵ技術や知識Ŵ専門的Ƴ学問Ǜ教えǔŴ訓練Ƣǔŵ 

先生Ŵ稽Ӟ事Ʒ教師Ŵ

講師Ŵ保育士 

ĳ 交渉ȷ協議 

ӷ僚ȷɥ司ȷ部ɦƱ方針ȷ企画Ʒ決定Ŵ結論Ŵ解決ƴ共ӷưƨƲ

ǓƭƘƨǊƴŴ考えŴ情報Ŵ意見Ǜ˂Ʒ人ƨƪƱ交換ƢǔƜƱŵ

顧客Ʊ商談ӕ引ǛƢǔƜƱŵ 

Ტ電ᛅ交渉Ŵ事故処理相談Ŵ苦情相談Ŵ業者ƱƷ打ƪ合わƤŴ商談Ŵ営業Უ 

外交員Ŵ管理的業務 

Ĵ 
専門的助言 

ȷ指ݰ 

法的ȷᅹ学的ȷ臨床的ȷ精神的Ŵ˂Ʒ専門的法則ƴǑƬƯ解決ƞ

ǕǔƔǋƠǕƳい問題ƴݣƠƯŴ相談ƴƷƬƨǓŴ専門的Ƴ助言

や指ݰǛƢǔŵ 

ǳンǵȫǿンȈŴ治療Ŵ

ᚮ察Ŵ専門的教育 

ĵ そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

Ķ いƣǕƴǋ当ƯƸǇǒƳいᲢ具体的ƴ記入                   Უ 
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～聞ƖӕǓȡȢ～ 

 

 

 

 

[13Ყ3]  手やᢊ具や機械Ǜ使う側面内容ƴƭいƯうƔƕいǇƢŵ 

あƯƸǇǔ側面ƢǂƯƴ○ǛƠƯƘƩƞいŵ 

具体例 

ᲢあƘǇư目ܤᲣ 

Ĭ 運搬ȷ整理 
掃ᨊŴ手や運搬車Ǜ使ƬƯ材料や製品Ǜ運ǜƩǓ整理Ƣǔŵ 

特КƳ作業基準ƸƳƘŴ常識的ƴ処理ŵ 

部品Ʒ運搬Ŵ清掃Ŵ 

᣼菜や食器洗いŴ草ӕǓ 

ĭ 
加߻材料Ʒ

ӕ付ȷӕ外Ơ 

流Ǖ作業ƳƲư機械ƴ材料や部品ǛӕǓ付ƚƨǓᲦưƖあƕƬƨ加߻品ǛƱǓƸƣƠ

ƨǓŴЏ断Ŵ接着ƢǔƜƱŵǵȃǷǛӕǓ付ƚǔŴƘƗ打ƪŴȓȋȸȫ加߻ƳƲŵ 

箱ᛄǊŴ原材料Ʒ投入Ŵ 

ӕ付ȷӕ外ƠŴ包装Ŵ 

ǳȔȸ機使用 

Į 
看視作業 

ȷ手入Ǖ 

ȡȸǿȸǛ見ƨǓȩイȈƴǹイȃチǛ入ǕŴ自動化Ơƨ機械や装置ƳƲƕǹȠȸǺƴ

動いƯいǔƔチǧȃǯƢǔŵ機械装置Ʒ振興ǛႳ視ŴǄƱǜƲ自主的Й断Ǜ要ƠƳいŵ 

ȬンǺ検査Ŵ目方Ǜ測ǔŴ

ȑン焼Ɩ器Ǜ見ǔ 

į 手腕作業 

手や腕や߻具Ǜ使ƬƯ物ǛƭƘƬƨǓ組ǈ立ƨƯƨǓƢǔŵ物や材料Ǜ運ǜƩǓ置い

ƨǓƢǔŵ身体各部や߻具ȷ用具Ǜ用いƯ加߻材料Ǜ扱うŴ作業手᪯ƸƔƳǓ標準化

ƞǕƯいǔƕŴあǔ程ࡇƷ自主的Й断ƕ必要ŵǿイȗŴȖȭȃǯǛƭǉŴそǖƹǜŴ

ȬǸŴ理容ȷ和裁ȷ包ɠƳƲ 

木材Ʒ加߻ŴȟǷンŴǯȸ

ȩȸȷ冷蔵ࡉƷ組立Ŵǻȡ

ンȈȷ壁塗ǓŴ車Ʒ内装Ŵ

 司ǛƴƗǔŴ刀ǛƱƙݤ

İ 運転ȷ操作 

ǯȩンǯやȏンȉȫǛ回ƢŵǮȤȸƷȪȕȈやȬȐȸǛ押ƠƨǓ引いƨǓƢǔŵǯȬ

ȸンŴǳンșȤȸŴȈȩǯǿȸŴ溶鉱炉投入装置Ŵ塗装機械Ŵ߻作機械ŴǪンȩイン

端஛Ǜ含ǉŵᲤɟ輪車ƳƲ人力Ʒ機械Ƹᨊ外ŵ 

車Ʒ運転Ŵ 

耕耘機ư畑Ǜ耕ƢŴ 

ワȸȉŴǨǯǻȫƷ操作 

ı 操作ȷС御 

物や材料ǛС作ƠƨǓ加߻ƠƨǓƢǔƨǊƴ設計ƞǕƨ機械や装置Ʒᡶ行Ǜ開始Ŵ停

ഥŴС御Ŵ調整ǛƢǔŵ機械や装置Ʒ簡単Ƴໜ検ȷ調整ǛƢǔŵ温ࡇŴ圧力Ŵ液体Ʒ

流ǕŴȝンȗƷᡮࡇŴ材料ƷӒ応ƳƲƷ要因Ǜ統СƢǔƜƱǋ含ǉŵ 

油圧機械Ʒ操作Ŵ印Т機ƳƲƷ操作ŵ 

大߻Ŵ配管߻事Ʒ指揮Ŵ 

Ǭǹ器具Ʒ修理Ŵ 

旋Ⴔ操作Ŵ 

Ĳ 精密作業 

指先や精密Ƴ߻具やȑソǳンǛƭƔƬƯᲦ精߽Ƴ製品Ǜ加߻ƠƨǓƭƘƬƨǓƢǔŵ

具ȷ材料選択Ŵᢊ具Ʒ調整ƳƲƷ習熟Ǜ要Ƣǔ条件Й断ƕ含ǇǕǔŵᲢ旋Ⴔư᣿型߻

ƷǋƱǛƭƘǔŴ測定機械ưȆǹȈƢǔŴǫȃǿȸȷȉȪȫư冷ଡ଼৐設備ǛƭƚǔᲣ 

指圧師Ŵ印Т原༿作成Ŵ 

書ᢊ教授Ŵ௨色Ŵ 

楽器職人 

ĳ 
調整ȷ保ܣ 

ȷ設定 

機能Ǜ実行ƠƨǓŴ性能Ǜ変えƨǓŴǋƠ壊ǕƯǋ修復ƢǔǑうƴ機械や設備Ǜ調整

Ƣǔŵ様々Ƴ種類Ʒ機械Ǜ操作Ƣǔŵ機械Ʒ装置ƷЎ解や修理ȷȡンȆȊンǹや調整

ǛƢǔŵ 

高ኢ料理ǛƭƘǔ 

Ĵ そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ĵ いƣǕƴǋ当ƯƸǇǒƳい 
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次ࡓࡁ࡚ࡗࡉ࡞࡛ࡲࢀࡇࠊ࡟家事
㸬㸬
 ࠋࡍࡲい࡚伺いࡘ࡟

[14Ყ1]   

学校Ǜ卒業ƠƯˌ降ưᲦ 

家事ǛƞǕƯƖƨ期間Ǜ教えƯƘƩƞいŵ 

Ტ     歳Უ～Ტ     歳Უ 

[14ᲧᲬ]   

 ƜǕǇư専業主婦ƩƬƨ期間Ǜ教えƯƘƩƞいŵ 

ᲤƓˁ事ǛƞǕƯいǔ期間Ƹ含ǊƳいưƘƩƞいŵ 

Ტ     歳Უ～Ტ     歳Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[16ᲧᲫ]  手やᢊ具や機械Ǜ使う家事ƴƭいƯƓ答えƘƩƞいŵ 

ɦ記Ʒ中ưあƳƨƕ普段ƠƯいǔᲢいƨᲣあǔいƸŴƠƯいƳƔƬƨᲢƠƯいƳいᲣǋƷǛƢǂƯ選ǜư○ƠƯɦƞいŵ 

草ӕǓȷ水ǇƖᲦǴȟ出ƠᲦ窓や網戸Ʒ水洗いᲦ消臭ȗȩǰƷ付ƚ替えŴ食器洗いᲦ 

季節ƴ応ơƯ布団や衣類Ღ扇風機ƳƲǛ出Ơ入ǕƢǔᲦ自転車Ʒ空気入ǕᲦ  

洗濯物Ǜ干ƢȷӕǓ入ǕǔȷƨƨǉᲦ掃ᨊ機ȷ洗濯機Ǜ使うᲦ電気や電池Ʒ交換Ღ 

部屋Ʒ整理ȷ整頓ǛƢǔᲦ車ưƷ家族Ʒ送Ǔ迎えᲦアイȭンƕƚᲦȜǿンやǄƭǕƷ補修Ღ 

Ӹ前ƳƲƷ刺繍Ღ電化製品Ʒ掃ᨊᲦƓ弁当作ǓȷふƭうƷ料理Ღ仏壇ȷ神棚ȷƓ墓ƳƲƷ掃ᨊᲦ 

漆器ȷ家具ȷ床ǈƕƖᲦふƭうƷ園芸や家ࡊ菜園Ღࡈ布団ȷ枕ǫȐȸƳƲǛ縫うᲦ 

ǻȸǿƷ手洗いȷǷȣȄƷƷǓƮƚᲦ簡単Ƴ編ǈ物や裁縫Ღ家族Ʒ服ǛƭƘǔᲦȟǷンƴǑǔ洋裁Ღ 

手ƷƜǜƩ料理Ტ前日Ɣǒˁ込ǉ料理ƳƲᲣᲦ家具Ʒ修理Ღ服ƷȪȕǩȸȠᲦ障子やふƢǇƷᝳǓƔえᲦ 

技術Ʒいǔ園芸ᲦȑソǳンǛ使うᲢインǿȸネȃȈŴワȸȉŴǨǯǻȫƳƲᲣᲦ 

特КƳ料理Ტ懐石料理Ღǳȸǹ料理ƳƲᲣᲦ 家Ʒ修理 

そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ƲǕǋƠƯいƳい 

Ƃ質問 15ƃ  
ƱƯǋ 

嫌

い

ȷ

ɧ

得

意

Ʃ 

普

通 

好

Ɩ

ȷ

得

意

Ʃ 

ƱƯǋ 

嫌

い 

ɧ

得

意

Ʃ 

好

Ɩ 

得

意

Ʃ 

Ძ 家事全般Ƹ好ƖưƢƔᲢưƠƨƔᲣȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 

Წ 家事全般Ƹ得意ưƢƔᲢưƠƨƔᲣȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 
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[16ᲧᲯ]  文章ǛᛠǜƩǓ書いƨǓƢǔ家事ƴƭいƯƓ答えƘƩƞいŵ 

ɦ記Ʒ中ưあƳƨƕ普段ƠƯいƨᲢいǔᲣあǔいƸŴƠƯいƳƔƬƨᲢƠƯいƳいᲣǋƷǛƢǂƯ選ǜư○ƠƯɦƞいŵ 

回覧板Ღ連絡帳ƳƲƴ必要事᪮Ǜ記入ƢǔᲦ家事ƴ関Ƣǔஜや記事ǛᛠǉᲦ 

料理Ʒ作Ǔ方ǛȡȢƠƯ整理ƢǔᲦ年間行事予定ǛƨƯǔᲦ1ᡵ間ƝƱƴ献立ǛƨƯǔᲦ 

商品ƷȩșȫǛᛠǉᲦ家族活動ƷǹǱǸȥȸȫǛƨƯǔᲦ家計簿ǛƭƚǔᲦ手ኡǛ書ƘᲦ 

病院選びᲦ家族Ʒ人生設計ǛƨƯǔᲢ子ƲǋƷᡶ学やӖ験ƴ関ƢǔƜƱǋ含ǉᲣᲦӓ支Ʒ確ᛐǛƢǔᲦ 

大ƖƳ買い物Ʒ計画ȷ決定Ღ家計予算ǛƨƯǔᲦഎᨋ商品ǁƷ抗議文Ǜ書ƘᲦ子ƲǋƷ勉強ǛǈǔᲦ  

家事ƴ関Ƣǔ新Ơいɟ般書Ǜ書ƘᲦ各種申告書Ʒ準備Ღ納税書類Ʒ準備Ღ 

将来ƴ備えƯ預貯᣿や保険Ǜ管理ƢǔᲦ  

そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ƲǕǋƠƯいƳい 

 

[16ᲧᲮ]  直接Ŵ人ƴ接Ƣǔ家事ƴƭいƯƓ答えƘƩƞいŵ 

ɦ記Ʒ中ưあƳƨƕ普段ƠƯいƨᲢいǔᲣあǔいƸŴƠƯいƳƔƬƨᲢƠƯいƳいᲣǋƷǛƢǂƯ選ǜư○ƠƯɦƞいŵ 

家族Ɣǒ用事Ǜ聞ƘᲦ親戚ƮƖあいǛƢǔᲦ訪問客や修理Ʒ人ƱᛅƢᲦ家族ƷᛅƠ相手ƴƳǔᲦ 

共ӷ購入Ʒ世ᛅǛƢǔᲦ近৑ƮƖあいǛƢǔᲦ子ƲǋƷ先生やӷኢ生Ʒ親ƱᛅƢᲦ電ᛅƷ応ݣǛƢǔᲦ 

家族Ʒˁ事関係者ƱƭƖあうᲦ家族Ʒ日常的Ƴ身Ʒ回ǓƷ世ᛅǛƢǔᲢ食事Ǜ出ƢᲦ衣類Ǜ渡ƢᲣᲦ 

姑や嫁ȷ娘Ʒ家事Ʒ手伝いǛƢǔᲦ家族ƷˊわǓƴƓ見舞いƴ行ƬƨǓȷ葬儀ƴ参列ƢǔᲦ 

Ɠ盆ȷദ月ȷ法事ƳƲ多数Ʒ人Ǜ接待ƢǔᲦ家族や近৑Ʒ人Ʒ相談ƴƷǓアȉȐイǹƢǔᲦ 

地域ȷ自治会Ʒ役員や PTAƷ役員ǛƢǔᲦഎᨋ商品Ʒ修理ȷ返品ƳƲ店員Ǜᛟ得ƢǔᲦ 

ȚȃȈƷ世ᛅǛƢǔᲦ育児ǛƢǔᲦ家族Ʒ介護ȷ看病ǛƢǔᲦ 

家屋Ǜ買う交渉ǛƢǔᲦ改築Ʒ交渉ǛƢǔᲦ 

そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ƲǕǋƠƯいƳい 

 

 

 

 

௙事࡜家事࡟関ࡿࡍ聞ࡣࡾྲྀࡁ以ୖ࡛ࠋࡍ 
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ᲫᲨ遠視力Ტ5mᲣ 両眼裸眼 C文字ƷЏǕ目 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

ᲬᲨ遠視力 両眼矯ദᲢ矯ദƕƳい場合ƸഏǁᡶǉᲣ 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

ᲭᲨ近視力Ტ30cmᲣ 両眼裸眼 E文字ƷЏǕ目 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɦ ߼ 右 ɥ ɥ ߼ ɦ 右  ߼ ɦ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

ᲮᲨ近視力 両眼矯ദᲢ矯ദƕƳい場合ƸƜǕư視力検査Ƹ終了Უ 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɦ ߼ 右 ɥ ɥ ߼ ɦ 右  ߼ ɦ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

［18-1］ 

 視力Ǜ含Ǌƨ見え具合ǛƝ自身ư評価ƠƯいƨƩƘƱƢǔƱŴ 

ഏƷƲǕƴᛆ当ƠǇƢƔŵ 

Ტ眼鏡やǳンǿǯȈǛƓ持ƪƷ方Ƹ装用Ơƨ状態ưƷ評価ǛƓ願いƠǇƢᲣ

Ƹ
い 

い
い
え 

Ძ 近眼用ǊƕƶやǳンǿǯȈȬンǺǛ使用ƠƯいǔȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ 

Წ 遠近両用Ǌƕƶや老眼鏡Ǜ使用ƠƯいǔȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ 

［18-2］ 

 視力Ǜ含Ǌƨ見え具合ǛƝ自身ư評価ƠƯいƨƩƘƱƢǔƱŴ 

ഏƷƲǕƴᛆ当ƠǇƢƔŵ 

Ტ眼鏡やǳンǿǯȈǛƓ持ƪƷ方Ƹ装用Ơƨ状態ưƷ評価ǛƓ願いƠǇƢᲣ

Ʊ
Ư
ǋ
悪
い 
悪
い 
普
通 

 
良
い 

Ʊ
Ư
ǋ
良
い 

Ძ 手元やݱƞƳ文字Ǜᛠǉ時Ʒ見え具合ȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 

Წ 遠ƘƷ人や物Ǜ見ǔ時Ʒ見え具合ȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 

以ୗ࡛ࠊࡣ視力検査ࢆ行いࠋࡍࡲ 
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調査員注䠖認知機能䛾測定䛿任意䛾タイミング䛷行っ䛶い䛯䛰く䚸ま䛯転倒䛻関し䛶聞き取䜚を行う䚹 

 

 

 

 

 

 

⓪ ⓪ 

ձ ձ 

ղ ղ 

ճ ճ 

մ մ 

յ յ 

ն ն 

շ շ 

ո ո 

չ չ 

 

 

［18−1］ 

 あࡢࡓ࡞普段ࡢ行動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

࡜
࡚
ࡶ
困
㞴 

ࡸ
ࡸ
困
㞴 

普
通 

ࡸ
ࡸ
簡
単 

࡜
࡚
ࡶ
簡
単 

㸯 誰࡜࠿会話ࡽࡀ࡞ࡋࢆ歩࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸰 
࢝ࣞンࢫࡸ࣮ࢲケࢪュ࣮ࣝ帳ࢆ確ㄆࡽࡀ࡞ࡋ 

            会話࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ  ࣭
ձ ղ ճ մ յ 

㸱 相手ࡢ話ࢆ聞ࡽࡀ࡞ࡁ返答ࢆ考え࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

 

［18−㸰］ 

  あࡢࡇࠊࡣࡓ࡞㸯年間㸦㸶月 1᪥～今年㸵月ᮎ᪥࡛ࡲ㸧࡟ 

 転ࡀ࡜ࡇࡔࢇあࠋ࠿ࡍࡲࡾ㸧 

 

ձ 転ࡀ࡜ࡇࡔࢇあࡿ 

ղ 転࡞ࡀ࡜ࡇࡔࢇい 

 

［1㸶−㸱］ 

 ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡧ何回転࡟㸯年間ࡢࡇ  

 調査員注䠖無数䠄数え切䜜䛺い䠅䛿䛄䠕䠕䛅䛸す䜛䚹 

 

 

 

        回位 

以ୗ࡛ࠊࡣ運動機能࡜ㄆ知機能ࡢ測ᐃࢆ行いࠋࡍࡲ 
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調査員ᚯ：引Ɩ続ƖŴ運動機能Ǜ測定ƠǇƢŵ測定᪯序ƴƸƜƩわǒƣŴ௩軟ƴݣ応Ƣǔ 

 

 

 

ȐȩンǹᲢܤ全Ǜ確保ƢǔᲣ最大 10ᅺǇư時間測定 

ᲫᲧᲫᲨǻȟǿンȇȠᲢ足Ǜ半Ў᣻ƶǔᲣ 

 

 

ᲫᲨǻȟǿンȇȠ ᲬᲨǿンȇȠ ᲭᲨ横並び 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

 ᅺ    ᅺ    ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ 

ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ 

ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ 

մ մ մ մ մ մ մ մ մ մ մ մ 

յ յ յ յ յ յ յ յ յ յ յ յ 

ն ն ն ն ն ն ն ն ն ն ն ն 

շ շ շ շ շ շ շ շ շ շ շ շ 

ո ո ո ո ո ո ո ո ո ո ո ո 

չ չ չ չ չ չ չ չ չ չ չ չ 

 

ᲫᲧᲬᲨ閉眼༾足立ƪ 

Ტ最大 12ᅺǇưᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

実施ɧ可能Ტ理由：         Უ 

拒否Ტ理由：            Უ 

ᲫᲨ閉眼༾足立ƪ 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

 ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

ձ ձ ձ ձ 

ղ ղ ղ ղ 

ճ ճ ճ ճ 

մ մ մ մ 

յ յ յ յ 

ն ն ն ն 

շ շ շ շ 

ո ո ո ո 

չ չ չ չ 

 10秒以ୖできࡓら、2. タンデム㸦足を前後に並࡭る㸧࡬ 

 10秒以ୗࡔっࡓら、3. 横並び㸦足を左右に開く㸧࡬ 
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ᲬᲣ歩行ᲬᲨᲮᲮmᲢ床ƴȆȸȗǛᝳǔᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᲭᲣ椅子ƔǒƷ立ƪɥƕǓᲢ腕Ǜ体Ʒ前ư組ǈŴ補助Ǜ使わƳいᲣ 

ᲭᲧᲫ Ძ回立ƪɥƕǓ 

 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

 

 

ᲭᲧᲬ Ჯ回立ƪɥƕǓᲢᲯ回立ƪɥƕǔƷƴƔƔƬƨ時間Ǜ測定Უ 

調査員ᚯ：Ჯ回ưƖƯǋưƖƳƘƯǋŴそƜǇưƷ時間Ǜ測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ძ回目 Წ回目 

 ᅺ    ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ 

ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ 

Į Į Į Į Į Į Į Į 

į į į į į į į į 

İ İ İ İ İ İ İ İ 

ı ı ı ı ı ı ı ı 

Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ 

ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ 

Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

  

Ĭ 自立 

ĭ 補助具使用 

Ĭ 杖 

ĭ 歩行器 

Į そƷ˂ 

 ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

ձ ձ ձ ձ 

ղ ղ ղ ղ 

ճ ճ ճ ճ 

մ մ մ մ 

յ յ յ յ 

ն ն ն ն 

շ շ շ շ 

ո ո ո ո 

չ չ չ չ 

⓪ Ĭ ĭ Į į İ 回 

ưƖƨ場合ŴᲭ−Წǁ 

ưƖƳƔƬƨ場合ŴƜƜư終了ƠŴᲮᲣǁ 
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ᲮᲣࡈ位ǹȆȃȔンǰȆǹȈ 

ᲮᲧᲫ 20ᅺ間ư足Ǜ開閉ưƖǔ回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᲮᲧᲬ 

100Ɣǒ᪯ƴŴ100Ŵ99Ŵ98Ŵ97ȷȷȷƱƞƔƷǅƬƯŴ  

数Ǜ数えƳƕǒŴ20ᅺ間ư足Ǜ開閉ưƖǔ回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

回             

⓪ ⓪ 

Ĭ Ĭ 

ĭ ĭ 

Į Į 

į į 

İ İ 

ı ı 

Ĳ Ĳ 

ĳ ĳ 

Ĵ Ĵ 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

ǹȆȃȔンǰ数 ǫǦンȈƷ最後Ʒ数 

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ 

ĭ ĭ ĭ ĭ 

Į Į Į Į 

į į į į 

İ İ İ İ 

ı ı ı ı 

Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ 

ĳ ĳ ĳ ĳ 

Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ 

運動機能ࡢ測ᐃࡣ以ୖ࡛ࠋࡍ 
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࠙質問㸶ࠚあࡢࡓ࡞口ࡢ状態ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 㸦㸯㸧食事中ࠊ口ࡢ中ࡀ乾い࡚食べࡃ࡟いࡀ࡜ࡇあࠋ࠿ࡍࡲࡾ 

ձ ࡣい 

ղ いいえ 

 

㸦㸰㸧夜間ࡸ起床時ࡀ࡝ࡢ࡟乾い࡚いࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ 乾い࡚いࡿ 

ղ 乾い࡚い࡞い 

 

㸦㸱㸧食物ࢆ咬ࡘ࡟࡜ࡇࡴい࡚満足࡚ࢀࡉいࠋ࠿ࡍࡲ 

 㸦義歯ࢆ使࡚ࡗいࡿ方ࠊࡣ義歯ࢆ入ࡓࢀ状態࠾࡚ࡋ࡜答えୗࡉい㸧 

ձ 満足 

ղ ࡞ࡶ࡛ࡽࡕ࡝い 

ճ 不満 

 

㸦㸲㸧食べ物ࡸ飲ࡳ物ࢆ飲ࡳ込࡟࡝ࡢࠊࡁ࡜ࡴ詰ࠊࡾࡓࡅ࠿ࡾࡲ 

 ࠋ࠿ࡍࡲࡾあࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡏࡴ

ձ ࡣい 

ղ いいえ 

 

㸦㸳㸧味覚㸦食べ物ࡢ味ࡢ感ࡌ方㸧ࡘ࡟い࡚満足࡚ࢀࡉいࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ 満足 

ղ ࡞ࡶ࡛ࡽࡕ࡝い 

ճ 不満 

 

㸦㸴㸧㸯日࡟何回歯ࠋ࠿ࡍࡲࡁࡀࡳࢆ 

ձ ࡞࠿ࡀࡳい日ࡶあࡿ 

ղ 㸯日㸯回 

ճ 㸯日㸰回 

մ 㸯日㸱回以ୖ 

 

 

以ୗ࡛ࠊࡣ歯学調査࡟関ࡿࡍ質問ࢆ行いࠋࡍࡲ 

調査員記入欄 



歯学調査㸦修正後㸧 

 11 

㸦㸵㸧ࡢࡅࡘࡾ࠿࠿歯科医院ࡣあࠋ࠿ࡍࡲࡾ 

ձ ࡣい 

ղ いいえ 

 

㸦㸶㸧歯科ࡢ定期検診ࠋ࠿ࡍࡲࢀࡽ࠾࡚ࡅཷࢆ 

ձ 1〜3ヶ月࡟一度 

ղ 半年࡟一度 

ճ 㸯年࡟一度 

մ 数年࡟一度 

յ ཷ࡚ࡅい࡞い 

 

 㸦㸷㸧歯ࡘ࡟い࡚気ࡀ࡜ࡇࡿ࡞࡟あࠋ࠿ࡍࡲࡾ 

 㸦義歯࡛ࡃ࡞ࡣ自分ࡢ残࡚ࡗいࡿ歯ࡘ࡟い࡚࠾答えࡉࡔࡃい㸧 

  あ࡟ࡓ࡞あ࡚ࡍࡿࡲࡣべ࡚
．．．

 ࠋい㸦複数回答可㸧ࡉࡔࡃ࡚ࡋぶࡘࡾ塗ࡃ黒ࢆ番号ࡢ

 ձ 特࡞࡟い               ղ 痛いࡀ࡜ࡇࡿࡳࡋࠊあࡿ 

 ճ 痛࡞ࡣࡃいࡀ虫歯ࡀࢁࡇ࡜ࡓࡅ࠿ࡸあࡿ մ 歯ࡀグࣛグࣛ動ࡃ 

 յ 見ࡓ目ࡀᝏい㸦色ࡸ歯並び࡝࡞㸧    ն そࡢ他㸦             㸧 

 

 㸦10㸧歯ࡸࡁࡄ口ࡢ粘膜ࡘ࡟い࡚気ࡀ࡜ࡇࡿ࡞࡟あࠋ࠿ࡍࡲࡾ 

 㸦義歯࡛ࡃ࡞ࡣ自分ࡢ残࡚ࡗいࡿ歯ࡘ࡟い࡚࠾答えࡉࡔࡃい㸧 

  あ࡟ࡓ࡞あ࡚ࡍࡿࡲࡣべ࡚
．．．

 ࠋい㸦複数回答可㸧ࡉࡔࡃ࡚ࡋぶࡘࡾ塗ࡃ黒ࢆ番号ࡢ

 ձ 特࡞࡟い       ղ 歯ࡀࡁࡄ痛い 

 ճ 歯࡚ࢀࡣࡀࡁࡄいࡿ  մ 歯࡚ࡏࡸࡀࡁࡄいࡿ  յ 歯ࡽ࠿ࡁࡄ血ࡸうࡀࡳ出ࡿ 

 ն 口内炎ࡿࡁ࡛ࡃࡼࡀ  շ そࡢ他㸦                     㸧 

 

࠙質問㸷ࠚ義歯ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 㸦㸯㸧あࡾྲྀࡣࡓ࡞外ࡋ式ࡢ義歯࠾ࢆ使い࡛ࠋ࠿ࡍ 

ձ ࡣい 

ղ いいえ 
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※義歯ࢆ使用࡚ࡋいࡿ方࠾࡟尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 㸦㸰㸧ୖ㸦あࡈ㸧ࡢ義歯࡟不満足࡞点ࡣあࠋ࠿ࡍࡲࡾ 

 あ࡟ࡓ࡞あ࡚ࡍࡿࡲࡣべ࡚
．．．

 ࠋい㸦複数回答可㸧ࡉࡔࡃ࡚ࡋぶࡘࡾ塗ࡃ黒ࢆ番号ࡢ

 ձ 不満ࠊࡃ࡞ࡣ満足࡚ࡋいࡿ 

 ղ 食事中ࡍࡸࢀࡎࡣい  ճ うࡃࡲ咬࡞ࡵい   մ 発音ࡃ࡟ࡋい 

 յ 食事中痛い      ն 見ࡓ目ࡀᝏい    շ そࡢ他㸦          㸧 

 㸦㸱㸧ୗ㸦あࡈ㸧ࡢ義歯࡟不満足࡞点ࡣあ࠿ࡍࡲࡾ㸦複数回答可㸧ࠋ 

 ձ 不満ࠊࡃ࡞ࡣ満足࡚ࡋいࡿ 

 ղ 食事中ࡍࡸࢀࡎࡣい  ճ うࡃࡲ咬࡞ࡵい   մ 発音ࡃ࡟ࡋい 

 յ 食事中痛い      ն 見ࡓ目ࡀᝏい    շ そࡢ他㸦          㸧 

 

࠙質問  ࠋࡍࡲࡋࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟具合ࡳ咬ࠊࡢ時ࡿ食べࢆ食品ࡢ以ୗࠊ࡟次ࠚ10

 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࢆ 

黒ࡃ塗ࡘࡾぶ࡚ࡋୗࡉいࠋ 

食
べ
ࡓ
ࡇ
࡜
ࡀ
࡞
い 

嫌
い
ࡔ
࠿
 ࡽ

食
べ
࡞
い 

食
べ
ࡽ
ࢀ
࡞
い 

困
難
ࡔ
 ࡀ

食
べ
ࡽ
ࢀ
 ࡿ

小
ࡉ
ࡃ
ࡍ
ࢀ
 ࡤ

食
べ
ࡽ
ࢀ
 ࡿ

普
通
࡟
食
べ
ࡽ
ࢀ
 ࡿ

㸯 ࣭࣭ࢇࡣࡈ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸰 食パン㸦焼㸧࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸱 キャ࣋ࢶ㸦生㸧࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸲 ࣭࣭ࡈࢇࡾ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸳 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡃࡷ࡟ࢇࡇ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸴 ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡇࡰࡲ࠿  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸵 牛肉㸦焼㸧࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸶 ピ࣮ナ࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࢶࢵ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸷 堅焼ࢇࡏࡁべい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

10 グミゼ࣮࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࣜ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 
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࠙質問  ࠋいࡉ答えୗ࠾࠿ࡓࡋ頻度࡛経験ࡢいࡽࡃࡢ࡝ࢆ࡜ࡇࡢ以ୗࠊ࡟過去㸯年間ࠚ11

 

㸦㸯㸧 歯ࡸ義歯ࡢ調子ࡀᝏいࠊࡵࡓ食べ物ࡢ種類ࡸ量ࢆ制限ࢀࡉ㸦十分ࡓࡗ࠿࡞ࢀ࡜㸧 

 ࠋ࠿ࡓࡋࡲ 

 ձ いࡶࡘ制限࡚ࢀࡉいࡓ      ղ 非常ࡤࡋࡤࡋ࡟制限ࡓࢀࡉ 

 ճ ࡤࡋࡤࡋ制限ࡓࢀࡉ       մ 時々制限ࡓࢀࡉ 

 յ ࡝ࢇ࡜࡯制限ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉ    ն 全ࡃ制限ࡓࡗ࠿࡞ࢀࡉ 

 

 

㸦㸰㸧 食物㸦例えࡤ硬い肉࡝࡞ࡈࢇࡾࡸ㸧ࢆ噛ࡾࡔࢇ咀嚼࡟ࡢࡿࡍࡾࡓࡋ困難ࢆ 

 感ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡌ 

 ձ いࡶࡘ感࡚ࡌいࡓ        ղ 非常ࡤࡋࡤࡋ࡟感ࡓࡌ 

 ճ ࡤࡋࡤࡋ感ࡓࡌ         մ 時々感ࡓࡌ 

 յ ࡝ࢇ࡜࡯感ࡓࡗ࠿࡞ࡌ      ն 全ࡃ感ࡓࡗ࠿࡞ࡌ 

 

 

㸦㸱㸧不快感ࡃ࡞嚥ୗ㸦物ࢆ飲ࡳ込࡜ࡇࡴ㸧ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ 

 ձ い࡚ࡁ࡛ࡶࡘいࡓ        ղ ࡝ࢇ࡜࡯いࡓࡁ࡛ࡶࡘ 

 ճ 時々࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡁ        մ ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡤࡋࡤࡋ 

 յ ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛࡝ࢇ࡜࡯      ն いࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡶࡘ 

 

 

㸦㸲㸧歯ࡸ義歯ࡢ調子ࡀᝏいࠊࡵࡓ思い࡟ࡾ࠾࡝発音࡛࡞ࡁいࡀ࡜ࡇあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

 ձ いࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡶࡘ       ղ 非常ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡤࡋࡤࡋ࡟ 

 ճ ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡤࡋࡤࡋ      մ 時々࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡁ 

 յ ࡓࡁ࡛࡝ࢇ࡜࡯         ն いࡓࡁ࡛ࡶࡘ 



歯学調査㸦修正後㸧 

 14 

続ࠋࡍ࡛ࡁ過去㸯年間ࠊ࡟以ୗࡽࡃࡢ࡝ࢆ࡜ࡇࡢいࡢ頻度࡛経験ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡋ 

㸦㸳㸧不快感ࡶ࡛ࡢࡶ࡞ࢇ࡝ࡃ࡞食べࠋ࠿ࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ 

 ձ い࡚ࡁ࡛ࡶࡘいࡓ        ղ ࡝ࢇ࡜࡯いࡓࡁ࡛ࡶࡘ 

 ճ 時々࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡁ        մ ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡤࡋࡤࡋ 

 յ ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛࡝ࢇ࡜࡯      ն いࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡶࡘ 

 

 

㸦㸴㸧歯ࡸ義歯ࡢ調子ࡀᝏいࠊࡵࡓ他人࡜会うࢆࡢ避ࡀ࡜ࡇࡓࡅあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

 ձ いࡶࡘ避࡚ࡅいࡓ        ղ 非常ࡤࡋࡤࡋ࡟避࡚ࡅいࡓ 

 ճ ࡤࡋࡤࡋ避࡚ࡅいࡓ       մ 時々避࡚ࡅいࡓ 

 յ ࡝ࢇ࡜࡯避ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡿࡅ  ն 全ࡃ避ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡿࡅ 

 

 

㸦㸵㸧歯ࡸ歯ࠊࡁࡄ義歯ࡢ外見㸦見ࡓ目㸧࡟満足࡚ࡋいࠋ࠿ࡓࡋࡲ 

 ձ いࡶࡘ満足࡚ࡋいࡓ       ղ ࡝ࢇ࡜࡯いࡶࡘ満足࡚ࡋいࡓ 

 ճ 時々満足࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡁ      մ ࡤࡋࡤࡋ満足࡚ࡋいࡓࡗ࠿࡞ 

 յ ࡝ࢇ࡜࡯満足࡚ࡋいࡓࡗ࠿࡞   ն 全ࡃ満足࡚ࡋいࡓࡗ࠿࡞ 

 

 

㸦㸶㸧口ࡸ歯ࡢ痛ࡸࡳ不快感ࢆ和ࠊࡵࡓࡿࡆࡽ薬ࢆ使ࡀ࡜ࡇࡓࡗあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

ձ  いࡶࡘ使࡚ࡗいࡓ        ղ ࡝ࢇ࡜࡯いࡶࡘ使࡚ࡗいࡓ 

 ճ ࡤࡋࡤࡋ使࡚ࡗいࡓ       մ 時々使࡚ࡗいࡓ 

 յ ࡝ࢇ࡜࡯使わࡓࡗ࠿࡞      ն 全ࡃ使わࡓࡗ࠿࡞ 
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続ࠋࡍ࡛ࡁ過去㸯年間ࠊ࡟以ୗࡽࡃࡢ࡝ࢆ࡜ࡇࡢいࡢ頻度࡛経験ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡋ 

㸦㸷㸧歯ࡸ歯ࠊࡁࡄ義歯ࡢ不調ࡘ࡟い࡚気ࡓࡗ࡞࡟㸦ᝎࡔࢇ㸧ࡣ࡜ࡇあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

ձ  いࡶࡘ気࡚ࡗ࡞࡟いࡓ      ղ 非常ࡤࡋࡤࡋ࡟気࡚ࡗ࡞࡟いࡓ 

 ճ ࡤࡋࡤࡋ気࡚ࡗ࡞࡟いࡓ     մ 時々気ࡓࡗ࡞࡟ 

 յ ࡝ࢇ࡜࡯気ࡓࡗ࠿࡞ࡽ࡞࡟    ն 全ࡃ気ࡓࡗ࠿࡞ࡽ࡞࡟ 

 

 

㸦10㸧 歯ࡸ歯ࠊࡁࡄ義歯ࡢ不調ࡘ࡟い࡚神経質ࡓࡗ࡞࡟㸦イࣛイࣛࡓࡋ㸧ࡀ࡜ࡇあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

ձ い࡚ࡗ࡞ࡶࡘいࡓ        ղ 非常࡟頻繁࡟あࡓࡗ 

ճ 頻繁࡟あࡓࡗ          մ 時々あࡓࡗ 

 յ ࡓࡗ࠿࡞࡝ࢇ࡜࡯        ն 全ࡓࡗ࠿࡞ࡃ 

 

 

㸦11㸧歯ࡸ義歯ࡢ不調ࠊࡵࡓࡢ他人࡜会食࡟ࡢࡿࡍ気࡞ࡲࡍࡍࡀいࡀ࡜ࡇあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

 ձ いࡶࡘあࡓࡗ          ղ 非常࡟頻繁࡟あࡓࡗ 

 ճ 頻繁࡟あࡓࡗ          մ 時々あࡓࡗ 

 յ ࡓࡗ࠿࡞࡝ࢇ࡜࡯        ն 全ࡓࡗ࠿࡞ࡃ 

 

 

㸦12㸧熱い物ࠊ冷ࡓい物ࠊ甘い物࡛歯ࡸ歯ࡣ࡜ࡇࡓࡳࡋࡀࡁࡄあࠋ࠿ࡓࡋࡲࡾ 

 ձ いࡶࡘあࡓࡗ          ղ 非常࡟頻繁࡟あࡓࡗ 

 ճ 頻繁࡟あࡓࡗ          մ 時々あࡓࡗ 

 յ ࡓࡗ࠿࡞࡝ࢇ࡜࡯        ն 全ࡓࡗ࠿࡞ࡃ 

 

 

歯学調査࡟関ࡿࡍ質問ࡣ以ୖ࡛ࠋࡍ次࣮࣌ࡢジ࠾࡟進ࡉࡔࡃࡳいࠋ 
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࠙質問  ࠋしますࡡ尋࠾腹囲をࠊ体重ࠊ身長ࡢた࡞あࠚ13

身 長㸦cm㸧 体 重㸦kg㸧 腹 囲㸦cm㸧 

 㸦         㸧cm  㸦         㸧kg  㸦         㸧cm 

 

࠙質問  ࠋしますࡡ尋࠾いてࡘ࡟ご病気ࡢた࡞あࠊ࡟次ࠚ14

 

 

 

 

 

 

 現在ࠊ以下ࡢ病気ࡗ࠿࠿࡟ていますࠋ࠿ 
は
い 

い
い
え 

発症日 治療期間 

㸯 高血圧 ձ ղ 年   月   日 年 

㸰 糖尿病 ձ ղ 年   月   日 年 

㸱 高脂血症 ձ ղ 年   月   日 年 

㸲 高尿酸血症 ձ ղ 年   月   日 年 

㸳 腎臓病 ձ ղ 年   月   日 年 

 そࡢ他にあࠊࡤࢀ以下にࡈ記入くࡉࡔいࠋ   発症日 治療期間 

㸯                年   月   日 年 

㸰                年   月   日 年 

㸱                年   月   日 年 

 

以下࡛ࠊࡣ医学調査に関すࡿ質問を行いますࠋ 

調査員記入欄 
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࠙質問  ࠋしますࡡ尋࠾い࡚ࡘ病気にࡈࡢ家族ࡈࠚ15

 

 

 過去にࠊ以下ࡢ病気にࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠿࠿あࡾますࠋ࠿ 
は
い 

い
い
え 

発症日 

㸯 心臓病 ࠝ詳細：             ࠞ ձ ղ 年   月   日 

㸰 脳卒中 ࠝ詳細：             ࠞ ձ ղ 年   月   日 

㸱 
悪性腫瘍 

 
ࠝ詳細：             ࠞ ձ ղ 年   月   日 

㸲 骨折 ࠝ部位：             ࠞ ձ ղ 年   月   日 

㸳 手術 ࠝ部位：             ࠞ ձ ղ 年   月   日 

 そࡢ他࡟あࠊࡤࢀ以下ࡈ࡟記入くࡉࡔいࠋ   発症日 

㸯  ࠝ詳細：             ࠞ   年   月   日 

㸰  ࠝ詳細：             ࠞ   年   月   日 

㸱             ࠝ詳細：             ࠞ   年   月   日 

 あࡈࡢࡓ࡞家族ࠊࡣ過去࡟次ࡢ病気ࡇࡓࡗ࠿࠿࡟とࡀあࡾますࠋ࠿ 

 ※兄弟ࠊ子供ࡀ複数いてࠊࡶ全員ひとまとࡵとして考えてくࡉࡔいࠋ 

 あてࡣまࡿすべて
．．．

 ࠋい㸦複数回答可㸧ࡉࡔぶしてくࡘࡾ番号を塗ࡢ
 

高
血
圧 

糖
尿
病 

心
臓
病 

䥹が
ん
䥺 

悪
性
腫
瘍 

そ
の
他  

父 ձ ղ ճ մ յ 㸦                     㸧 

母 ձ ղ ճ մ յ 㸦                     㸧 

兄弟 ձ ղ ճ մ յ 㸦                     㸧 

子供 ձ ղ ճ մ յ 㸦                     㸧 
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࠙質問  ࠋすࡲしࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟喫煙習慣ࡢࡓ࡞あࠚ】1

  現在ࠊ習慣的࡟タバコࢆ 

  吸࡚ࡗいࡗࡽしࡷいࡲすࠋ࠿ 

ձ 吸࡚ࡗい࡞いࡈࠊࡣࡓࡲࠋく࡟ࡲࡓし࠿吸わ࡞いࠋ 

ղ 吸࡚ࡗいࠋࡿ⇒ 

 

 以前ࠊࡣ日常的࡟吸࡚ࡗいࡗࡽしࡷいࡲしࠋ࠿ࡓ 

  ձ ࡣい  ⇒ 

 ղ いいえ 

 

࠙質問  ࠋすࡲしࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟飲酒習慣ࡢࡓ࡞あࠚ【1

 

 以前ࠊࡣ習慣的࠾࡟酒ࢆ飲ࡀ࡜ࡇࡴあࡲࡾしࠋ࠿ࡓ 

  ձ ࡣい  ⇒ 

 ղ いいえ 

 

 現在ࠊ習慣的࠾࡟酒ࢆ飲࡛ࢇいࡗࡽしࡷいࡲす࠿㸦果実酒ࡸ薬用酒ࡣ除く㸧ࠋ 

ձ  飲࡛ࢇい࡞い࡟ࡲࡓࠊࡣࡓࡲࠋし࠿飲࡞ࡲいࠋ 

    㸦飲酒日ࡀᖹ均週１日未満㸧 

ղ  飲酒ࡢ習慣ࡣあࠊࡀࡿ大量ࡣ࡟飲࡞ࡲいࠋ 

    㸦飲酒日ࡀᖹ均週１日以ୖ３日未満ࡶࠋしく１ࠊࡣ日ࡢᖹ均量ࡀ日本酒࡛３合ࠊ        

    ビ࣮ル中瓶࡛３本ࠊウィスキ࣮࡛ 180ml 未満㸧 

  ճ 習慣的࡟大量࠾࡟酒ࢆ飲࡛ࢇいࠋࡿ 

    㸦週３日以ୖ飲酒し１ࡘ࠿ࠊ日ࡢᖹ均量ࡀ日本酒３合ࠊビ࣮ル中瓶３本以ୖࠊ 

    ウィスキ࣮࡛ 180ml 以ୖ㸧 

㸦     㸧本／一日 

㸦     㸧歳࡛ࡲ  㸦     㸧本／一日 

㸦     㸧歳࡛ࡲ 
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࠙質問  ࠊࢆ薬ࡓ内服し࡟過去ࡸ薬ࡿ内服し࡚いࠊ現在ࠊ࡟最後ࠚ18

     わࡿ࠿範囲࡛࠾書ࡁくࡉࡔいࠋ 

書ࡁ足࡞ࡾい場合ࠊ以ୗࡢ余白࠾ࢆ使いୗࡉいࠋ 

 

 

 

 

 

 

薬剤名  
１回量 

㸦例；5mg㸧 
 飲ࡳ方  開始日࣭内服期間 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 

    1 回  錠×1 日  回     ᖺ  月  日(   ᖺ) 



 

A票 

 健康長ᑑ研究ࠖ当᪥アンケ࣮トࠕ

 

 

 

 

 

 

 

 備考欄 ࢡッ࢙ࢳ   

事前 

 事前アンケ࣮ト □  

 唾液 □  

 

心理 

当᪥アンケ࣮ト 質問 3࣭4࣭6 □  

          残ࡾ □  

 ௙事࣭家事  □  

 視力  □  

  

ㄆ知機能 

運動機能 

 ㄆ知機能㸦ADAS㸧 □  

 運動機能 □  

 ㄆ知機能㸦MOCA㸧 □  

 握力 □  

    

་学   □  

    

歯学   □  

調査員記入欄 
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࠙質問㸯ࠚあࡢࡓ࡞健康状態ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

  現在ࡢあࡢࡓ࡞健康状態ࡘ࡟い࡚ࠊ 

最ࡶ当࡚ࢆࡢࡶࡿࡲࡣ㸯ࡘ選ࢆ○࡛ࢇ 

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾ塗ࡃ黒࡟うࡼࡢ●

ձ 健康࡛࡞ࡣい 

ղ あࡾࡲ健康࡛࡞い 

ճ ࡲあ健康࡞方ࡔ 

մ ࡶ࡚࡜健康ࡔ 

 

࠙質問㸰ࠚ最近ࡢあࡢࡓ࡞状況ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

［㸰−㸯］ 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあࡢࡓ࡞状況࡟当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 

ࡣ
い 

い
い
え 

㸯 自ศࡢ生活࡟満足࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

㸰 ㏥屈࡜感ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡌあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ ձ ղ 

㸱 自ศࡀ無力࡜感ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡌあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ ձ ղ 

㸲 外࡟出࡚新ࡋい物事ࡾࡼࡿࡍࢆ自ศࡢ家࡟い࡯ࡿうࡀ好࣭࣭࣭࣭࠿ࡍ࡛ࡁ ձ ղ 

㸳 自ศࡢ現在ࡢ状態ࡃࡓࡗࡲࡣ価値࡞ࡀい࡜ࡢࡶ感࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡌ ձ ղ 

［㸰−㸰］ 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ最近㸰㐌間ࡢあࡢࡓ࡞状態࡟ 

最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࢆ黒ࡃ塗࡚ࡋࡪࡘࡾୗࡉいࠋ 

ࡲ
っ
ࡓ
ࡃ
࡞
い 

࡯
ࢇ
ࡢ
ࡓ
ࡲ
 ࡟

半
ศ
以
ୗ
ࡢ
期
間
 ࢆ

半
ศ
以
ୖ
ࡢ
期
間
 ࢆ

࡯
࡜
ࢇ
࡝
い
ࡘ
 ࡶ

い
ࡘ
 ࡶ

㸯 明ࠊࡃࡿ楽ࡋい気ศ࡛過࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸰 落ࡕ着いࠊࣜࡓ ࣛッࡓࡋࢫࢡ気ศ࡛過࣭࣭ࡓࡋࡈ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸱 意欲的࡛ࠊ活動的࡟過࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸲 ࡜ࡾࡍࡗࡄ休ࠊࡵ気持࣭࣭ࡓࡵࡊࡵࡃࡼࡕ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 

㸳 ᪥常生活ࡢ中ࠊ࡟興味ࡢあࢇࡉࡃࡓࡀ࡜ࡇࡿあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡗ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն 
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࠙質問㸱ࠚあࡀࡓ࡞目標ࡸ目的㸦*㸧ࡼࡢ࡝ࢆう࡟決࡚ࡵいࠊ࠿ࡢࡿ 

 目標ࡸ目的ࢆ㐩成ࡼࡢ࡝࡟ࡵࡓࡿࡍう࡞方法ࡘ࡟ࠊ࠿ࡢࡿ࡜ࢆい࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

  以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊࡳA࡜ Bࢆ比ࡉࡔࡃ࡚࡭いࠋ 

 あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࠊࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

* 目標ࡸ目的ࢆࡾࡃࡑ࡬ࠕࠊࡣ貯ࡿࡵ  ࠊࡽ࠿目標࡞ࡉ小ࡓࡗい࡜行うࠖࢆ趣味活動ࠕࠊࠖ

ࡿࡍࡁ健康࡛長生ࠕ     ࠋࡍࡲࡾあ࡛ࡲ目標࡞ࡁ大ࡓࡗい࡜ࠖࡿࡍ商売࡛成ຌࡸ௙事ࠕࠊࠖ

 

㸯 私ࡣ持࡚࢚ࡿネࣝࢆ࣮ࢠ 

 A ○ ࡟࡜ࡇࡢࢇࡉࡃࡓ振ࡾศࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡟࡜ࡇࡢࡘ࡜ࡦ集中࡚ࡋ注ࠋࡄ 

㸰 以前࡜同ࡼࡌう࡟物事ࡀうࡃࡲい࡞࠿い時ࡣ࡟ 

 A ○ 㸯࠿ࡘ㸰ࡢࡘ大ษ࡞目標ࡸ目的ࠊࢆ選ࡼࡪうࠋࡿࡍ࡟ 

 B ○ ࡢ࡚࡭ࡍࠊࡶ࡛ࢀࡑ目標ࡸ目的࡟向࠿いࡾࡤࢇࡀࠊ続ࠋࡿࡅ 

㸱 計画ࡀうࡃࡲい࡞࠿い時ࡣ 

 A ○ 様々࡞工夫࡚ࡋࢆ成ຌ࡛ࡲࡿࡍດ力ࢆ続ࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡣ࡟࡞ࢇࡑ௚ࡾࡸࡢ方ࢆ試࡞ࡉいࠋ 

㸲 物事ࡼࡢ࡚ࡘ࠿ࠊࡀう࡟うࡃࡲい࡞࠿い時 

 A ○ ࡅཷࢆࢀࡑ入ࠋࡿࢀ 

 B ○ 前࡜同ࡼࡿ࡞࡟ࡌうࠊ࡟色々試ࠋࡿࡳ࡚ࡋ 

㸳 何ࡿࡍࢆ࠿時ࡣ 

 A ○ 目標ࡸ目的ࢆいࡶࡘࡃ設ᐃࠊ࡚ࡋ同時ࡾྲྀ࡟組ࠋࡴ 

 B ○ ࡢࡑ時々࡛ࡶ࡜ࡗࡶࠊ大事࡟࡜ࡇ࡞集中ࠋࡿࡍ 

㸴 何࠿重要ࠊࡀ࡜ࡇ࡞以前ࡢ方法࡛うࡃࡲい࡞࠿い時 

 A ○ 目標ࡸ目的ࡣ࡜関係࡞い௚࢚ࠊ࡟࡜ࡇࡢネࣝࢆ࣮ࢠ振ࡾศࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡟ࢀࡑ代わࡼࡿうࠊ࡞新ࡋい目標ࡸ目的ࢆ探ࠋࡍ 
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A࡜ Bࢆ比ࠊ࡭あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

㸵 何࠿問題ࡀ生ࡓࡌ時 

 A ○ あࡽゆࡿດ力ࠊ࡚ࡋࢆ解決ࡼࡋうࠋࡿࡍ࡜ 

 B ○ ࡃࡽࡤࡋ様子ࠊ࡚ࡳࢆ成ࡾ行ࢆࡁ見Ᏺࠋࡿ 

㸶 以前ࡼࡢう࡟事ࡀうࡃࡲ運ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡤ時 

 A ○ ௚ࡢ人࡟ຓࡸࡅຓ言ࢆ求ࠋࡿࡵ 

 B ○ ௚ࡣ࡟頼ࠊࡎࡽ自ศ࡝࡛ࡅࡔう࠿ࡿࡍ決ࠋࡿࡵ 

㸷 ࡢࡽ࠿ࢀࡇ人生࠾࡟い࡚ࠊ何ࡀ必要࠿考えࡓ時 

 A ○ 目標ࡸ目的ࠊ࡟ࡎࡽࡰࡋࢆ௚ࡢ選択肢ࢆ残ࠋࡃ࠾࡚ࡋ 

 B ○ 㸯࠿ࡘ  ࠋࡿࡍ専念࡟目的ࡸ目標࡞大事ࡶ最ࡢࡘ2

10 以前࡛ࡀ࡜ࡇࡓࡁうࡃࡲい࡞࠿い時 

 A ○ 成ࡾ行ࡁ任ࠋࡿࡍ࡟ࡏ 

 B ○ 何ࠊࡀ自ศ࡚ࡗ࡜࡟ᮏ当࡟大ษࠊ࠿ࡢ࡞考え直ࠋࡍ 

11 自ศ࡚ࡗ࡜࡟重要࡞物事࡟ᑐ࡚ࡋ 

 A ○ 全力࡛ྲྀࡾ組࡞ࡁ࡛࠿࡞࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡴいࠋ 

 B ○ 精一杯ࡢ力࡛ྲྀࡾ組ࠋࡴ 

12 以前࡜同ࡌ結果ࢆ得ࠊࡀࡢࡿ㞴ࡓࡁ࡚ࡗ࡞ࡃࡋ時ࡣ࡟ 

 A ○ 同ࡌ結果ࡼࡿ࡞࡟うࠊ࡟一層ࡾࡤࢇࡀ続ࠋࡿࡅ 

 B ○ ࡶう潮時࡜ࡔ考えࠋࡿ 

 13 目標ࡸ目的ࡣ 

 A ○ 多大࡞ດ力ࢆ要࡛ࡢࡶࡿࡍあࡶ࡚ࡗ選ࠋࡪ 

 B ○ ດ力ࡶ࡚ࡃ࡞ࡋ㐩成࡛ࢆࡢࡶࡿࡁ選ࠋࡪ 

14 物事ࡀうࡃࡲ㐍࡛ࢇい࡞い時 

 A ○ ࡣ࡜ࡇࡢࡑ打ࡕษࠋࡿࡵࡸࠊ࡚ࡋ࡟ࡾ 

 B ○ ࡎࡲ最ࡶ大ษ࡞目標࡟向࠿うࠋ 
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A࡜ Bࢆ比ࠊ࡭あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 ࡣい時࡞࠿いࡃࡲうࡀ物事ࡣ方࡛ࡾࡸࡢ࡚ࡘ࠿ 15

 A ○ 㐩成ࡢࡵࡓࡿࡍ௚ࡾࡸࡢ方ࢆ探ࠋࡍ 

 B ○ ࡢࡑ状態ࡅཷࢆ止ࠋࡿࡵ 

16 自ศࡢ注意ࡣいࡶ࡛ࡘ 

 A ○ 同時࡟いࡢࡶࡘࡃ目標࡟向い࡚いࠋࡿ 

 B ○ 最ࡶ大事࡞目標࡟向い࡚いࠋࡿ 

17 以前࡝࡯う࡞ࡁ࡛ࡃࡲい時 

 A ○ ࡛࡛ࢀࡑࡶ࡚ࡃ࡞ࡁいい࡜考えࠋࡿ 

 B ○ うࡼࡿࡁ࡛ࡃࡲうࠊ࡟௚ࡾࡸࡢ方ࡸ手段ࢆ見ࡅࡘ出ࠋࡍ 

18 何ࡀ大ษ࡛何ࡀ大ษ࡛࡞いࢆ࠿ 

 A ○ あࡾࡲ深ࡃ考え࡟ࡎ行動ࠋࡿࡍ 

 B ○ ࡃࡼ考え࡚ࡽ࠿行動ࠋࡿࡍ 

19 以前ࡼࡢう࡟うࡃࡲいࡓࡗ࠿࡞࠿時 

 A ○ 状況ࡀ良ࢆࡢࡿ࡞ࡃ待ࠋࡘ 

 B ○ いࡢ࠿ࡘࡃ目標ࡸ目的ࢆあࡾࡼࠊࡵࡽࡁ大ษ࡟ࡢࡶ࡞集中ࠋࡿࡍ 
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࠙質問㸲ࠚあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾伺いࠋࡍࡲࡋ 

  次ࡢ文章ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣい自ศ࡟あ࡚࡜ࡿࡲࡣ思いࠋ࠿ࡍࡲ 
ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ

ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ

ࡑ
う
 ࡔ

ࡑ
う
 ࡔ

㸯 周ࡢࡾ人ࡢ支えࡀあࡑࡇࡽ࠿ࡿ私ࡣ生࡚ࡁい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡅ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸰 ࡛ࡾ࡜ࡦいࡶࡢࡿ悪࡞ࡃい࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸱 善悪ࡢ༊ูࡣ࡜ࡇࡿࡍࢆ㞴ࡋい࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸲 神様ࡸ仏様ࡼࡢう࡞人智ࢆ超えࡓᏑ在ࡀあ࡜ࡿ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸳 人࡚ࡗࡸࡀいࡘࠊ࡟࡜ࡇࡿい口ࢆ出࣭࣭ࡿ࡞ࡃࡓࡋ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸴 自ศࡀいࠊࡶ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ᮍ来࡟何ࡀ࠿伝わ࡜ࡿ思う࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸵 人ࡢ気持ࡃࡼࡀࡕわࡼࡿ࠿う࣭࣭ࡓࡗ࡞࡟ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸶 体ࡀ悪ࡶ࡚ࡃ気࡞ࡽ࡞࡟い࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸷 ඛ人㸦過去ࡢ人々㸧࡛ࡆ࠿࠾ࡢ今ࡢ自ศࡀあ࡜ࡔࡢࡿ思う࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

10 あ࡛ࡾ࡜ࡦࠊࢀࡇࢀ考え事ࡀࡢࡿࡍࢆ好࣭࣭ࡔࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

11 
 ࡜ࡕいう気持࡜いいࡶ࡛ࢇう死ࡶ

࣭࣭ࡿい࡚ࡋ同居ࡀࡕいう気持࡜いࡓい࡚ࡁ生ࡋう少ࡶ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

12 生࡚ࡁい࡞ࡳࡣࡢࡶࡿ自ศࡢ仲間࡜ࡔ思え࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

13 ௚ࡢ人ࡋࡲ⩎ࢆ࡜ࡇࡢい思うࡀ࡜ࡇあ࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

14 自ศࡢ人生ࡣ意⩏ࡢあ࡜ࡓࡗࡔࡢࡶࡿ思う࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

15 昔ࡾࡼ思いࡀࡾࡸ深࡜ࡓࡗ࡞ࡃ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

16 今ࡢ自ศ࡚ࡗ࡜࡟過去ࡢ業績㸦昔࡜ࡇࡓࡁ࡚ࡋࠊ㸧ࡣ関係࡞い࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡔ大ษࡣ時間ࡍࡈ過࡟࠿静࡛ࡾ࡜ࡦ 17  ࣭ ձ ղ ճ մ 

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡌ感ࡃ強ࢆࡾࡀ繋ࡢ࡜ඛ祖様ࡈ 18  ࣭ ձ ղ ճ մ 

19 毎᪥ࡀ楽ࡋい࣭࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

20 細࠿いࡀ࡜ࡇ気࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡽ࡞࡟  ࣭ ձ ղ ճ մ 



 6 

࠙質問㸳ࠚあࡢࡓ࡞᪥常ࡢ活動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

 

 

［㸳−㸯］ 

  以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 

ࡣ
い 

い
い
え 

㸯 バࡸࢫ電車ࢆ使࡚ࡗ一人࡛外出࡛࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ 

㸰 ᪥用品ࡢ買い物࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸱 自ศ࡛食事ࡢ用意࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ ձ ղ 

㸲 請求書ࡢ支払い࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ 

㸳 銀行預金࣭郵便貯金ࡢ出ࡋ入ࡀࢀ自ศ࡛࡛࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ  ࣭ ձ ղ 

㸴 年金ࡢ࡝࡞書類ࡀ書࣭࣭࠿ࡍࡲࡅ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸵 新聞ࢆ読࡛ࢇい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

㸶 ᮏࡸ雑ㄅࢆ読࡛ࢇい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

㸷 健康ࡘ࡟い࡚ࡢ記事ࡸ番組࡟関心ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ ձ ղ 

10 友人ࡢ家ࢆ尋࡚ࡡい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

11 家族ࡸ友㐩ࡢ相談࡚ࡗࡢ࡟い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ ձ ղ 

12 病人ࢆ見舞う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ  ࣭ ձ ղ 

13 若い人࡟自ศࡽ࠿話ࡀ࡜ࡇࡿࡅ࠿ࡋあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ ձ ղ 

［㸳−㸰］ 

  あࠊࡣࡓ࡞以ୗࡢ電気製品ࢆ一人࡛使うࠋ࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ 

 当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

 

ࡣ
い 

い
い
え 

㸯 ࢚アコン㸦ࢆ࣮࣮ࣛࢡ含ࡴ㸧ࢆ一人࡛使え࣭࣭࠿ࡍࡲ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸰 ATM㸦郵便局ࡸ銀行࡟࡝࡞あ࠾ࡿ金ࠊࡾࡓࡋࢁ࠾ࢆ 

       預ࡿࡍࡾࡓࡅ機械㸧ࢆ一人࡛使え࣭࣭࠿ࡍࡲ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭

  

ձ ղ 

㸱 携帯電話ࢆ一人࡛使え࣭࣭࠿ࡍࡲ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 

㸲 携帯電話ࡢメ࣮ࣝࢆ一人࡛書い࡚㏦࣭࣭࠿ࡍࡲࢀ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ 
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࠙質問㸴ࠚあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［㸴−㸯］ 

  以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

全
ࡃ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

 

あ
ࡲ
ࡾ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡸ
ࡸ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 外交的ࠋࡔ熱中ࡍࡸࡋい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸰 批ุ的ࠋࡔ負ࡎࡅ嫌いࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸱 頼ࠋࡿ࡞࡟ࡾ自ศࢆ厳ࡃࡋ律ࠋ࣭ࡿࡍ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸲 不Ᏻࡍࡸࡾ࡞࡟いࠋ動揺ࡍࡸࡋい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸳 新ࡋい経㦂ࡅཷࢆ入ࡍࡸࢀいࠋ 

  いࢁいࢁ考えࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓ好ࠋ࣭ࡔࡁ ࣭࣭࣭࣭ 

       

ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸴 控えࠋࡔࡵ無口ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸵 思いࡀࡾࡸあࠋࡿあࡀࡳ࠿ࡓࡓあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸶 ࡚ࡋ࡜ࢇࡕࡁい࡞いࠋいいຍ減ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸷 冷静ࠋࡔ感情ࡀᏳᐃ࡚ࡋいࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

10 社会常識࡟従うࠋ工夫࡞ࡋࢆい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 
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引ࡁ続ࠊࡁあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 ［㸴−㸰］ 

  次ࡢ文章ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣい自ศ࡟当࡚࡜ࡿࡲࡣ思いࠋ࠿ࡍࡲ 

全
ࡃ
ࡑ
う
࡛
࡞
い 

ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡛
ࡶ
࡞
い 

ࡑ
う
 ࡔ

非
常
࡟
ࡑ
う
 ࡔ

㸯 私ࡣ心配性࡛࡞ࡣい࣭ࠋ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸰 大勢ࡢ人࡜一緒࡟いࡀࡢࡿ好ࠋ࣭ࡔࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸱 空想࡚ࡗࡅࡩ࡟時間ࢆ無駄ࡣࡢࡿࡍ࡟好࡞ࡣ࡛ࡁい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸲 私ࠊࡣ誰ࡶ࡛࡟好意ࢆ持࡚ࡗ接ࡼࡋうࠋ࣭ࡿࡍ࡜ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸳 時間࡟ࡾ࠾࡝物事ࡾࡸࢆ終えࡼࡿうࠊ 

    自ศࡢペ࣮ࢫ㸦歩調㸧ࢆᏲࡀࡢࡿ得意ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

       

㸴 ຎ等感ࢆ持ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡘあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸵 特࡞࠿ࡽࡀ࡯࡟人間࡛࡞ࡣい࣭ࠋ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

㸶 学生࡟ᑐࠊࡣ࡚ࡋいࢁい࡞ࢁ意見ࡸ考え方ࡀあࢆ࡜ࡇࡿ 

    教えࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡢࡿ一ࡢࡘ考え方ࢆ教え࡛ࡅࡔࡿ十ศࠋࡔ 

     

ձ ղ ճ մ յ 

㸷 私ࢆ࡜ࡇࡢ自ศ勝手࡛ࠊ自ศ࠿ࡋ࡜ࡇࡢ 

      考え࡚い࡞い人間࡜ࡔ思࡚ࡗいࡿ人ࡀいࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭ 

     

ձ ղ ճ մ յ 

10 几帳面࡛࡞ࡣい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

       

 ࡟ࠖࡷࡕࡃࡷࡕࡵࠕࡀ自ศࠊ࡜多いࡀࢫトࣞࢫ 11

ࠋ࣭ࡿあࡶ࡜ࡇࡿࡌ感࡟うࡼࡿ࡞             ࣭࣭࣭ 

     

ձ ղ ճ մ յ 

12 何ࡿࡍ࠿場合ࠊࡣ一人࡛ࡿࡸ方ࡀ好ࠋ࣭ࡔࡁ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

13 詩ࢆ読ࡶ࡛ࢇ何ࡶ感࡞ࡌい࣭ࠋ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

14 人ࡢ考えࢆ皮肉ࡃࡱࡗ疑いࡢ目࡛見ࠋ࣭ࡔࡕࡀ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

15 明確࡞目標ࢆ持ࠊࡾ࠾࡚ࡗ 

ࠋ࣭ࡿい࡛ࢇ組ࡾ方࡛ྲྀࡾࡸࡓࡋ࡜整然࡚ࡗ࠿向࡟ࢀࡑ    ࣭࣭ 

     

ձ ղ ճ մ յ 
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  続ࠋࡍ࡛ࡁ 

全
ࡃ
ࡑ
う
࡛
࡞
い 

ࡑ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡛
ࡶ
࡞
い 

ࡑ
う
 ࡔ

非
常
࡟
ࡑ
う
 ࡔ

16 悲ࠊࡾࡓࡗ࡞ࡃࡋ落ࡕ込࡞࡝ࢇ࡜࡯ࡣ࡜ࡇࡿࡍࡾࡔࢇい࣭ࠋ ࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

17 元気ࡀあ࡚ࡋ࡜ࡗࡌࠊ࡚ࢀࡩい࡞ࢀࡽい事ࡃࡼࡀあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭ ࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

18 新ࡋいࠊ珍ࡋい食࡭物ࢆ試ࡃࡼࡀ࡜ࡇࡿࡳ࡚ࡋあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

19 私ࢆ冷ࡃࡓ計算高い࡜見࡚いࡿ人ࡀいࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

20 人ࡢ期待ࠊࡾࡓࡗࡑ࡟約束ࢆᏲࡾࡓࡗ 

ࠋい࣭࡞ࡣう࡛ࡑ時々ࠊ࡟ࡢい࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ       ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

       

 ࡟࠿誰ࢆ問題ࡢࡑࠊ࡚ࡃ࡞ࡶうࡼࡋう࡝ 21

       解決ࡽࡶ࡚ࡋいࡓい࡜思うࡃࡼࡀ࡜ࡇあࠋ࣭ࡿ ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

22 元気࡛ࡓࡋ࡜ࡘࡽࡘࡣࠊ人間ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

23 詩ࢆ読ࡾࡔࢇ芸術作品ࢆ見࡚いࠊ࡜ࡿ 

ࠋ࣭ࡿࡌ感ࢆࡾࡲ高ࡢ感情ࡾࡓࡋࡃࡒࡃࡒ          ࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

24 嫌い࡞人ࡑࠊࡣ࡟う知ࠋ࣭ࡿࡸ࡚ࡏࡽ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

25 バࣜバࣜ࡜௙事ࡾࡸࢆࢀࡑࠊ࡚ࡗࡸࢆ遂ࠋ࣭ࡿࡆ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

       

26 穴ࡀあࡽࡓࡗ入ࡓࡾい࡜思うࠊ࡝࡯ 

      恥ࡋ࠿ࡎい࡟ࡲࡓࡀ࡜ࡇあࠋ࣭ࡿ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

27 非常࡟活動的࡞人間ࠋ࣭ࡔ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 

28 Ᏹᐂࡢᮏ質ࡸ人類ࡀ置࡚ࢀ࠿いࡿ状態࡟ 

    思い࡝ࢇ࡜࡯ࡣ࡟࡜ࡇࡍࡽࡄࡵࢆ興味࡞ࡀい࣭ࠋ ࣭࣭࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

29 
自ศࡢ望ࢆࡢࡶࡴ手࡟入ࠊࡽ࡞ࡵࡓࡿࢀ 

      人ࢆ操㸦あࡘࡸ㸧ࡽࡵࡓࡶ࡜ࡇࡿわ࡞い࣭ࠋ ࣭࣭࣭  ࣭

     

ձ ղ ճ մ յ 

30 人ࡣ私ࡓࡋ࡜ࢇࡕࡁࠊࢆ࡜ࡇࡢ人間ࡣ࡜思࡚ࡗい࡞い࣭ࠋ ࣭࣭࣭  ࣭ձ ղ ճ մ յ 



 10 

࠙質問㸵ࠚあࡢࡓ࡞心ࡢ健康ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

࠙質問㸶ࠚあࡢࡓ࡞人生࡟ᑐࡿࡍ考え方ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

 

 

 

 過去㸯ヶ月間ࠊ࡟以ୗࡼࡢう࡟感ࡽࡃࢀ࡝ࡀ࡜ࡇࡓࡌい 

あ࠿ࡓࡋࡲࡾ？ 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 

全
ࡃ
感
ࡌ
࡞
࠿
ࡗ
 ࡓ

ࡓ
ࡲ
࡟
感
ࡌ
 ࡓ

時
々
感
ࡌ
 ࡓ

ࡋ
ࡤ
ࡋ
ࡤ
感
ࡌ
 ࡓ

い
ࡘ
ࡶ
感
ࡌ
 ࡓ

㸯 気ศࡀいい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸰 全࡚ࡀ骨折ࡾ損࡛あ࡜ࡿ感࣭࣭ࡿࡌ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸱 ࡶ࡚࡜幸࣭࣭ࡔࡏ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸲 落ࡕ着࡞࠿いࡑࠊわࡑわ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡍ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸳 満足࡚ࡋい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸴 緊張࡛神経ࡀ高࡚ࡗࡪい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸵 悲ࠊ࡚ࡂࡍࡋ何ࡶ࡚ࡋࢆ全然元気ࡀ出࡞い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗ࡉࡔࡃ࡚ࡋࡪࡘࡾいࠋ 
全
ࡃ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

 

あ
ࡲ
ࡾ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡸ
ࡸ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 ࡢ࡛ࡲࢀࡇ人生࡟満足࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸰 思࡚ࡗいࡓ通ࡢࡾ人生ࢆ歩࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡵ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸱 わࡼࡣࡋࡓい人生ࢆ㏦࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡁ࡚ࡗ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸲 ࡶう一度同ࡌ人生ࢆ歩ࡓࡳい࡜思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 

㸳 ࡢ࡛ࡲࢀࡇ望ࡔࠊࡣࡳいࡓい࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡁ࡚ࡗ࡞࠿  ࣭ ձ ղ ճ մ յ ն շ 
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࠙質問㸷ࠚ 

 

 以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇあ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࠊࢆ 

黒ࡃ塗࡚ࡋࡪࡘࡾୗࡉいࠋ 

全
ࡃ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
ࡲ
ࡾ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡲ
あ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 ࡢࡇඛࡣ明ࡿい࡜思う࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸰 ࡶࡽ࠿ࢀࡇ生࡚ࡁいࡇう࡜強ࡃ思࡚ࡗい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸱 今あࡿ目標࡞࠿ࡣう࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸲 困㞴࡟出会ࡢ࠿ࡽࢇ࡞ࡶ࡚ࡗ方法࡛ษࡾ抜࡜ࡿࢀࡽࡅ思う࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸳 誰ࡀࡶあࠊࡶ࡚ࡵࡽࡁ私ࡣ問題ࡢ解決方法ࢆ見ࢁࡔࡿࢀࡽࡅࡘう࣭࣭ ࣭࣭  ձ ղ ճ մ յ 

㸴 今私ࡀ生࡚ࡁいࡣ࡜ࡇࡿ何ࡢ࠿役࡟立࡚ࡗい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

       

㸵 私ࡣ人生࡜ࡗࡶࢆ良ࡼࡋࡃう࡜思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸶 ࡶ࡚࡜大ษ࡟思うࢆࡢࡶ手࡟入ࠊ࡟ࡵࡓࡿࢀあࢀࡇࢀ考え࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸷 信仰心ࡣࡓࡲࠊ㐨徳的࡞教え࡟従࡚ࡗ生࡚ࡁい࣭࣭ࡿ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

10 自ศࡢ力࡛望࡞࠿ࢆࡳえ࡜ࡿࢀࡽ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

11 私࡚ࡗ࡜࡟生࡚ࡁいࡣ࡜ࡇࡿ意味ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

12 信心ࡸ信念ࡀあࠊࡽ࠿ࡿ私ࡣ前向࡞ࡁ態度࡛い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࢀࡽ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

13 私ࠊࡣ毎᪥ࡼࡢう࡟新ࡋい楽ࢆࡳࡋ見࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࢀࡽࡅࡘ  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 
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࠙質問  ࠋࡍࡲࡋࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟機能状態ࡢ耳ࠚ10

[10㸫1] 

 ࠋࡍࡲࡋࡁ聞࠾い࡚ࡘ࡟えࡇ聞ࠊࡎࡲ 

以ୗࡢ項目ࡢ࡝ࡀ程度困㞴࡜ࡔ感ࠋ࠿ࡍࡲࡌ 

࡜ 
࡚
ࡶ
困
㞴
 ࡔ

困
㞴
 ࡔ

少
ࡋ
困
㞴
 ࡔ

ࡲ
っ
ࡓ
ࡃ
困
㞴
࡛
࡞
い 

※ 普段補聴器ࢆ使用࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ 

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾状態࡛ࡓࡅࡘ

㸯 普通ࡢ会話࡛言葉ࢆ聞ࠊࡾࡓࡗྲྀࡁ理解࣭࣭࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸰 電話࡛言葉ࡾࡁࡗࡣࢆ聞࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡃ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸱 
㦁ࡋࡀい部屋࡛会話ࢆ続࡜ࡇࡿࡅ 

㸦十ศ࡞大࡛ࡉࡁ聞࡞ࢀྲྀࡁいࡵࡓ㸧࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭

    

ձ ղ ճ մ 

㸲 
誰࡟࠿声ࡓࢀࡽࡅ࠿ࢆ時ࠊ 

 ࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ࠿わࡄࡍ࠿ࡓࢀࡽࡅ࠿ࡋ話ࡽ࠿方向ࡢ࡝

    

ձ ղ ճ մ 

㸳 
洗濯機ࡸ炊飯器࡝࡞家電ࡽ࠿聞ࡇえ࠾ࡿ知ࡢࡏࡽ音ࡸ 

水ࡀ流࡚ࢀいࡿ音࡟気࡙࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡃ  ࣭

    

ձ ղ ճ մ 

㸴 
テࣞビࡢ࢜ࢪࣛࡸ音量ࢆ大ࠊ࡟ࡎࡏࡃࡁ 

話࡚ࡋいࡿ内容ࢆ聞ࠊࡾࡓࡗྲྀࡁ理解࣭࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ  ࣭
    

ձ ղ ճ մ 

㸵 ࡢࠖࡑ࣭ࡏ࣭ࡍ࣭ࡋ࣭ࡉࠕ音ࢆ聞࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ࡜ࡁ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

 

 

 

[10㸫㸰] 

 耳ࡀ悪い࡟ࡵࡓ 

生活ࡢ範ᅖࡀ狭࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 

[10㸫㸱] 

 耳ࡀ悪い࡟ࡵࡓ人ࡢ࡜コミュニケ࣮ࢩョンࡀ 

少࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 
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࠙質問  ࠋࡍࡲࡋࡡ尋࠾い࡚ࡘ࡟機能状態ࡢ目ࠚ11

[11㸫1] 

 見え方ࡘ࡟い࡚࠾聞ࠋࡍࡲࡋࡁ 

以ୗࡢ項目ࡢ࡝ࡀ程度困㞴࡜ࡔ感ࠋ࠿ࡍࡲࡌ 

࡜
࡚
ࡶ
困
㞴
 ࡔ

困
㞴
 ࡔ

少
ࡋ
困
㞴
 ࡔ

ࡲ
っ
ࡓ
ࡃ
困
㞴
࡛
࡞
い 

※ 普段ࠊ眼鏡ࡸコンࢡࢱトࢆ使用࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ 

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾状態࡛ࡓࡅࡘ

㸯 夜ࠊ㐨路標識࡜ࢇࡕࡁࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿྲྀࡳ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸰 㐨路ࡢ向ࡇう側࡟いࡿ友人ࢆ識ู࣭࣭࡜ࡇࡿࡍ ࣭࣭ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸱 新聞ࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸲 電ග掲示板࡝࡞流ࡿࢀ文Ꮠࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸳 自ศࡢ周࡟ࡾ物ࡸ人ࡀ近࡙い࡚い࡟࡜ࡇࡿ気࡙࡜ࡇࡃ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸴 電車ࡸバࡢࢫ路線ᅗࢆ見࡚目的地ࢆ探ࡋ出࣭࣭࡜ࡇࡍ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸵 細࠿い文Ꮠࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸶 暗ࡸࡾࡀ薄明ࡢࡾ࠿中࡛物ࢆ見࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ  ࣭ ձ ղ ճ մ 

㸷 向ࡇうࡽ࠿近࡙い࡚ࡿࡃ自転車ࠊࡸ 

走ࡿࡃ࡚ࡗ人ࡢ࡜距㞳ࢆ把握࡜ࡇࡿࡍ  ࣭

    

ձ ղ ճ մ 

 

 

[11㸫㸰] 

 目ࡀ悪い࡟ࡵࡓ 

生活ࡢ範ᅖࡀ狭࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 

[11㸫㸱] 

 目ࡀ悪い࡟ࡵࡓ人ࡢ࡜コミュニケ࣮ࢩョンࡀ 

少࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋ࠿ࡍࡲ 

ձ あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ղ あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

ճ ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

մ ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 

 
以ୖ࡛アンケ࣮トࡢ࡬記入ࢆ一᪦終え࡚ࡉࡔࡃい࠾ࠋ疲ࠋࡓࡋ࡛ࡲࡉࢀ 
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 ⓪ ձ ղ ճ մ յ ն շ ո չ 

 ⓪ ձ ղ ճ մ յ ն շ ո չ 

 ⓪ ձ ղ ճ մ յ ն շ ո չ 

 

[12Ყ1] 文章や数字Ǜ書いƨǓᛠǜƩǓƢǔǑうƳ側面ƴƭいƯうƔƕいǇƢŵ 

    あƯƸǇǔ側面ƢǂƯƴ○ǛƠƯƘƩƞいŵ 

具体例 

ᲢあƘǇư目ܤᲣ 

Ĭ 比較ȷ照合 

観察ƕ容易ƴ可能ƳŴ文章や数字ȷ人ȷ物Ʒ機能的Ŵ構ᡯ的Ŵ構成的特徴ƕ 

明確Ƴ基準Ʊ類似ƠƯいǔƔŴ異ƳƬƯいǔƔƷЙ断ŵ 

Ტ伝票ƷチǧȃǯŴ血圧や体温Ʒ記録Ŵ作物や商品Ǜ目ư見Ư検査ƢǔᲣ 

 

ĭ 
複写ȷ 

文書作成 

文章や数字Ʒ転写ȷ転記Ŵ入力Ŵ提示ŵ書類Ʒ作成やᛠǉƜƱǋ含ǉŵ 

Ტ伝票ȷ作業日ᛏƷ作成Ŵ伝票ȷᛟ明書ȷ商品ȆǹȈƷ結果ǛᛠǉᲣ 

 

Į 計算 
数学的Ƴ計算ᲦそǕƴ関連Ƣǔ行ໝƷ報告や実行 

ᲤƨƩƠ会計Ƹ含ǇƳいŵ 

ȬǸŴ 

郵便局や銀行Ʒ窓ӝ業務 

į ӓ集整理 

ȇȸǿȷ人ȷ物ƴƭいƯ情報Ʒӓ集Ŵ照合ŴЎ類ŵそǕǒƷ情報ƴ関連Ƣǔ

規定Ʒ行ໝƷ報告や実施ǋ含ǉŵ 

Ტ教材や専門ᛏǛᛠǉŴ編集Ŵ手᪯Ʒ決ǇƬƨȆǹȈƷ実施Ŵ 

設計図やɦ図作成Ŵ単価ȷᝲ用計算Ŵ給料ȷ売Ǔɥƛȷ見積ǋǓƳƲƷ計算Უ 

会計業務 

İ Ў析 
ȇȸǿǛ調ǂƨǓ評価ƢǔƜƱŵ評価結果ƴݣƠƯˊ替行ໝǛ示ƢƜƱŵ 

Ტ設計Ŵ経営報告ŴǫȫȆȷ稟議書Ʒ作成Ŵᝲ用計算Ŵ写真ƷǳȡンȈᲣ 
教員Ŵ医者 

ı 
調整ȷЙ断 

ȷ決定 

ȇȸǿЎ析ƴ基ƮいƯŴ作業ȷ操作手᪯Ŵ時間Ŵ場৑Ǜ決定ƠƨǓŴ 

ˁ事Ʒ方針や生ơƯいǔ問題Ʒ新Ơい目的Ŵ政策Ŵ手続Ɩ決定ƠƨǓ実行Ơ

ƨǓƢǔƜƱŵǇƨŴ᣻要事᪮Ʒ報告Ǜ行うƜƱǋ含ǉŵ 

Ტ作業命ˋ書や作業基準書Ʒ作成Უ 

管理的業務Ŵ会計ȷ税理士Ŵ 

アȊǦンǵȸŴ設計士 

ǳンǵȫǿンȈŴ情報技術者 

Ĳ 総合 

新Ơい事実や理論Ʒ発見や検ᚰǛ行ƬƨǓŴ新製品や装置Ǜ発明ƠƨǓŴ 

創ᡯ的ƳǋƷǛƭƘǔƨǊƴŴ総合的ƴȇȸǿǛЎ析ƢǔƜƱŵ 

Ტ実験ȇȸǿƷǇƱǊŴ論文Ʒ作成ƳƲᲣ 

学者Ŵ技術者Ŵ芸術家 

ĳ そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

Ĵ いƣǕƴǋ当ƯƸǇǒƳいᲢ具体的ƴ記入                   Უ 

 

～聞ƖӕǓȡȢ～ 

 

以ୗ࡛ࠊࡣ調査員ࡀ௙事࡜家事࡟関ࡿࡍ聞ࢆࡾྲྀࡁ行いࠋࡍࡲ 

最長職Ӹ：               
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～聞ƖӕǓȡȢ～ 

 

 

 

 [13Ყ2] 直接Ŵ人ƴ接Ƣǔ側面ƴƭいƯうƔƕいǇƢŵ 

あƯƸǇǔ側面ƢǂƯƴ○ǛƠƯƘƩƞいŵ 

具体例 

ᲢあƘǇư目ܤᲣ 

Ĭ 
指示ƷӖƚ

ӕǓ 

指示通Ǔƴ動ƚƹǑい簡単Ƴˁ事ǛƢǔŵ 

技能Ǜ必要ƱƠƳい手伝いŵ 
手伝い 

ĭ 
給ˁȷ奉ˁ 

ȷ世ᛅ 

人や動物Ʒ要求や要請Ŵ人Ʒ表情やଢ଼黙Ʒ希望ƴ注意ƠŴƢƙƴ

応ݣƢǔƜƱŵƓ客ƞǜƴݣƠƯいǖいǖƳ世ᛅやǵȸȓǹǛƢ

ǔŵ品物ƷӖƚ渡ƠᲢ命ˋ指示ǛӖƚǔᲩ物ƷӖƚ渡ƠᲣ 

注文ƷӖ付ŴƓ茶出ƠŴ 

ȬǸŴ風呂屋Ʒ番頭 

Į 報告ȷ伝ᢋ 

ӷ僚や部ɦƴˁ事ɥƷ連絡ǛƠƨǓŴ助力者や補佐ƴ作業Ʒ指示

や合図ǛƢǔŵɥ司Ɣǒ指示ǛӖƚǔŵ˂Ʒ部局Ɣǒ情報Ǜӓ集

Ƣǔŵɥ役ƴ報告Ƣǔŵ 

電ᛅݣ応Ŵ 

ǯȪȸȋンǰӕഏ 

組合ǁƷ出席 

į 勧誘ȷᛟ得 
Ɠ客ƞǜƴ直接Ŵ製品やǵȸȓǹǛ売ǔŵƓ客ƞǜǛ勧誘Ƣǔŵ 

特定Ʒ意見Ǜ支持ƢǔǑう働ƖƔƚǔŵ接客ŵ 

販売店主Ŵ店員Ŵ 

保険外交Ŵӕ引先接待 

İ 慰ܤ 
多ƘƷ人Ʒ前ưいǖいǖƳ演技ȷ演奏ǛƠƯᲦ人々ƴ娯楽Ǜ提供

Ƣǔŵ˂人Ǜ楽ƠǇƤǔŵ 

音楽家Ŵ落語家 

ı Ⴓ督ȷ管理 

ˁ事Ʒ効率ǛあƛǔƨǊƴŴˁ事Ʒ手᪯Ǜ決定ƠƨǓŴ伝えƨǓŴ

特定Ʒ任務Ǜ割Ǔ当ƯƨǓƠƯ組織Ǜ指揮ȷႳ督Ƣǔŵ職場Ʒ人

間関係Ǜ調整ƢǔŵᲢ作業命ˋŴ作業Ⴓ督Ŵ部ɦǁƷ側面指示Ŵ߻程管理Უ 

寮母Ŵ役員Ŵ主任 

Ĳ 教授ȷ教示 
ᛟ明ŴȇȢンǹȈȬȸǷョンƳƲǛ通ƠƯŴ製品Ʒ使い方ƳƲƷ

ᛟ明ǛƢǔŵ技術や知識Ŵ専門的Ƴ学問Ǜ教えǔŴ訓練Ƣǔŵ 

先生Ŵ稽Ӟ事Ʒ教師Ŵ

講師Ŵ保育士 

ĳ 交渉ȷ協議 

ӷ僚ȷɥ司ȷ部ɦƱ方針ȷ企画Ʒ決定Ŵ結論Ŵ解決ƴ共ӷưƨƲ

ǓƭƘƨǊƴŴ考えŴ情報Ŵ意見Ǜ˂Ʒ人ƨƪƱ交換ƢǔƜƱŵ

顧客Ʊ商談ӕ引ǛƢǔƜƱŵ 

Ტ電ᛅ交渉Ŵ事故処理相談Ŵ苦情相談Ŵ業者ƱƷ打ƪ合わƤŴ商談Ŵ営業Უ 

外交員Ŵ管理的業務 

Ĵ 
専門的助言 

ȷ指ݰ 

法的ȷᅹ学的ȷ臨床的ȷ精神的Ŵ˂Ʒ専門的法則ƴǑƬƯ解決ƞ

ǕǔƔǋƠǕƳい問題ƴݣƠƯŴ相談ƴƷƬƨǓŴ専門的Ƴ助言

や指ݰǛƢǔŵ 

ǳンǵȫǿンȈŴ治療Ŵ

ᚮ察Ŵ専門的教育 

ĵ そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

Ķ いƣǕƴǋ当ƯƸǇǒƳいᲢ具体的ƴ記入                   Უ 
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～聞ƖӕǓȡȢ～ 

 

 

 

 

[13Ყ3]  手やᢊ具や機械Ǜ使う側面内容ƴƭいƯうƔƕいǇƢŵ 

あƯƸǇǔ側面ƢǂƯƴ○ǛƠƯƘƩƞいŵ 

具体例 

ᲢあƘǇư目ܤᲣ 

Ĭ 運搬ȷ整理 
掃ᨊŴ手や運搬車Ǜ使ƬƯ材料や製品Ǜ運ǜƩǓ整理Ƣǔŵ 

特КƳ作業基準ƸƳƘŴ常識的ƴ処理ŵ 

部品Ʒ運搬Ŵ清掃Ŵ 

᣼菜や食器洗いŴ草ӕǓ 

ĭ 
加߻材料Ʒ

ӕ付ȷӕ外Ơ 

流Ǖ作業ƳƲư機械ƴ材料や部品ǛӕǓ付ƚƨǓᲦưƖあƕƬƨ加߻品ǛƱǓƸƣƠ

ƨǓŴЏ断Ŵ接着ƢǔƜƱŵǵȃǷǛӕǓ付ƚǔŴƘƗ打ƪŴȓȋȸȫ加߻ƳƲŵ 

箱ᛄǊŴ原材料Ʒ投入Ŵ 

ӕ付ȷӕ外ƠŴ包装Ŵ 

ǳȔȸ機使用 

Į 
看視作業 

ȷ手入Ǖ 

ȡȸǿȸǛ見ƨǓȩイȈƴǹイȃチǛ入ǕŴ自動化Ơƨ機械や装置ƳƲƕǹȠȸǺƴ

動いƯいǔƔチǧȃǯƢǔŵ機械装置Ʒ振興ǛႳ視ŴǄƱǜƲ自主的Й断Ǜ要ƠƳいŵ 

ȬンǺ検査Ŵ目方Ǜ測ǔŴ

ȑン焼Ɩ器Ǜ見ǔ 

į 手腕作業 

手や腕や߻具Ǜ使ƬƯ物ǛƭƘƬƨǓ組ǈ立ƨƯƨǓƢǔŵ物や材料Ǜ運ǜƩǓ置い

ƨǓƢǔŵ身体各部や߻具ȷ用具Ǜ用いƯ加߻材料Ǜ扱うŴ作業手᪯ƸƔƳǓ標準化

ƞǕƯいǔƕŴあǔ程ࡇƷ自主的Й断ƕ必要ŵǿイȗŴȖȭȃǯǛƭǉŴそǖƹǜŴ

ȬǸŴ理容ȷ和裁ȷ包ɠƳƲ 

木材Ʒ加߻ŴȟǷンŴǯȸ

ȩȸȷ冷蔵ࡉƷ組立Ŵǻȡ

ンȈȷ壁塗ǓŴ車Ʒ内装Ŵ

 司ǛƴƗǔŴ刀ǛƱƙݤ

İ 運転ȷ操作 

ǯȩンǯやȏンȉȫǛ回ƢŵǮȤȸƷȪȕȈやȬȐȸǛ押ƠƨǓ引いƨǓƢǔŵǯȬ

ȸンŴǳンșȤȸŴȈȩǯǿȸŴ溶鉱炉投入装置Ŵ塗装機械Ŵ߻作機械ŴǪンȩイン

端஛Ǜ含ǉŵᲤɟ輪車ƳƲ人力Ʒ機械Ƹᨊ外ŵ 

車Ʒ運転Ŵ 

耕耘機ư畑Ǜ耕ƢŴ 

ワȸȉŴǨǯǻȫƷ操作 

ı 操作ȷС御 

物や材料ǛС作ƠƨǓ加߻ƠƨǓƢǔƨǊƴ設計ƞǕƨ機械や装置Ʒᡶ行Ǜ開始Ŵ停

ഥŴС御Ŵ調整ǛƢǔŵ機械や装置Ʒ簡単Ƴໜ検ȷ調整ǛƢǔŵ温ࡇŴ圧力Ŵ液体Ʒ

流ǕŴȝンȗƷᡮࡇŴ材料ƷӒ応ƳƲƷ要因Ǜ統СƢǔƜƱǋ含ǉŵ 

油圧機械Ʒ操作Ŵ印Т機ƳƲƷ操作ŵ 

大߻Ŵ配管߻事Ʒ指揮Ŵ 

Ǭǹ器具Ʒ修理Ŵ 

旋Ⴔ操作Ŵ 

Ĳ 精密作業 

指先や精密Ƴ߻具やȑソǳンǛƭƔƬƯᲦ精߽Ƴ製品Ǜ加߻ƠƨǓƭƘƬƨǓƢǔŵ

具ȷ材料選択Ŵᢊ具Ʒ調整ƳƲƷ習熟Ǜ要Ƣǔ条件Й断ƕ含ǇǕǔŵᲢ旋Ⴔư᣿型߻

ƷǋƱǛƭƘǔŴ測定機械ưȆǹȈƢǔŴǫȃǿȸȷȉȪȫư冷ଡ଼৐設備ǛƭƚǔᲣ 

指圧師Ŵ印Т原༿作成Ŵ 

書ᢊ教授Ŵ௨色Ŵ 

楽器職人 

ĳ 
調整ȷ保ܣ 

ȷ設定 

機能Ǜ実行ƠƨǓŴ性能Ǜ変えƨǓŴǋƠ壊ǕƯǋ修復ƢǔǑうƴ機械や設備Ǜ調整

Ƣǔŵ様々Ƴ種類Ʒ機械Ǜ操作Ƣǔŵ機械Ʒ装置ƷЎ解や修理ȷȡンȆȊンǹや調整

ǛƢǔŵ 

高ኢ料理ǛƭƘǔ 

Ĵ そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ĵ いƣǕƴǋ当ƯƸǇǒƳい 
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次ࡓࡁ࡚ࡗࡉ࡞࡛ࡲࢀࡇࠊ࡟家事
㸬㸬
 ࠋࡍࡲい࡚伺いࡘ࡟

[14Ყ1]   

学校Ǜ卒業ƠƯˌ降ưᲦ 

家事ǛƞǕƯƖƨ期間Ǜ教えƯƘƩƞいŵ 

Ტ     歳Უ～Ტ     歳Უ 

[14ᲧᲬ]   

 ƜǕǇư専業主婦ƩƬƨ期間Ǜ教えƯƘƩƞいŵ 

ᲤƓˁ事ǛƞǕƯいǔ期間Ƹ含ǊƳいưƘƩƞいŵ 

Ტ     歳Უ～Ტ     歳Უ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[16ᲧᲫ]  手やᢊ具や機械Ǜ使う家事ƴƭいƯƓ答えƘƩƞいŵ 

ɦ記Ʒ中ưあƳƨƕ普段ƠƯいǔᲢいƨᲣあǔいƸŴƠƯいƳƔƬƨᲢƠƯいƳいᲣǋƷǛƢǂƯ選ǜư○ƠƯɦƞいŵ 

草ӕǓȷ水ǇƖᲦǴȟ出ƠᲦ窓や網戸Ʒ水洗いᲦ消臭ȗȩǰƷ付ƚ替えŴ食器洗いᲦ 

季節ƴ応ơƯ布団や衣類Ღ扇風機ƳƲǛ出Ơ入ǕƢǔᲦ自転車Ʒ空気入ǕᲦ  

洗濯物Ǜ干ƢȷӕǓ入ǕǔȷƨƨǉᲦ掃ᨊ機ȷ洗濯機Ǜ使うᲦ電気や電池Ʒ交換Ღ 

部屋Ʒ整理ȷ整頓ǛƢǔᲦ車ưƷ家族Ʒ送Ǔ迎えᲦアイȭンƕƚᲦȜǿンやǄƭǕƷ補修Ღ 

Ӹ前ƳƲƷ刺繍Ღ電化製品Ʒ掃ᨊᲦƓ弁当作ǓȷふƭうƷ料理Ღ仏壇ȷ神棚ȷƓ墓ƳƲƷ掃ᨊᲦ 

漆器ȷ家具ȷ床ǈƕƖᲦふƭうƷ園芸や家ࡊ菜園Ღࡈ布団ȷ枕ǫȐȸƳƲǛ縫うᲦ 

ǻȸǿƷ手洗いȷǷȣȄƷƷǓƮƚᲦ簡単Ƴ編ǈ物や裁縫Ღ家族Ʒ服ǛƭƘǔᲦȟǷンƴǑǔ洋裁Ღ 

手ƷƜǜƩ料理Ტ前日Ɣǒˁ込ǉ料理ƳƲᲣᲦ家具Ʒ修理Ღ服ƷȪȕǩȸȠᲦ障子やふƢǇƷᝳǓƔえᲦ 

技術Ʒいǔ園芸ᲦȑソǳンǛ使うᲢインǿȸネȃȈŴワȸȉŴǨǯǻȫƳƲᲣᲦ 

特КƳ料理Ტ懐石料理Ღǳȸǹ料理ƳƲᲣᲦ 家Ʒ修理 

そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ƲǕǋƠƯいƳい 

Ƃ質問 15ƃ  
ƱƯǋ 

嫌

い

ȷ

ɧ

得

意

Ʃ 

普

通 

好

Ɩ

ȷ

得

意

Ʃ 

ƱƯǋ 

嫌

い 

ɧ

得

意

Ʃ 

好

Ɩ 

得

意

Ʃ 

Ძ 家事全般Ƹ好ƖưƢƔᲢưƠƨƔᲣȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 

Წ 家事全般Ƹ得意ưƢƔᲢưƠƨƔᲣȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 



 18 

 

[16ᲧᲯ]  文章ǛᛠǜƩǓ書いƨǓƢǔ家事ƴƭいƯƓ答えƘƩƞいŵ 

ɦ記Ʒ中ưあƳƨƕ普段ƠƯいƨᲢいǔᲣあǔいƸŴƠƯいƳƔƬƨᲢƠƯいƳいᲣǋƷǛƢǂƯ選ǜư○ƠƯɦƞいŵ 

回覧板Ღ連絡帳ƳƲƴ必要事᪮Ǜ記入ƢǔᲦ家事ƴ関Ƣǔஜや記事ǛᛠǉᲦ 

料理Ʒ作Ǔ方ǛȡȢƠƯ整理ƢǔᲦ年間行事予定ǛƨƯǔᲦ1ᡵ間ƝƱƴ献立ǛƨƯǔᲦ 

商品ƷȩșȫǛᛠǉᲦ家族活動ƷǹǱǸȥȸȫǛƨƯǔᲦ家計簿ǛƭƚǔᲦ手ኡǛ書ƘᲦ 

病院選びᲦ家族Ʒ人生設計ǛƨƯǔᲢ子ƲǋƷᡶ学やӖ験ƴ関ƢǔƜƱǋ含ǉᲣᲦӓ支Ʒ確ᛐǛƢǔᲦ 

大ƖƳ買い物Ʒ計画ȷ決定Ღ家計予算ǛƨƯǔᲦഎᨋ商品ǁƷ抗議文Ǜ書ƘᲦ子ƲǋƷ勉強ǛǈǔᲦ  

家事ƴ関Ƣǔ新Ơいɟ般書Ǜ書ƘᲦ各種申告書Ʒ準備Ღ納税書類Ʒ準備Ღ 

将来ƴ備えƯ預貯᣿や保険Ǜ管理ƢǔᲦ  

そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ƲǕǋƠƯいƳい 

 

[16ᲧᲮ]  直接Ŵ人ƴ接Ƣǔ家事ƴƭいƯƓ答えƘƩƞいŵ 

ɦ記Ʒ中ưあƳƨƕ普段ƠƯいƨᲢいǔᲣあǔいƸŴƠƯいƳƔƬƨᲢƠƯいƳいᲣǋƷǛƢǂƯ選ǜư○ƠƯɦƞいŵ 

家族Ɣǒ用事Ǜ聞ƘᲦ親戚ƮƖあいǛƢǔᲦ訪問客や修理Ʒ人ƱᛅƢᲦ家族ƷᛅƠ相手ƴƳǔᲦ 

共ӷ購入Ʒ世ᛅǛƢǔᲦ近৑ƮƖあいǛƢǔᲦ子ƲǋƷ先生やӷኢ生Ʒ親ƱᛅƢᲦ電ᛅƷ応ݣǛƢǔᲦ 

家族Ʒˁ事関係者ƱƭƖあうᲦ家族Ʒ日常的Ƴ身Ʒ回ǓƷ世ᛅǛƢǔᲢ食事Ǜ出ƢᲦ衣類Ǜ渡ƢᲣᲦ 

姑や嫁ȷ娘Ʒ家事Ʒ手伝いǛƢǔᲦ家族ƷˊわǓƴƓ見舞いƴ行ƬƨǓȷ葬儀ƴ参列ƢǔᲦ 

Ɠ盆ȷദ月ȷ法事ƳƲ多数Ʒ人Ǜ接待ƢǔᲦ家族や近৑Ʒ人Ʒ相談ƴƷǓアȉȐイǹƢǔᲦ 

地域ȷ自治会Ʒ役員や PTAƷ役員ǛƢǔᲦഎᨋ商品Ʒ修理ȷ返品ƳƲ店員Ǜᛟ得ƢǔᲦ 

ȚȃȈƷ世ᛅǛƢǔᲦ育児ǛƢǔᲦ家族Ʒ介護ȷ看病ǛƢǔᲦ 

家屋Ǜ買う交渉ǛƢǔᲦ改築Ʒ交渉ǛƢǔᲦ 

そƷ˂ Ტ具体的ƴ記入                   Უ 

ƲǕǋƠƯいƳい 

 

 

 

 

௙事࡜家事࡟関ࡿࡍ聞ࡣࡾྲྀࡁ以ୖ࡛ࠋࡍ 
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ᲫᲨ遠視力Ტ5mᲣ 両眼裸眼 C文字ƷЏǕ目 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

ᲬᲨ遠視力 両眼矯ദᲢ矯ദƕƳい場合ƸഏǁᡶǉᲣ 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 ɥ 右 ɦ ߼ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

ᲭᲨ近視力Ტ30cmᲣ 両眼裸眼 E文字ƷЏǕ目 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɦ ߼ 右 ɥ ɥ ߼ ɦ 右  ߼ ɦ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

ᲮᲨ近視力 両眼矯ദᲢ矯ദƕƳい場合ƸƜǕư視力検査Ƹ終了Უ 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.2 1.5 

ɦ ߼ 右 ɥ ɥ ߼ ɦ 右  ߼ ɦ ɥ 右 

Ĭ ĭ Į į İ ı Ĳ ĳ Ĵ ĵ Ķ ķ 

 

［18-1］ 

 視力Ǜ含Ǌƨ見え具合ǛƝ自身ư評価ƠƯいƨƩƘƱƢǔƱŴ 

ഏƷƲǕƴᛆ当ƠǇƢƔŵ 

Ტ眼鏡やǳンǿǯȈǛƓ持ƪƷ方Ƹ装用Ơƨ状態ưƷ評価ǛƓ願いƠǇƢᲣ

Ƹ
い 

い
い
え 

Ძ 近眼用ǊƕƶやǳンǿǯȈȬンǺǛ使用ƠƯいǔȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ 

Წ 遠近両用Ǌƕƶや老眼鏡Ǜ使用ƠƯいǔȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ 

［18-2］ 

 視力Ǜ含Ǌƨ見え具合ǛƝ自身ư評価ƠƯいƨƩƘƱƢǔƱŴ 

ഏƷƲǕƴᛆ当ƠǇƢƔŵ 

Ტ眼鏡やǳンǿǯȈǛƓ持ƪƷ方Ƹ装用Ơƨ状態ưƷ評価ǛƓ願いƠǇƢᲣ

Ʊ
Ư
ǋ
悪
い 
悪
い 
普
通 

 
良
い 

Ʊ
Ư
ǋ
良
い 

Ძ 手元やݱƞƳ文字Ǜᛠǉ時Ʒ見え具合ȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 

Წ 遠ƘƷ人や物Ǜ見ǔ時Ʒ見え具合ȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷȷ Ĭ ĭ Į į İ 

以ୗ࡛ࠊࡣ視力検査ࢆ行いࠋࡍࡲ 
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調査員注䠖認知機能䛾測定䛿任意䛾タイミング䛷行っ䛶い䛯䛰く䚸ま䛯転倒䛻関し䛶聞き取䜚を行う䚹 

 

 

 

 

 

 

⓪ ⓪ 

ձ ձ 

ղ ղ 

ճ ճ 

մ մ 

յ յ 

ն ն 

շ շ 

ո ո 

չ չ 

 

 

［18−1］ 

 あࡢࡓ࡞普段ࡢ行動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

࡜
࡚
ࡶ
困
㞴 

ࡸ
ࡸ
困
㞴 

普
通 

ࡸ
ࡸ
簡
単 

࡜
࡚
ࡶ
簡
単 

㸯 誰࡜࠿会話ࡽࡀ࡞ࡋࢆ歩࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡃ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭࣭ ࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

㸰 
࢝ࣞンࢫࡸ࣮ࢲケࢪュ࣮ࣝ帳ࢆ確ㄆࡽࡀ࡞ࡋ 

            会話࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ  ࣭
ձ ղ ճ մ յ 

㸱 相手ࡢ話ࢆ聞ࡽࡀ࡞ࡁ返答ࢆ考え࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ ࣭࣭  ࣭ ձ ղ ճ մ յ 

 

［18−㸰］ 

  あࡢࡇࠊࡣࡓ࡞㸯年間㸦㸶月 1᪥～今年㸵月ᮎ᪥࡛ࡲ㸧࡟ 

 転ࡀ࡜ࡇࡔࢇあࠋ࠿ࡍࡲࡾ㸧 

 

ձ 転ࡀ࡜ࡇࡔࢇあࡿ 

ղ 転࡞ࡀ࡜ࡇࡔࢇい 

 

［1㸶−㸱］ 

 ࠋ࠿ࡓࡋࡲࡧ何回転࡟㸯年間ࡢࡇ  

 調査員注䠖無数䠄数え切䜜䛺い䠅䛿䛄䠕䠕䛅䛸す䜛䚹 

 

 

 

        回位 

以ୗ࡛ࠊࡣ運動機能࡜ㄆ知機能ࡢ測ᐃࢆ行いࠋࡍࡲ 
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調査員ᚯ：引Ɩ続ƖŴ運動機能Ǜ測定ƠǇƢŵ測定᪯序ƴƸƜƩわǒƣŴ௩軟ƴݣ応Ƣǔ 

 

 

 

ȐȩンǹᲢܤ全Ǜ確保ƢǔᲣ最大 10ᅺǇư時間測定 

ᲫᲧᲫᲨǻȟǿンȇȠᲢ足Ǜ半Ў᣻ƶǔᲣ 

 

 

ᲫᲨǻȟǿンȇȠ ᲬᲨǿンȇȠ ᲭᲨ横並び 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

 ᅺ    ᅺ    ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ ձ 

ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ ղ 

ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ ճ 

մ մ մ մ մ մ մ մ մ մ մ մ 

յ յ յ յ յ յ յ յ յ յ յ յ 

ն ն ն ն ն ն ն ն ն ն ն ն 

շ շ շ շ շ շ շ շ շ շ շ շ 

ո ո ո ո ո ո ո ո ո ո ո ո 

չ չ չ չ չ չ չ չ չ չ չ չ 

 

ᲫᲧᲬᲨ閉眼༾足立ƪ 

Ტ最大 12ᅺǇưᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

実施ɧ可能Ტ理由：         Უ 

拒否Ტ理由：            Უ 

ᲫᲨ閉眼༾足立ƪ 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

 ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

ձ ձ ձ ձ 

ղ ղ ղ ղ 

ճ ճ ճ ճ 

մ մ մ մ 

յ յ յ յ 

ն ն ն ն 

շ շ շ շ 

ո ո ո ո 

չ չ չ չ 

 10秒以ୖできࡓら、2. タンデム㸦足を前後に並࡭る㸧࡬ 

 10秒以ୗࡔっࡓら、3. 横並び㸦足を左右に開く㸧࡬ 
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ᲬᲣ歩行ᲬᲨᲮᲮmᲢ床ƴȆȸȗǛᝳǔᲣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᲭᲣ椅子ƔǒƷ立ƪɥƕǓᲢ腕Ǜ体Ʒ前ư組ǈŴ補助Ǜ使わƳいᲣ 

ᲭᲧᲫ Ძ回立ƪɥƕǓ 

 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

 

 

ᲭᲧᲬ Ჯ回立ƪɥƕǓᲢᲯ回立ƪɥƕǔƷƴƔƔƬƨ時間Ǜ測定Უ 

調査員ᚯ：Ჯ回ưƖƯǋưƖƳƘƯǋŴそƜǇưƷ時間Ǜ測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ძ回目 Წ回目 

 ᅺ    ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ 

ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ ĭ 

Į Į Į Į Į Į Į Į 

į į į į į į į į 

İ İ İ İ İ İ İ İ 

ı ı ı ı ı ı ı ı 

Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ 

ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ ĳ 

Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

  

Ĭ 自立 

ĭ 補助具使用 

Ĭ 杖 

ĭ 歩行器 

Į そƷ˂ 

 ᅺ   

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

ձ ձ ձ ձ 

ղ ղ ղ ղ 

ճ ճ ճ ճ 

մ մ մ մ 

յ յ յ յ 

ն ն ն ն 

շ շ շ շ 

ո ո ո ո 

չ չ չ չ 

⓪ Ĭ ĭ Į į İ 回 

ưƖƨ場合ŴᲭ−Წǁ 

ưƖƳƔƬƨ場合ŴƜƜư終了ƠŴᲮᲣǁ 
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ᲮᲣࡈ位ǹȆȃȔンǰȆǹȈ 

ᲮᲧᲫ 20ᅺ間ư足Ǜ開閉ưƖǔ回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᲮᲧᲬ 

100Ɣǒ᪯ƴŴ100Ŵ99Ŵ98Ŵ97ȷȷȷƱƞƔƷǅƬƯŴ  

数Ǜ数えƳƕǒŴ20ᅺ間ư足Ǜ開閉ưƖǔ回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

回             

⓪ ⓪ 

Ĭ Ĭ 

ĭ ĭ 

Į Į 

į į 

İ İ 

ı ı 

Ĳ Ĳ 

ĳ ĳ 

Ĵ Ĵ 

Ĭ ưƖǔ 

ĭ ưƖƳい 

ǹȆȃȔンǰ数 ǫǦンȈƷ最後Ʒ数 

⓪ ⓪ ⓪ ⓪ 

Ĭ Ĭ Ĭ Ĭ 

ĭ ĭ ĭ ĭ 

Į Į Į Į 

į į į į 

İ İ İ İ 

ı ı ı ı 

Ĳ Ĳ Ĳ Ĳ 

ĳ ĳ ĳ ĳ 

Ĵ Ĵ Ĵ Ĵ 

運動機能ࡢ測ᐃࡣ以ୖ࡛ࠋࡍ 









検査日     年   月   日 

ID㸦通し番号㸧 

名前 

生年月日     年   月   日       年齢   才 

 

血圧   ձ    ／    mmHg     ղ    ／    mmHg    

心拍数             ／分 

 

腹囲(臍部 呼気終末࡛)      ｃｍ 

 

頚部エコー 

IMT (far wall、Bulbより 1.5cm付近࡛１ｃｍあけ࡚ 2箇所測定) 

Rt  ձ       mm   ղ       mm 

Lt  ձ       mm   ղ       mm 

 

Stenosis   あり   ࡞し 

㸦以ୗは Stenosisあࡗた場合࡟記載㸧 

Max IMT(1.1mm以ୖかࡘ最大部)    Rt :       mm   ,   Lt :        mm 

Pulse Wave Doppler 

 Rt  Systolic flow          cm/sec,  Diastolic flow        cm/sec 

 Lt   Systolic flow          cm/sec,  Diastolic flow        cm/sec 

Rt                                           Lt 



 

「健康長寿研究」事前アンケート 

 

＊回 答 方 法＊ 
 

（１）アンケートのご回答には「正しい答え」や「間違った答え」というものは

ございません。あまり深く考えずに思ったとおりにお答えください。   

記入漏れがございますと、データとして使用できない場合がありますので 

質問は飛ばさずにお答えください。 

ただし、答えたくない質問がありましたら、ご回答いただかなくても 

構いません。 

 

（２）ご回答して頂いた結果につきましては、統計的に処理いたしますので、 

個々人のご回答を外部に公表しないことをお約束いたします。 

 

（３）調査当日までに事前アンケートにご回答いただき、調査当日にご持参 

ください。 

************************************************************************ 

 
お問い合わせ ご質問等がございましたら、下記までご連絡ください。 

〒565－0871 大阪府吹田市山田丘 1-2 

大阪大学大学院人間科学研究科 健康長寿研究会 

研究責任者 権藤恭之 

担当者 中川威、立平起子、小園麻里菜、美納悠生、辻祐美 
電話: 090-9280-1369  ファックス：06-6879-8061 

 

【記入方法】 

＊ 当てはまる数字に○をつけてください。 

＊ 間違った場合は、×をつけて訂正してください。 

調査員記入欄 

【記入例】 

Q．今日の気分はいかがですか。 

１．とても良い 

２．まあまあ良い 

３．少し悪い 

４．とても悪い 



1 

【質問１】あなたのお生まれについてお尋ねします。 

[１－１] 

お生まれになられた場所（都道府県・市町村）は 

どちらですか。 

 

 

[１－２] 

子どもの頃に住んでいらっしゃった場所は 

どちらですか。 

幼少時代を主に過ごされた場所を教えてください。 

 

 

[１－３] 

ここに暮らして何年になりますか。 （    ）年 

 

【質問２】あなたご自身についてお尋ねします。 

[２－１] あなたが現在、同居している方すべて
．．．

に○をつけてください。（複数回答可） 

１． 一人暮らし      ２． 配偶者        ３． 父・母（義父・義母） 

４． 子ども（嫁・婿）   ５． 孫（孫の嫁・婿）   ６． その他 

[２－２] 現在、配偶者の方と同居されていない場合、 

配偶者の方との現在のご関係を教えてください。 

１． 死別    ２． 別居（施設入所を含む）   ３． 離別    ４． 未婚 

 

  

[２－３] 

現在のあなたの経済状況について、 

最も当てはまるものを１つ選んで○をつけてください。 

１． 全くゆとりがない 

２． あまりゆとりがない 

３． 普通である 

４． ややゆとりがある 

５． 非常にゆとりがある 
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【質問３】あなたの人との付き合いについてお尋ねします。 

[３－１]  離れて暮らしているお子さんがいらっしゃいますか。 

 １． いる ⇒ （      ）人        ２． いない 

離れて暮らしているお子さんについておたずねします。 

お子さんとのやりとりを全部合計して、大体何回くらい会ったり、 

電話や手紙のやりとりをしていますか。（電子メールや FAX を含む） 

１． １週間に２回以上    ２． １週間に１回ぐらい 

３． １ヶ月に２，３回    ４． １ヶ月に１回ぐらい    

５． １ヶ月に１回より少ない ６． まったくない     ７． わからない 

[３－２] 

あなたには、心を打ち明けて、 

自分の思っていることや心配ごとを話すことが

できる親しい友達はいますか。 

 １． いる ⇒ （     ）人 

 ２． いない 

 ３． わからない 

[３－３] 

あなたには、お互いに家を行き来する 

ような間柄のご近所の人はいますか。 

 １． いる ⇒ （     ）人 

 ２． いない 

 ３． わからない 

[３－４] 

普段どのぐらい、友達やご近所や親戚の方と会ったり、一緒に出かけたり、お互いの家をた

ずねたりしますか。※お子さんは含めないでお答えください。 

１． １週間に２回以上    ２． １週間に１回ぐらい 

３． １ヶ月に２，３回    ４． １ヶ月に１回ぐらい    

５． １ヶ月に１回より少ない ６． まったくない     ７． わからない 

[３－５] 

普段どのぐらい、友達やご近所や親戚の方とのやりとりがありますか。 

（電話、電子メール、FAX を含む）※お子さんは含めないでお答えください。 

１． １週間に２回以上    ２． １週間に１回ぐらい 

３． １ヶ月に２，３回    ４． １ヶ月に１回ぐらい    

５． １ヶ月に１回より少ない ６． まったくない     ７． わからない 
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[３－６] 

あなたのまわりの人たち（ご家族を含む）の中で、 

以下にあてはまるような人はいますか。 
は
い 

い
い
え 

１ 
あなたが心配事や困りごとがあるとき、 

あなたの言うことに耳をかたむけてくれる人はいますか・・・・・ 
１ ２ 

２ いたわりや思いやりを示してくれる人はいますか・・・・・・・・・・・ １ ２ 

３ 
あなたが病気になったとき、 

まわりの人たちでお世話をあてにできる人はいますか・・・・・・ 
１ ２ 

４ 
あなたが経済的に援助が必要になったとき、 

まわりの人たちの中であてにできる人はいますか・・・・・・・・ 
１ ２ 

５ 
日頃の生活で、ちょっとした手助けが必要なとき、 

手助けしてくれる人はいますか・・・・・・・・・・・・・・・・ 
１ ２ 

６ 
ホームヘルプ、デイサービスなど保健福祉サービスについて 

詳しく知りたいときに相談できる人や窓口を知っていますか・・・ 
１ ２ 

 

 [３－７] 

普段、買い物、散歩、通院などで 

外出する頻度はどれくらいですか。 

１． 1 週間に 1回未満 

２． 1 週間に１、２回 

３． 1 週間に３、４回 

４． 1 週間に５、６回 

５． 毎日 

 

【質問４】これまでのご経験についてお尋ねします。 

[４－１] 子育ての経験がありますか。 

１． 中心となってやった 

２． 手伝い程度 

３． していない  

[４－２] ご家族の方を介護した経験がありますか 

（現在介護されている場合も含む）。 

１． 中心となってやった 

２． 手伝い程度 

３． していない  
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【質問５】あなたの考えについてお尋ねします。 

 

 

【質問６】あなたの普段の行動についてお尋ねします。 

 

  

以下の文章を読んで、 

あなたの考えに最も当てはまる番号に○をつけてください。 

全
く
当
て
は
ま
ら
な
い 

あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ま
あ
当
て
は
ま
る 

非
常
に
当
て
は
ま
る 

１ 自分の経験や知識を人に伝えるようにしている・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 私が人のためにしてきたことは、後世にも残ると思う・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

３ 私が死んでも、人は私のことを覚えていてくれるだろう・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 何かに向かって前進していると感じる・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 無理のない範囲で募金したい・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

以下の文章を読んで、 

あなたの普段の行動に最も当てはまる番号に○をつけてください。 

全
く
当
て
は
ま
ら
な
い 

あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ま
あ
当
て
は
ま
る 

非
常
に
当
て
は
ま
る 

１ 一日一回は声を出して笑おうと心がけている・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

２ 逆境になっても、へこたれない・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

３ つらい思い出より楽しい思い出を人に話す・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

４ 崖っぷちでも、あきらめない・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

５ 失敗しても頑張れる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ 

６ 悪いニュースより良いニュースを先に見たり聞いたりする・・・ １ ２ ３ ４ ５ 
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【質問７】現在あなたが行っている余暇活動
．．．．

についてお尋ねします。 

 仕事・家事以外の余暇活動で、現在あなたが行っている内容すべて
．．．

に☑してください。 

  
行っている余暇活動

の左マスにチェック

してください。 

 

8.宗教活動
折り紙 機械の修理 祈りや瞑想
マジック 家財道具の修理 教会や礼拝堂への出席
手遊び 日曜大工 寺や神社への参拝
裁縫 組立の必要なものの 墓参り

健康体操 手工芸 購入や計画
✔ ゴルフ 機織り 9.学習活動

魚釣り フラワーアレンジメント 絵画･描画
園芸や盆栽、 カードゲーム 記事のスクラップ
　　　　ガーデニング クロスワードパズル 講演会への参加

散歩 家事以外の買い物 言葉遊び 講習会への参加
ウォーキング 家事以外の ジグソーパズル 仕事の一環として
ジョギング 　　　　　　料理やお菓子作り 数独（ナンプレ）  　　　　　　本を読む
ハイキング 写経 そろばん 仕事のスキルアップ
山歩き 書道 知識ゲーム カルチャースクールや
登山 華道 テレビゲーム 高齢者大学への参加
アウトドア 茶道 パソコンゲーム 小説や詩の創作
スキー 日本舞踊 ボードゲーム 俳句･短歌の創作
畑仕事 着付け 麻雀 外国語の勉強
魚釣り 切手などの収集 囲碁 漢字練習
自転車 吟行 将棋 計算ドリル
野球 音楽鑑賞 脳トレ
グランドゴルフ 芸術鑑賞（観劇など） 5.テレビ・ラジオの視聴
ゲートボール 美術鑑賞 テレビを見る 10.テクノロジーの利用
ゴルフ カラオケ ラジオを聞く 楽器演奏
ミニゴルフ コーラス 算術計算

テニス 詩吟 6.個人的な社会活動 写真撮影
バウンドテニス 仕事に関係のない 外出 税金の支払い
輪投げ ビジネス（株・投資など） 外食 ソフトウェアの利用
ダンス バードウォッチング 会話（対面） パソコンや
バドミントン 自然観察 誕生日会など 　　　インターネット
ラケットボール 狩猟 パーティーへの出席 メール
インディアカ 図書館へ行く デイサービスの利用
バレーボール 新聞を読む 電話 11.旅行
ボーリング 雑誌を読む 友達と食事会を開く 県外への旅行
重量挙げ 本を読む 友達や親戚宅への訪問 国外への旅行
筋力トレーニング 民謡を歌う 県内への旅行
体力づくり 骨董 7.公的な社会活動 旅行の計画や準備
空手 陶芸 会議への参加
健康体操 彫刻 クラブ活動への参加 12.休息・リラックス
太極拳 手紙を書く 催し物への参加 飲酒
気功 日記をつける 政治活動への参加 入浴
ストレッチ 動物の飼育 講演活動 温泉に行く
ピラティス ツーリング 自治会活動 ぶらぶらする
ボディヒーリング ドライブ 商工会活動 ごろ寝
ヨガ 競馬 町内会活動 昼寝
エアロビクス パチンコ 老人会活動 マッサージ
アクアビクス ビリヤード ボランティア活動
水泳 民生委員 13.その他
水中ウォーキング
帆走

具体的にご記入ください

（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）
（　　　　　　　　）

2.趣味活動 3.修理・組立

例）身体的活動

1.身体的活動

4.ゲーム
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最近
．．

1
．
週間
．．

の余暇活動（仕事や家事以外の活動）を行った日数と時間をお答え下さい。 

※余暇活動には、テレビを見る、新聞を読む、ごろ寝をするなども含まれます。 

 

 活動の種類 頻度 

例 詩 吟 

1 週間  ３ 日 

１日 約 １ 時間 30 分 

１ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

２ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

３ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

４ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

５ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

６ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

７ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

８ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

９ 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 

10 

 1 週間    日 

１日 約   時間   分 
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【質問８】過去３年間
．．．．．

（平成 22 年以降）に次のようなことがありましたか。 

「あった」と答えた方は、それがいつあったかお答え下さい。 

※お子様やお孫さんに関する質問は、同別居を問わず全ての方についてお考え下さい。 

 

この３年間に 

以下の出来事はありましたか？ 

な
か
っ
た 

あ
っ
た 

「あった」場合 
いつの出来事ですか。 

例 宝くじがあたった １ ２ 平成 ２２年 ３月 

（1） 自分が大きな病気やけがをした １ ２ 平成   年  月 

（2） 家族が大きな病気やけがをした １ ２ 平成   年  月 

（3） 
自分の子どもの結婚 

(子どものいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 

（4） 
孫の誕生 

(孫がいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 

（5） 
自分の子どもの入学(孫は対象外) 

(子どものいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 

（6） 引っ越し １ ２ 平成   年  月 

（7） 
住環境の変化  

(例:日照権、公害) 
１ ２ 平成   年  月 

（8） 
財産や資産の損失、獲得 

(例遺産相続、家の新築・購入) 
１ ２ 平成   年  月 

（9） 
暮らし向きの急変 

(例:収入の大幅減少、大きな借金) 
１ ２ 平成   年  月 

（10） 
夫婦関係のトラブル 

(配偶者のいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 

（11） 家庭内で問題が起きた １ ２ 平成   年  月 

（12） 親戚とのトラブル １ ２ 平成   年  月 

（13） 友人や隣人とのトラブル １ ２ 平成   年  月 

（14） 
事故、犯罪などの被害、訴訟 

(例:交通事故、泥棒、詐欺) 
１ ２ 平成   年  月 

（15） 
自分の子どもとの同居 

(子どものいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 
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次のページからは、歯学の質問です。 

この３年間に 

以下の出来事はありましたか？ 
な
か
っ
た 

あ
っ
た 

「あった」場合 
いつの出来事ですか。 

（16） 
自分の子どもとの別居 

(子どものいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 

（17） 自分の完全な退職・引退 １ ２ 平成   年  月 

（18） 
配偶者の完全な退職・引退 

(配偶者のいない方は「1なかった」) 
１ ２ 平成   年  月 

（19） 
自分が 

再就職、転職、就職、事業を始めた 
１ ２ 平成   年  月 

（20） 

自分の子どもが 

再就職、転職、就職、事業を始めた 

(子どものいない方は「1なかった」) 

１ ２ 平成   年  月 

（21） 配偶者との死別 １ ２ 平成   年  月 

（22） 自分の子どもとの死別（嫁、婿も含む） １ ２ 平成   年  月 

（23） 親しい友人との死別 １ ２ 平成   年  月 

（24） 親との死別(義父母も含む) １ ２ 平成   年  月 

（25） 
きょうだいとの死別 

(義理のきょうだいも含む) 
１ ２ 平成   年  月 

（26） 家族・親族・友人の介護 １ ２ 平成   年  月 

（27） 
その他自分にとって重要であった出来事 

（具体的に:            ） 
１ ２ 平成   年  月 

（28） 
その他自分にとって重要であった出来事 

（具体的に:            ） 
１ ２ 平成   年  月 
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次のページからは、 

歯学に関する質問です。 

よろしくお願いします。 
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【質問９】あなたの口の状態についてお尋ねします。 

[９－１] 食事中、口の中が乾いて食べにくいことがありますか。 
１． はい 

２． いいえ 

 

[９－２] 夜間や起床時にのどが乾いていますか。 
１． 乾いている 

２． 乾いていない 

 

[９－３] 

食物を咬むことについて満足されていますか。 

（義歯を使っている方は、義歯を入れた状態としてお答え下さい） 

１． 満足 

２． どちらでもない 

３． 不満 

 

[９－４] 

食べ物や飲み物を飲み込むとき、のどに詰まりかけたり、 

むせたりすることがありますか。 

１． はい 

２． いいえ 

 

[９－５]  

味覚（食べ物の味の感じ方）について満足されていますか。 

１． 満足 

２． どちらでもない 

３． 不満 

 

[９－６] １日に何回歯をみがきますか。 

１． みがかない日もある 

２． １日１回 

３． １日２回 

４． １日３回以上 

 

 

 

以下では、歯学調査に関する質問を行います。 
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[９－７] かかりつけの歯科医院はありますか。 
１． はい 

２． いいえ 

 

[９－８] 歯科の定期検診を受けておられますか。 

１． 1〜3 ヶ月に一度 

２． 半年に一度 

３． １年に一度 

４． 数年に一度 

５． 受けていない 

 

[９－９] 歯について気になることがありますか。 

（義歯ではなく自分の残っている歯についてお答えください） 

     あなたにあてはまるすべて
．．．

の番号に○をつけてください（複数回答可）。 

 １． 特にない               ２． 痛い、しみることがある 

 ３． 痛くはないが虫歯やかけたところがある ４． 歯がグラグラ動く 

 ５． 見た目が悪い（色や歯並びなど）    ６． その他（            ） 

 

[９－１０] 歯ぐきや口の粘膜について気になることがありますか。 

（義歯ではなく自分の残っている歯についてお答えください） 

      あなたにあてはまるすべて
．．．

の番号に○をつけてください（複数回答可）。 

 １． 特にない       ２． 歯ぐきが痛い  ３． 歯ぐきがはれている   

 ４． 歯ぐきがやせている  ５． 歯ぐきから血やうみが出る 

 ６． 口内炎がよくできる  ７． その他（                    ） 

 

【質問１０】義歯についてお尋ねします。 

[１０－１] あなたは取り外し式の義歯をお使いですか。 
１． はい 

２． いいえ 
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※義歯を使用している方にお尋ねします。 

[１０－２] 上（あご）の義歯に不満足な点はありますか。 

       あなたにあてはまるすべて
．．．

の番号に○をつけてください（複数回答可）。 

 １． 不満はなく、満足している 

 ２． 食事中はずれやすい  ３． うまく咬めない  ４． 発音しにくい 

 ５． 食事中痛い      ６． 見た目が悪い   ７． その他（        ） 

[１０－３] 下（あご）の義歯に不満足な点はありますか。 

       あなたにあてはまるすべて
．．．

の番号に○をつけてください（複数回答可）。 

 １． 不満はなく、満足している 

 ２． 食事中はずれやすい  ３． うまく咬めない  ４． 発音しにくい 

 ５． 食事中痛い      ６． 見た目が悪い   ７． その他（        ） 

 

【質問１１】次に、以下の食品を食べる時の、咬み具合についてお尋ねします。 

以下の文章を読んで、 

あなたに最も当てはまる番号に○をつけてください。 

食
べ
た
こ
と
が
な
い 

嫌
い
だ
か
ら
食
べ
な
い 

食
べ
ら
れ
な
い 

困
難
だ
が
食
べ
ら
れ
る 

小
さ
く
す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る 

普
通
に
食
べ
ら
れ
る 

１ ごはん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２ 食パン（焼）・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

３ キャベツ（生）・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

４ りんご・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

５ こんにゃく・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

６ かまぼこ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ 牛肉（焼）・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

８ ピーナッツ・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

９ 堅焼きせんべい・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

10 グミゼリー・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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【質問１２】食事のことについてお尋ねします。 

[１２－１] この３年で味覚が低下したと感じますか。 

１． 低下した 

２． 変わらない 

３． 敏感になった 

 

[１２－２] この３年で食べる量が変わりましたか。 

１． 大変減った 

２． 少し減った 

３． 変わらない 

４． 少し増えた 

５． 大変増えた 

 

[１２－３] あなたの食事は主に誰が作られていますか。 

１． 自分 

２． 配偶者 

３． その他の家族 

４． ヘルパーなど 

５． その他 (買った物、外食、 

宅配サービスの利用等) 

 

[１２－４]  

食べる物を選ぶ、または食事を作る時に 

現在の歯の状態を考えていますか。 

１． 食べにくい物は避ける 

２． 食べにくい物でも 

   工夫して食べている 

３． 特に気にしていない 

 

 

 

次のページからは、医学の質問です。 
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【質問１３】あなたの身長、体重をお尋ねします。 

身 長 体 重 

（        ）cm （       ）kg 

 

 

【質問１４】あなたのご病気についてお尋ねします。 

今までに 

以下の病気にかかったことがありますか。 は
い 

い
い
え 

最初に治療を受けた 

年もしくは年齢 

（分かるほうで記入） 

治療中

のもの

に○ 

１ 高血圧 １ ２ 昭・平 年 歳 
 

２ 糖尿病 １ ２ 昭・平 年 歳 
 

３ 
高脂血症 

（コレステロールや中性脂肪が高いなど） 
１ ２ 昭・平 年 歳 

 

４ 高尿酸血症 １ ２ 昭・平 年 歳 
 

５ 腎臓病 １ ２ 昭・平 年 歳 
 

６ 骨粗鬆症 １ ２ 昭・平 年 歳 
 

７ 心臓病 [詳細：         ] １ ２ 昭・平 年 歳 
 

８ 脳卒中 [詳細：         ] １ ２ 昭・平 年 歳 
 

９ 
悪性腫瘍 

（がん） 
[詳細：         ] １ ２ 昭・平 年 歳 

 

10 骨折 [部位：         ] １ ２ 昭・平 年 歳 
 

11 手術 [部位：         ] １ ２ 昭・平 年 歳 
 

以下では、医学調査に関する質問を行います。 
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その他にあればご記入ください。 

最初に治療を受けた 

年もしくは年齢 

（分かるほうで記入） 

治療中

のもの

に○ 

１ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

２ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

３ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

４ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

５ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

６ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

７ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

８ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

９ 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

10 病名[                   ] 昭・平 年 歳 
 

 

 

【質問１５】ご家族のご病気についてお尋ねします。 

[１５－１] あなたのご家族は、過去に次の病気にかかったことがありますか。 

あてはまるすべて
．．．

の番号に◯をつけてください（複数回答可）。 

※ご兄弟、お子様が複数おられた場合は、全員ひとまとめとして考えてください。 

 

高
血
圧 

糖
尿
病 

心
臓
病 

悪
性
腫
瘍 

（
が
ん
） 

脳
卒
中 

そ
の
他  

父 １ ２ ３ ４ ５ ６ [詳細：           ] 

母 １ ２ ３ ４ ５ ６ [詳細：           ] 

兄弟 １ ２ ３ ４ ５ ６ [詳細：           ] 

子ども １ ２ ３ ４ ５ ６ [詳細：           ] 
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[１５－２] あなたのお父様は現在ご存命ですか。 

 １． はい、 

現在（       ）歳です。 

２． いいえ、 

（      ）歳で亡くなりました。 

[１５－３] あなたのお母様は現在ご存命ですか。 

 １． はい、 

現在（       ）歳です。 

２． いいえ、 

（      ）歳で亡くなりました。 

 

【質問１６】あなたの血圧についてお尋ねします。 

[１６－１] 

日頃から定期的に血圧を測っていますか。 

 

１． はい 

２． いいえ 

 

［１６－１］で１．はいとお答えの方に質問です。 

[１６－２] 血圧はどこで測っていますか。 

１． 自宅 

２． 病院 

３． デイサービスなど 

４． その他（         ） 

[１６－３] 

 血圧を測る時間はいつも決まっていますか。 

１． はい 

２． いいえ 

[１６－４] 血圧は大体いつ頃測られていますか。 

おおよその時間を教えてください。 
（         ）時頃 

 

  

 

 

血圧手帳やデイサービスの血圧記録など、日頃の血圧が分かるものを 

調査時にご持参ください。 

２．いいえを選ばれた方は、

次のページの【質問１７】

に進んでください。 
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【質問１７】現在、内服している薬や過去に内服した薬についてお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

薬剤名 
１回量 

（例; 5mg） 
飲み方 

服薬され始めた 

年もしくはお歳 

(分かるほうで記入) 

１   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

２   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

３   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

４   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

５   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

６   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

７   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

８   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

９   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

10   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

11   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

12   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

13   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

14   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

15   1 回  錠×1日  回 昭・平 年 歳 

最近受け取ったお薬の説明書やお薬手帳を調査時にご持参ください。 

なお、それが難しいようであれば、下記に分かる範囲でお書きください。 
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【質問１８】普段のお薬の飲み方についてお聞きします。 

[１８－１] 今までにお薬を飲み忘れたことがありますか。 
１． はい 

２． いいえ 

[１８－２] お薬を飲むことを時々忘れますか。 
１． はい 

２． いいえ 

[１８－３]  

調子が良い時、お薬を飲むのを止めることがありますか。 

１． はい 

２． いいえ 

[１８－４]  

お薬を飲んだあと調子が悪いと感じたときに、 

お薬を飲むことを止めますか。 

１． はい 

２． いいえ 

 

【質問１９】あなたの最近の体調についてお尋ねします。 

[１９－１] 

医師から病気のため 

運動や日常生活の制限が必要と言われたことがありますか。 

１． はい 

２． いいえ 

[１９－２] 最近３か月以内に入院しましたか。 
１． はい 

２． いいえ 

[１９－３]  

運動時あるいは安静時に 

５－１０分持続する胸の痛みを感じることがありますか。 

１． はい 

２． いいえ 

[１９－４] 体を動かすと息切れすることがありますか。 
１． はい 

２． いいえ 

[１９－５] 腰や関節に痛みを感じることがありますか。 
１． はい 

２． いいえ 
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  以上でアンケートは終わりです。お疲れ様でした。 

   お手数ですが、最後に記入漏れがないかご確認ください。 

   最後までお答え頂き、誠にありがとうございます。 
 

 

 

 

 

この調査に関するご意見・ご感想がございましたら、下の空欄にご自由に 

お書きください。 

ご協力いただきましたことに、厚く御礼申し上げます。 

 

 

ご意見・ご感想 



 

 

  

 ࢺ࣮ࢣン࢔健康長ᑑ研究ࠖ当日ࠕ

 

 

 

 

 

 

 

㸨注 意 点㸨 

㸦㸯㸧事前࢔ン࡜ࢺ࣮ࢣ同様ࠊ࡟調査当日࢔ࡢࡇࡶ࡟ン࡟ࢺ࣮ࢣ回答࠾ࢆ願いい

 ࠋࡍࡲࡋࡓ

 

㸦㸰㸧࢔ンࠊࡣࢺ࣮ࢣ次ࡢページࡽ࠿㸯㸲ページࠋࡍ࡛࡛ࡲ 

 

㸦㸱㸧質問ࡢ意味ࡀわ࡞ࡽ࠿い場合ࠊࡣ調査員࠾࡟尋ࡉࡔࡃࡡいࠋ 

 

㸦㸲㸧希望࡟応ࠊ࡚ࡌ調査員ࡀ質問ࢆ読ࡢࡲࡉ࡞ࡳࠊࡆୖࡳ回答ࢆ代わ࡟ࡾ記入

いࡈࠋࡍࡲࡋࡓ希望ࡢ方ࠊࡣ調査員࡟申ࡋ付ࡉࡔࡃࡅいࠋ 

 

 

 ࠚ記入方法ࢡ࣮࣐࠙

㸨 当࡚ࡿࡲࡣ数Ꮠࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

㸨 間㐪ࡓࡗ場合࡚ࡅࡘࢆ×ࠊࡣ訂ṇࡉࡔࡃ࡚ࡋいࠋ 

 

 

 

調査員記入欄 

Ƃ記入例ƃ 

Q．今日Ʒ気分ƸいƔƕưすƔ。 

Ძ．ƱƯも良い 

Წ．まあまあ良い 

Ჭ．少し悪い 

Ხ．ƱƯも悪い 



 

1 

 

࠙質問㸯ࠚあࡢࡓ࡞健康状態ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 現在ࡢあࡢࡓ࡞健康状態ࡘ࡟い࡚ࠊ 

最ࡶ当࡚ࢆࡢࡶࡿࡲࡣ㸯ࡘ選ࢆ○࡛ࢇ 

 ࠋいࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘ

䠍． 健康࡛࡞ࡣい 

䠎． あࡾࡲ健康࡛࡞い 

䠏． ࡲあ健康࡞方ࡔ 

䠐． ࡶ࡚࡜健康ࡔ 

 

࠙質問㸰ࠚ最近ࡢあࡢࡓ࡞状況ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

[㸰㸫㸯]   普段ࡣ何࡛࡞ࡶいࡀ࡜ࡇ煩わࡋい࡜思う 

㸯． ほࡃࡓࡗࡲࡣࡃࡋࡶࠊ࡝ࢇ࡜感ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡿࡌ 㸦1日未満㸧 

㸰． ࡣࡃࡋࡶࠊࡣ࡟ࡲࡓ少々ࡣ感ࡀ࡜ࡇࡓࡌあࡓࡗ 㸦1-2日程ᗘ㸧 

㸱． ࡣࡃࡋࡶࠊࡤࡋࡤࡋ結構感ࡣ࡜ࡇࡓࡌあࡓࡗ 㸦3-4日程ᗘ㸧 

㸲． ほ࡜ࡗࡎࡣࡃࡋࡶࠊ࡝ࢇ࡜感࡚ࡌいࡓ 㸦5-7日程ᗘ㸧 

[㸰㸫㸰]   何ࡶࡢࡿࡍࢆ億ຕ࣭ࡔ面倒ࡔ 

㸯． ほࡃࡓࡗࡲࡣࡃࡋࡶࠊ࡝ࢇ࡜感ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡿࡌ 㸦1日未満㸧 

㸰． ࡣࡃࡋࡶࠊࡣ࡟ࡲࡓ少々ࡣ感ࡀ࡜ࡇࡓࡌあࡓࡗ 㸦1-2日程ᗘ㸧 

㸱． ࡣࡃࡋࡶࠊࡤࡋࡤࡋ結構感ࡣ࡜ࡇࡓࡌあࡓࡗ 㸦3-4日程ᗘ㸧 

㸲． ほ࡜ࡗࡎࡣࡃࡋࡶࠊ࡝ࢇ࡜感࡚ࡌいࡓ 㸦5-7日程ᗘ㸧 

 

［㸰㸫㸱］ 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ最近㸰週間ࡢあࡢࡓ࡞状態࡟ 

最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

ࡲ
っ
ࡓ
く
࡞
い 

ほ
ࢇ
ࡢ
ࡓ
ࡲ
 ࡟

半
分
以
ୗ
ࡢ
期
間
 ࢆ

半
分
以
ୖ
ࡢ
期
間
 ࢆ

ほ
࡜
ࢇ
࡝
い
ࡘ
 ࡶ

い
ࡘ
 ࡶ

㸯 明ࠊࡃࡿ楽ࡋい気ศ࡛過࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 

㸰 落ࡕ着いࣛࣜࠊࡓッࡓࡋࢫࢡ気ศ࡛過࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 

㸱 意欲的࡛ࠊ活動的࡟過࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡋࡈ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 

㸲 ࡜ࡾࡍࡗࡄ休ࠊࡵ気持࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡵࡊࡵࡃࡼࡕ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 

㸳 日常生活ࡢ中ࠊ࡟興味ࡢあࢇࡉࡃࡓࡀ࡜ࡇࡿあࡓ࣭ࡗ ࣭࣭  䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 



 

2 

 

࠙質問㸱ࠚあࡈࡓ࡞自身ࡘ࡟い࡚࠾伺いࠋࡍࡲࡋ 

 次ࡢ文章ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣい自ศ࡟当࡚࡜ࡿࡲࡣ思いࠋ࠿ࡍࡲ そ
う
࡛
࡞
い 

 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ
そ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ

そ
う
 ࡔ

そ
う
 ࡔ

 

㸯 人ࡢあࢆࡉࡓࡀࡾ実感࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸰 ひ࡛ࡾ࡜過࡞ࡽࡲࡘࡣࡢࡍࡈい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸱 死後ࡢ世界ࡀあ࡜ࡿ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸲 ࡘい見栄ࢆ張ࡲࡋ࡚ࡗう࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸳 振ࡾ返ࠕࠊ࡜ࡿࡳ࡚ࡗ自ศ࡜ࠖࡓࡁ࡚ࡗࡸࡃࡼࡣ思う࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸴 生࡚ࢀࡉ࠿い࡜ࡿ感ࡀ࡜ࡇࡿࡌあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸵 過去ࡔࡇࡔࡲ࡛࡜ࡇࡢわ࡚ࡗいࡀ࡜ࡇࡿあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

8 良いࡶ࡜ࡇ悪いࠊࡶ࡜ࡇあࡾࡲ考え࡞い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡔࡆ࠿࠾ࡢ人ࡢ௚ࠊ࡜ࡿあࡀ࡜ࡇいࡼ 9  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

10 私ࡢ気持ࡣࡕ昔࡜今ࢆ行ࡾࡓࡗ来࡚ࡋࡾࡓい࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

11 自ศࡾࡼ࡜ࡇࡢ人ࡎࡲࢆ࡜ࡇࡢ考え࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡞ࡋࡼࡃࡼࡃࡶ࡚ࡗあࡀ࡜ࡇい࡞ࡁ࡛ 12  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

13 周ࡢࡾ人ࡢ支えࡀあࡇࡽ࠿ࡿそ私ࡣ生࡚ࡁい࣭࣭࣭࣭ࡿࡅ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

14 ひ࡛ࡾ࡜いࡶࡢࡿ悪࡞ࡃい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

15 善悪ࡢ区ูࡣ࡜ࡇࡿࡍࢆ難ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

16 神様ࡸ仏様ࡼࡢう࡞人智ࢆ超えࡓᏑ在ࡀあ࡜ࡿ思う࣭࣭ ࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

17 人࡚ࡗࡸࡀいࡘࠊ࡟࡜ࡇࡿい口ࢆ出࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ࡞ࡃࡓࡋ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

18 自ศࡀいࠊࡶ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞未来࡟何ࡀ࠿伝わ࡜ࡿ思う࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

19 人ࡢ気持ࡃࡼࡀࡕわࡼࡿ࠿う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡗ࡞࡟  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

20 
 ࡜ࡕいう気持࡜いいࡶ࡛ࢇう死ࡶ

࣭࣭ࡿい࡚ࡋ同居ࡀࡕいう気持࡜いࡓい࡚ࡁ生ࡋう少ࡶ   ࣭
䠍 䠎 䠏 䠐 
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㸦続ࡍ࡛ࡁ㸧 

次ࡢ文章ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣい自ศ࡟あ࡚࡜ࡿࡲࡣ思いࠋ࠿ࡍࡲ 

そ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ
そ
う
࡛
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࠿
࡜
い
え
 ࡤ

そ
う
 ࡔ

そ
う
 ࡔ

21 ௚ࡢ人ࡋࡲ⩎ࢆ࡜ࡇࡢい࡜思うࡀ࡜ࡇあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

22 自ศࡢ人生ࡣ意⩏ࡢあ࡜ࡓࡗࡔࡢࡶࡿ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

23 昔ࡾࡼ思いࡀࡾࡸ深࡜ࡓࡗ࡞ࡃ思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

24 ひ࡛ࡾ࡜静࡟࠿過ࡍࡈ時間ࡣ大ษ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡔ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡌ感ࡃ強ࢆࡾࡀ繋ࡢ࡜先祖様ࡈ 25  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

26 毎日ࡀ楽ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

27 細࠿いࡀ࡜ࡇ気࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡽ࡞࡟ 䠍 䠎 䠏 䠐 

 



 

 

࠙質問㸲ࠚあࡢࡓ࡞日常ࡢ活動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 
ࡣ
い 

い
い
え 

㸯 ࡸࢫࣂ電車ࢆ使࡚ࡗ一人࡛外出࡛࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ  ࣭ 䠍 䠎 

㸰 日用品ࡢ買い物࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ 䠍 䠎 

㸱 自ศ࡛食事ࡢ用意࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ 䠍 䠎 

㸲 請求書ࡢ支払い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ 䠍 䠎 

㸳 銀行預金࣭郵便貯金ࡢ出ࡋ入ࡀࢀ自ศ࡛࡛࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ  ࣭ 䠍 䠎 

㸴 ᖺ金ࡢ࡝࡞書類ࡀ書࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡅ  ࣭ 䠍 䠎 

㸵 新聞ࢆ読࡛ࢇい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

㸶 本ࡸ雑誌ࢆ読࡛ࢇい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

㸷 健康ࡘ࡟い࡚ࡢ記事ࡸ番組࡟関心ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 

10 友人ࡢ家࡚ࡡࡎࡓࢆい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

11 家族ࡸ友㐩ࡢ相談࡚ࡗࡢ࡟い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

12 病人ࢆ見舞う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ  ࣭ 䠍 䠎 

13 若い人࡟自ศࡽ࠿話ࡀ࡜ࡇࡿࡅ࠿ࡋあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 
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࠙質問㸳ࠚあࡀࡓ࡞目標や目的㸦*㸧ࡼࡢ࡝ࢆう࡟決࡚ࡵいࠊ࠿ࡢࡿ 

 目標や目的ࢆ達成ࡼࡢ࡝࡟ࡵࡓࡿࡍう࡞方法ࡘ࡟ࠊ࠿ࡢࡿ࡜ࢆい࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊࡳ䠍࡜䠎ࢆ比ࡉࡔࡃ࡚࡭いࠋあ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

 

* 目標ࡸ目的࡬ࠕࠊࡣそࢆࡾࡃ貯ࡿࡵ  ࠊࡽ࠿目標࡞ࡉ小ࡓࡗい࡜行うࠖࢆ趣味活動ࠕࠊࠖ

ࡿࡍࡁ健康࡛長生ࠕ     ࠋࡍࡲࡾあ࡛ࡲ目標࡞ࡁ大ࡓࡗい࡜ࠖࡿࡍ商売࡛成ຌࡸ௙事ࠕࠊࠖ

 

㸯 私ࡣ持࡚࢚ࡿネࣝࢆ࣮ࢠ 

 䠍  ࡟࡜ࡇࡢࢇࡉࡃࡓ振ࡾศࠋࡿࡅ 

 䠎  ひ࡟࡜ࡇࡢࡘ࡜集中࡚ࡋ注ࠋࡄ 

㸰 物事ࡼࡢ࡚ࡘ࠿ࠊࡀう࡟うࡃࡲい࡞࠿い時 

 䠍  そࡅཷࢆࢀ入ࠋࡿࢀ 

 䠎  前࡜同ࡼࡿ࡞࡟ࡌうࠊ࡟色々試ࠋࡿࡳ࡚ࡋ 

㸱 何ࡿࡍࢆ࠿時ࡣ 

 䠍  目標ࡸ目的ࢆいࡶࡘࡃ設定ࠊ࡚ࡋ同時ࡾྲྀ࡟組ࠋࡴ 

 䠎  そࡢ時々࡛ࡶ࡜ࡗࡶࠊ大事࡟࡜ࡇ࡞集中ࠋࡿࡍ 

㸲 何࠿問題ࡀ生ࡓࡌ時 

 䠍  あࡿࡺࡽດ力ࠊ࡚ࡋࢆ解決ࡼࡋうࠋࡿࡍ࡜ 

 䠎  ࡃࡽࡤࡋ様子ࠊ࡚ࡳࢆ成ࡾ行ࢆࡁ見守ࠋࡿ 

㸳 以前࡛ࡀ࡜ࡇࡓࡁうࡃࡲい࡞࠿い時 

 䠍  成ࡾ行ࡁ任ࠋࡿࡍ࡟ࡏ 

 䠎  何ࠊࡀ自ศ࡚ࡗ࡜࡟本当࡟大ษࠊ࠿ࡢ࡞考え直ࠋࡍ 

㸴 自ศ࡚ࡗ࡜࡟重要࡞物事࡟ᑐ࡚ࡋ 

 䠍  全力࡛ྲྀࡾ組࡞ࡁ࡛࠿࡞࠿࡞ࡣ࡜ࡇࡴいࠋ 

 䠎  精一杯ࡢ力࡛ྲྀࡾ組ࠋࡴ 
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続ࠋࡍ࡛ࡁ 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊࡳ䠍࡜䠎ࢆ比࡚࡭あ࡟ࡓ࡞当࡚ࡿࡲࡣ方ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

  

㸵 目標ࡸ目的ࡣ 

 䠍  多大࡞ດ力ࢆ要࡛ࡢࡶࡿࡍあࡶ࡚ࡗ選ぶࠋ 

 䠎  ດ力ࡶ࡚ࡃ࡞ࡋ㐩成࡛ࢆࡢࡶࡿࡁ選ぶࠋ 

 㸶 物事ࡀうࡃࡲ㐍࡛ࢇい࡞い時 

 䠍  そࡣ࡜ࡇࡢ打ࡕษࠋࡿࡵࡸࠊ࡚ࡋ࡟ࡾ 

 䠎  ࡎࡲ最ࡶ大ษ࡞目標࡟向࠿うࠋ 

㸷 ࡾࡸࡢ࡚ࡘ࠿方࡛ࡣ物事ࡀうࡃࡲい࡞࠿い時ࡣ 

 䠍  㐩成ࡢࡵࡓࡿࡍ௚ࡾࡸࡢ方ࢆ探ࠋࡍ 

 䠎  そࡢ状態ࡅཷࢆṆࠋࡿࡵ 

㸯㸮 自ศࡢ注意ࡣいࡶ࡛ࡘ 

 䠍  同時࡟いࡢࡶࡘࡃ目標࡟向い࡚いࠋࡿ 

 䠎  最ࡶ大事࡞目標࡟向い࡚いࠋࡿ 

㸯㸯 以前ほ࡝う࡞ࡁ࡛ࡃࡲい時 

 䠍  ࡛ࡶ࡚ࡃ࡞ࡁそ࡛ࢀいい࡜考えࠋࡿ 

 䠎  うࡼࡿࡁ࡛ࡃࡲうࠊ࡟௚ࡾࡸࡢ方ࡸ手段ࢆ見ࡅࡘ出ࠋࡍ 

㸯㸰 以前ࡼࡢう࡟うࡃࡲいࡓࡗ࠿࡞࠿時 

 䠍  状況ࡀ良ࢆࡢࡿ࡞ࡃ待ࠋࡘ 

 䠎  いࡢ࠿ࡘࡃ目標ࡸ目的ࢆあࡾࡼࠊࡵࡽࡁ大ษ࡟ࡢࡶ࡞集中ࠋࡿࡍ 
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࠙質問㸴ࠚあࡢࡓ࡞日常ࡢ活動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࡣ ࠋ
い 

い
い
え 

㸯 初ࡢ࡚ࡵ場所࡛ࡶ行ࡁ方ࢆ調࡚࡭出࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡅ࠿  ࣭ 䠍 䠎 

㸰 病人ࡢ看病࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ 䠍 䠎 

㸱 ビࡸ࢜ࢹ DVDࡢ࣮ࣖ࢖ࣞࣉ操作࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ 䠍 䠎 

㸲 携帯電話ࢆ使う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ  ࣭ 䠍 䠎 

㸳 携帯電話ࣃࡸソࢥンࡢメ࣮࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࣝ࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ  ࣭ 䠍 䠎 

㸴 ATMࢆ使う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ  ࣭ 䠍 䠎 

㸵 教育࣭教養番組ࢆ視聴࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

㸶 美術品ࠊ映⏬ࠊ音楽ࢆ鑑賞ࡀ࡜ࡇࡿࡍあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 

㸷 健康࡟関ࡿࡍ情報ࡢ信ぴࡻう性ࡘ࡟いุ࡚断࡛࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡁ  ࣭ 䠍 䠎 

10 自ศࡢࡾ࡞健康法ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 

11 外国ࡢニ࣮ࣗࡸࢫ出来事࡟関心ࡀあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 

12 関心ࡢあࡘ࡟࡜ࡇࡿい࡚調ࡀ࡜ࡇࡿ࡭あ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 

13 
詐欺ࠊひࠊࡾࡃࡓࡗ空ࡁ巣等ࡢ 

被害࡟あわ࡞いࡼう࡟ᑐ策࡚ࡋࢆい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭
䠍 䠎 

14 生活ࡢ中࡛ࡓࡋ࡜ࡗࡻࡕ工ኵࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆあ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲࡾ  ࣭ 䠍 䠎 

15 ⏫内会࣭自治会࡛活動࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

16 地域࠾ࡢ祭ࡸࡾ行事࡟࡝࡞参ຍ࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

17 孫ࡸ家族ࠊ知人ࡢ世話࡚ࡋࢆい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

18 自治会ࣉ࣮ࣝࢢࡸ活動ࡢ世話役ࡸ役職ࢆ引࣭࠿ࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡅཷࡁ  䠍 䠎 

19 奉௙活動ࡸボࣛン࢔࢕ࢸ活動࡚ࡋࢆい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 

20 散歩ࡸ軽い体操ࢆ定期的࡚ࡋ࡟い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࠿ࡍࡲ  ࣭ 䠍 䠎 
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࠙質問㸵ࠚあࡢࡓ࡞心ࡢ健康ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

 

࠙質問㸶ࠚあࡢࡓ࡞人生࡟対ࡿࡍ考え方ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

過去㸯ヶ月間ࠊ࡟ 

以ୗࡼࡢう࡟感ࡽࡃࢀ࡝ࡀ࡜ࡇࡓࡌいあ࠿ࡓࡋࡲࡾ？ 

 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ 

あ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

全
く
感
ࡌ
࡞
࠿
っ
 ࡓ

ࡓ
ࡲ
࡟
感
ࡌ
 ࡓ

時
々
感
ࡌ
 ࡓ

ࡋ
ࡤ
ࡋ
ࡤ
感
ࡌ
 ࡓ

い
ࡘ
ࡶ
感
ࡌ
 ࡓ

㸯 気ศࡀいい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸰 全࡚ࡀ骨折ࡾ損࡛あ࡜ࡿ感࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡌ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸱 ࡶ࡚࡜幸࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡔࡏ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸲 落ࡕ着࡞࠿いࠊそわそわ࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡍ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸳 満足࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸴 緊張࡛神経ࡀ高ぶ࡚ࡗい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸵 悲ࠊ࡚ࡂࡍࡋ何ࡶ࡚ࡋࢆ全然元気ࡀ出࡞い࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ 

あ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

全
く
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
ࡲ
ࡾ
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

や
や
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
あ
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 ࡢ࡛ࡲࢀࡇ人生࡟満足࡚ࡋい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 䠓 

㸰 思࡚ࡗいࡓ通ࡢࡾ人生ࢆ歩࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡵ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 䠓 

㸱 わࡼࡣࡋࡓい人生ࢆ送࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡓࡁ࡚ࡗ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 䠓 

㸲 ࡶう一ᗘ同ࡌ人生ࢆ歩ࡓࡳい࡜思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 䠓 

㸳 ࡢ࡛ࡲࢀࡇ望ࡔࠊࡣࡳいࡓい࣭࣭࣭ࡓࡁ࡚ࡗ࡞࠿  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 䠒 䠓 
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࠙質問㸷ࠚ日頃ࡢ健康行動ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

以ୗࡢ項目ࡽࡃࢀ࡝ࠊࡣいあ࡟ࡓ࡞当࡚ࠋ࠿ࡍࡲࡾࡲࡣ 

あ࡚࡟ࡢࡶࡿࡲࡣ㸯ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○ࡘいࠋ 

࡜
࡚
ࡶ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

ࡲ
あ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

あ
ࡲ
ࡾ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

全
く
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

㸯 栄養ࣛࣂン࡟ࢫ気࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡅࡘࢆ  ࣭ 㸯 㸰 㸱 㸲 

㸰 規則的࡞食生活࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡍࢆ  ࣭ 㸯 㸰 㸱 㸲 

㸱 ࠾酒ࢆ控えࠊ飲࡞ࡂࡍࡳい 

㸦࠾酒ࢆ飲࡞ࡲい方ࠕࡣ㸯㸬ࡶ࡚࡜当࡚ࡿࡲࡣ 㸧࣭ࠖ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭
㸯 㸰 㸱 㸲 

㸲 ࢆࢥࣂࢱ控えࠊ吸わ࡞い 

㸦ࢆࢥࣂࢱ吸わ࡞い方ࠕࡣ㸯㸬ࡶ࡚࡜当࡚ࡿࡲࡣ 㸧࣭ࠖ ࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭
㸯 㸰 㸱 㸲 

㸳 ࠾菓子ࢆ控えࠊ食࡭過࡞ࡂい࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 㸯 㸰 㸱 㸲 

㸴 ኴࡸࡂࡍࡾ痩࡟ࡂࡍࡏ注意ࠊࡋ体重管理࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࡍ  ࣭ 㸯 㸰 㸱 㸲 

㸵 定期的࡟運動ࢆ行うࡣࡓࡲࠊ運動不足࡞ࡽ࡞࡟い工ኵ࣭࣭ࡿࡍࢆ  ࣭ 㸯 㸰 㸱 㸲 

㸶 規則的࡟睡眠ࡣࡓࡲࠊࡿ࡜ࢆ十ศ࡞休息࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ࡜ࢆ  ࣭ 㸯 㸰 㸱 㸲 
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࠙質問㸯㸮ࠚ 

 

以ୗࡢ文章ࢆ読ࠊ࡛ࢇ 

あ࡟ࡓ࡞最ࡶ当࡚ࡿࡲࡣ番号ࡉࡔࡃ࡚ࡅࡘࢆ○࡟いࠋ 

全
く
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

あ
ࡲ
ࡾ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
ࡽ
࡞
い 

࡝
ࡕ
ࡽ
࡜
ࡶ
い
え
࡞
い 

ࡲ
あ
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

非
常
࡟
当
࡚
ࡣ
ࡲ
 ࡿ

㸯 ࡢࡇ先ࡣ明ࡿい࡜思う࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸰 今あࡿ目標࡞࠿ࡣう࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸱 困難࡟出会ࡢ࠿ࡽࢇ࡞ࡶ࡚ࡗ方法࡛ษࡾ抜࡜ࡿࢀࡽࡅ思う࣭࣭  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸲 

誰ࡀࡶあࠊࡶ࡚ࡵࡽࡁ 

私ࡣ問題ࡢ解決方法ࢆ見ࢁࡔࡿࢀࡽࡅࡘう࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭
䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸳 信仰心ࡣࡓࡲࠊ㐨徳的࡞教え࡟従࡚ࡗ生࡚ࡁい࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸴 信心ࡸ信念ࡀあࠊࡽ࠿ࡿ私ࡣ前向࡞ࡁ態ᗘ࡛い࣭࣭࣭࣭ࡿࢀࡽ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 

㸵 私ࠊࡣ毎日ࡼࡢう࡟新ࡋい楽ࢆࡳࡋ見࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡿࢀࡽࡅࡘ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 䠑 
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࠙質問㸯㸯ࠚ耳ࡢ機能状態ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

[㸯㸯㸫㸯] 

 ࠋࡍࡲࡋࡁ聞࠾い࡚ࡘ࡟えࡇ聞ࠊࡎࡲ

以ୗࡢ項目ࡢ࡝ࡀ程ᗘ困難࡜ࡔ感ࠋ࠿ࡍࡲࡌ 
࡜
࡚
ࡶ
困
難
 ࡔ

困
難
 ࡔ

少
ࡋ
困
難
 ࡔ

ࡲ
っ
ࡓ
く
困
難
࡛
࡞
い 

※ 普段補聴器ࢆ使用࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ 

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾状態࡛ࡓࡅࡘ

㸯 普通ࡢ会話࡛言葉ࢆ聞ࠊࡾࡓࡗྲྀࡁ理解࣭࣭࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸰 
騒ࡋࡀい部屋࡛会話ࢆ続࡜ࡇࡿࡅ 

㸦十ศ࡞大࡛ࡉࡁ聞࡞ࢀྲྀࡁいࡵࡓ㸧࣭ ࣭࣭࣭࣭࣭࣭  ࣭
䠍 䠎 䠏 䠐 

㸱 
 ࠊ࡟ࡎࡏࡃࡁ大ࢆ音量ࡢ࢜ࢪࣛࡸビࣞࢸ

話࡚ࡋいࡿ内容ࢆ聞ࠊࡾࡓࡗྲྀࡁ理解࣭࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡋ  ࣭
䠍 䠎 䠏 䠐 

 

[㸯㸯㸫㸰] 

 耳ࡀ悪い࡟ࡵࡓ 

生活ࡢ範囲ࡀ狭࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ࠿ࡍࡲ 

䠍． あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠎． あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠏． ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

䠐． ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

[㸯㸯㸫㸱] 

 耳ࡀ悪い࡟ࡵࡓ人࣑ࣗࢥࡢ࡜ニࢩ࣮ࢣョンࡀ 

少࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋ࠿ࡍࡲ 

䠍． あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠎． あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠏． ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

䠐． ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 
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࠙質問㸯㸰ࠚ目ࡢ機能状態ࡘ࡟い࡚࠾尋ࠋࡍࡲࡋࡡ 

[㸯㸰㸫㸯] 

見え方ࡘ࡟い࡚࠾聞ࠋࡍࡲࡋࡁ 

以ୗࡢ項目ࡢ࡝ࡀ程ᗘ困難࡜ࡔ感ࠋ࠿ࡍࡲࡌ 

࡜
࡚
ࡶ
困
難
 ࡔ

困
難
 ࡔ

少
ࡋ
困
難
 ࡔ

ࡲ
っ
ࡓ
く
困
難
࡛
࡞
い 

※ 普段ࠊ眼鏡ࢥࡸンࢆࢺࢡࢱ使用࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ 

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾状態࡛ࡓࡅࡘ

㸯 㐨路ࡢ向ࡇう側࡟いࡿ友人ࢆ識ู࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿࡍ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸰 細࠿い文Ꮠࢆ読࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡴ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

㸱 暗ࡸࡾࡀ薄明ࡢࡾ࠿中࡛物ࢆ見࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࡜ࡇࡿ  ࣭ 䠍 䠎 䠏 䠐 

 

[㸯㸰㸫㸰] 

 目ࡀ悪い࡟ࡵࡓ 

生活ࡢ範囲ࡀ狭࡚ࡗ࡞ࡃいࠋ࠿ࡍࡲ 

䠍． あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠎． あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠏． ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

䠐． ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

[㸯㸰㸫㸱] 

 目ࡀ悪い࡟ࡵࡓ人࣑ࣗࢥࡢ࡜ニࢩ࣮ࢣョンࡀ 

少࡚ࡗ࡞ࡃ࡞いࠋ࠿ࡍࡲ 

䠍． あ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠎． あࡾࡲあ࡚࡞ࡽࡲࡣい 

䠏． ࡸࡸあ࡚ࡿࡲࡣ 

䠐． ࡶ࡚࡜あ࡚ࡿࡲࡣ 

 ࠊࡽࡓࡋࡲࡾ終わࡀ記入ࡢ࡛ࡲࡇࡇ

調査員࡟声࠿ࢆけ࡚くࡉࡔいࠋ 
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࠙質問㸯㸱 ࡝㸦࠿ࡿい࡚ࡗ行ࢆ身体活動࡟うࡼࡢ࡝中࡛ࡢ日常生活ࡀࡲࡉ࡞ࡳࠊࡣ質問ࡢ以ୗࠚ

㸯ࡀࡓ࡞あࠊ場合ࡓ考えࢆ㸯週間࡞平均的ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡿ࡭調ࢆ㸧࠿ࡿい࡚ࡋ࠿動ࢆ体࡟うࡼࡢ

日ࡢ࡝࡟くࡽいࡢ時間ࠊ体ࢆ動࡚ࡋ࠿い࠾ࢆ࠿ࡢࡿ尋࡚ࡋࡡいࠋࡍࡲࡁ身体活動㸦体ࢆ動ࡍ࠿

余暇ࠊ家事や庭仕事ࠊ移動ࡢ࡬場所࡞いろいろ࡝࡞通勤や買い物ࠊ活動ࡢ仕事࡛ࠊࡣ࡜㸧࡜ࡇ

活動ࡢ運動やレジャーࡢ࡚࡭ࡍࡢ࡝࡞身体的࡞活動ࢆ含࡛ࢇい࡟࡜ࡇࡿ留意࡚ࡋୗࡉいࠋ 

 

以ୗࡢ質問࡛ࠊࡣᲫ回ƴƭき少ƳくƱǋᲫᲪ分間以上続けƯ行う身体活動ࡘ࡟い࡚Ʒみ考え࡚ࠊ

 ࠋいࡉࡔࡃ答え࠾

 

 

[㸯㸱㸫㸯] 

ᖹ均的࡞ 1 㐌間࡛ࠊࡣ身体的ࡘࡁ࡟い࡜感ࡼࡿࡌうࡾ࡞࠿ࠊ࡞呼吸ࡀ乱ࡼࡿࢀう࡞強い身体

活動㸦重い荷物ࡢ運搬ࠊ自転車࡛坂㐨ࢪࠊ࡜ࡇࡿࡀୖࢆョࢠンࢸࠊࢢニࢩࡢࢫン࡝࡞ࢫࣝࢢ㸧

ࡢいࡽࡃࡢ࡝࡚ࡋ1日合計ࠊ通常ࠊࡣ行う日ࢆ強い身体活動ࠊࡓࡲࠋ࠿ࡍࡲࡾ何日あࡣ行う日ࢆ

時間そࡼࡢう࡞活動ࢆ行いࠋ࠿ࡍࡲ 

㸯．  㐌    日ࠊ㸯日合計࡚ࡋ    時間    ศ 

㸰．  ࡞ い 

[㸯㸱㸫㸰] 

ᖹ均的࡞ 1 㐌間࡛ࠊࡣ身体的ࡸࡸ࡟負担ࠊࡾ࠿࠿ࡀ少ࡋ息ࡼࡴࡎࡣࡀう࡞中等ࡇƷ身体活動

㸦軽い荷物ࡢ運搬ࠊ子供ࡢ࡜鬼ࡾࡃࡗࡺࠊࡇࡗࡈ泳ࢸࠊ࡜ࡇࡄニࢆࢺ࣮࢝ࠊࢫࣝࣈࢲࡢࢫ使わ

ࡉࡔࡃ答え࠾歩行やウォーキングƸ含ǊƳいưࠋ࠿ࡍࡲࡾ何日あࡣ行う日ࢆ㸧࡝࡞ࣇࣝࢦい࡞

いࠊࡓࡲࠋ中等ᗘࡢ身体活動ࢆ行う日ࠊࡣ通常1ࠊ日合計ࡽࡃࡢ࡝࡚ࡋいࡢ時間そࡼࡢう࡞活動

 ࠋ࠿ࡍࡲ行いࢆ

㸯．  㐌    日ࠊ㸯日合計࡚ࡋ    時間    ศ 

㸰．  ࡞ い 

 

 

 

 



 

 

  

[㸯㸱㸫㸱] 

ᖹ均的࡞ 1㐌間࡛ࠊࡣ㸯㸮ศ間以ୖ続࡚ࡅ歩くࡣ࡜ࡇ何日あࠊ࡛ࡇࡇࠋ࠿ࡍࡲࡾ歩くࡣ࡜

௙事ࡸ日常生活࡛歩ࠊ࡜ࡇࡃあࡿ場所ࡽ࠿あࡿ場所࡬移動ࠊ࡜ࡇࡿࡍあࡿいࡣ趣味ࡸ運動࡜

1ࠊ通常ࠊࡣ࡟日࡞うࡼࡢそࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡳ含ࢆ全࡚ࠊ࡝࡞散歩ࠊࢢウ࢛࣮࢟ンࡢ࡚ࡋ 日合

計ࡽࡃࡢ࡝࡚ࡋいࡢ時間歩ࠋ࠿ࡍࡲࡁ 

 

㸯．  㐌    日ࠊ㸯日合計࡚ࡋ    時間    ศ 

㸰．  ࡞ い 

[㸯㸱㸫㸲] 

最後ࡢ質問ࠊࡣ毎日ᗙࡾࡓࡗ寝転࡚ࡋࡾࡔࢇ過࡚ࡋࡈいࡿ時間㸦௙事中ࠊ自宅࡛ࠊ勉強中ࠊ

余暇時間࡝࡞㸧ࡘ࡟い࡚࡛࡞ࡍࠋࡍわࠊࡕ机࡟向ࠊࡾࡓࡗ࠿友人ࠊࡾࡓࡋࢆࡾ࡭ࡷࡋ࠾࡜読書

睡眠ࠊ࠾࡞ࠋࡍࡲࡳ含ࢆ時間ࡢ全࡚ࡓࡗい࡜ࠊࡾࡓ見ࢆビࣞࢸ࡛ࢇ寝転ࠊࡾࡓࡗᗙࠊࡾࡓࡋࢆ

時間ࡣ含ǊƳい࡛ୗࡉいࠋ 

平日ƴƸࠊ通常1ࠊ日合計ࡽࡃࡢ࡝࡚ࡋいࡢ時間ࡈƬƨり寝転んƩりしƯ過ࠋ࠿ࡍࡲࡋࡈ 

※食事ࡸ入浴時間ࡣ含ࡉࡔࡃ࡚ࡵいࠋ 

㸯日合計࡚ࡋ    時間    ศ 

 

 

以ୖ࡛࢔ンࡢ࡬ࢺ࣮ࢣ記入ࡣ終わࡈࠋࡍ࡛ࡾ協力あ࡜ࡀࡾうࡊࡈいࠋࡓࡋࡲ 



診察票 
 

被験者名          ID        番                 

 

診査者             補助者           ᖹ成  ᖺ  月  日実施 

 

 RSST         回/30秒 

 

 SSFR     ml/2ศ 

 

  BW             ｋｇ 
 

 顎関節 

 

  雑音 L ( click  crepitus 䛺し) R ( click  crepitus 䛺し)  

  

  疼痛 ( あ䜚 䛺し )  

 

 開口量(ษ端間距離)：        mm OB：    mm 

 

                  開口量：䠝＋䠞   ｍｍ 

 

 

 50H䝕ンタ䝹䝥䝺ス䜿䞊䝹 (Ｉ䠟Ｐで3秒間、食事䛾時䛾口腔内状
態) 

 

 味覚 

甘      4  5  6  7     

酸      2  3  4  5     

塩      2  3  4  5     

苦      2  3  4  5  6    

 

味覚を認知でき䛺かった人䛿9(Burst)䛻○をす䜛 

 

 䜾ミ䠄スコア法䠅      スコア 

 

 

調査員記入欄 

9 

9 

9 

9 



歯式䞉歯周組織検査 

䠄歯式䠅 

䠄PD, BOP, 動揺度䠅 

診査者         補助者          ID          . 

ୖ義歯䠄 あ䜚 䛺し 䠅 ୗ義歯䠄 あ䜚 䛺し 䠅 

義歯使用期間    ᖺ    か月 

前回か䜙䛾抜歯䛾既往 部位＿＿＿＿＿＿ 

抜歯理由 1 う蝕  2 歯周病  3 破折  4 そ䛾他     

8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 

8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 

義歯䛾部位䛿赤で丸す䜛  

Mobility                             Mobility 

PD 

B                                           B 

PD 

P                                           P 

    8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8     

PD 

L                                           L 

PD 

B                                           B 

Mobility                             Mobility 

ୖ残 残智あ䜚 イン䝥 Po D 放置 MT 智歯 C4 䝖ライ 

ୗ残 残智あ䜚 イン䝥 Po D 放置 MT 智歯 C4 䝦ミセ䜽 

ୖ修 修智あ䜚 ୗ修 修智あ䜚 Eichner Eichner10 Eichner3 歯周病 



検査日:     ᖺ    月    日 

ID㸦通し番号㸧:                 

名前:                      

生年月日:     ᖺ    月    日     年齢:     才 

 

 

࠙体調チ࢙ックࠚ 

項目 該当箇ᡤ࡟○ 

㸯 
体調チ࢙ック項目㸦運動ࡢ制限ࠊ入院ࠊ胸ࡢ痛ࠊࡳ息ษࢀ㸧࡟ 

該当 ※஦前票ࡶ࡛ࡘ1 18ペ࣮ࢪ[㸯９－㸳]以外 
 

㸰 心臓病ࡢ既往࡟該当 ※஦前票 14ペ࣮࠙ࢪ質問   ７心臓病ࠚ14

㸱 体温          度   →37.5度以ୖ  

㸲 血中酸素飽和度     ％   →95％以ୗ  

 

   㸯ࠊ㸱ࠊ㸲い࠿ࢀࡎ一ࡶ࡛ࡘ該当 ⇒ 問診から開始 

㸰࡟該当 ⇒ 運動検査の前に問診へ案内 

 い ⇒ 体調チ࢙ック終了࡞ࡽࡲࡣべ࡚当࡚ࡍ

※当日ファ࡟ࣝ࢖チ࢙ックࢆ入࡚ࢀくࡉࡔい！     

問診コメンࢺ 

 

調査員記入欄 



࠙要介護認定ࠚ 

 

 

࠙体重の変化ࠚ 

 

 

࠙喫煙習慣ࠚ 

   

現ᅾࠊ習័的࡟タࣂコࢆ 

吸࡚ࡗいࡗࡽしࡷいࠋ࠿ࡍࡲ 

䠍． 吸࡚ࡗい࡞いࡈࠊࡣࡓࡲࠋく࡟ࡲࡓし࠿吸わ࡞いࠋ 

䠎． 吸࡚ࡗいࠋࡿ⇒ 

 

 

 

 

 

要介護認定ࢆ受け࡚いࠋ࠿ࡍࡲ 

 䠍． 受け࡚いࡿ         䠎． 受け࡚い࡞い 

  要介護認定ࢆ受け࡚いࡿ方࠾ࡳࡢ答えくࡉࡔいࠋ 

  現ᅾࡢ認定ࠊࡣ以ୗࠋ࠿ࡍ࡛ࢀ࡝ࡢ 

䠍． 要支援㸯  䠎． 要支援㸰 

䠏． 要介護㸯  䠐． 要介護㸰  䠑． 要介護㸱  䠒． 要介護㸲  䠓． 要介護㸳 

ࡢࡇ 1ᖺ間࡛ࠊ体重ࡀ変化しࡲしࠋ࠿ࡓ 

㸦意図的࡞減量ࡢ場合ࡣ含ࢇࡏࡲࡳ㸧 

䠍． ࡣい 

䠎． いいえ 

 䠄       䠅kg ࠋいࡉࡔ教え࡚く࡟具体的ࠋ࠿ࡓしࡲい変化しࡽくࡢ࡝

以前ࠊࡣ日常的࡟吸࡚ࡗいࡗࡽしࡷいࡲしࠋ࠿ࡓ 

䠍． ࡣい   ⇒ 

䠎． いいえ 

㸦     㸧本／一日 

㸦     㸧歳࡛ࡲ   㸦     㸧本／一日 



࠙飲酒習慣ࠚ 

現ᅾࠊ習័的࠾࡟酒ࢆ飲࡛ࢇいࡗࡽしࡷい࠿ࡍࡲ㸦果実酒ࡸ薬用酒ࡣ除く㸧ࠋ 

䠍． 飲࡛ࢇい࡞い࡟ࡲࡓࠊࡣࡓࡲࠋし࠿飲࡞ࡲいࠋ㸦飲酒日ࡀᖹ均㐌㸯日未満㸧 

䠎． 飲酒ࡢ習័ࡣあࠊࡀࡿ大量ࡣ࡟飲࡞ࡲいࠋ 

㸦飲酒日ࡀᖹ均㐌㸯日以ୖ㸱日未満ࡶࠋしくࠊࡣ㸯日ࡢᖹ均量ࡀ日本酒࡛㸱合ࠊ 

ビ࣮ࣝ中瓶࡛㸱本ࢫ࢕࢘ࠊキ࣮࡛ 180ml未満㸧 

䠏． 習័的࡟大量࠾࡟酒ࢆ飲࡛ࢇいࠋࡿ 

㸦㐌㸱日以ୖ飲酒しࡘ࠿ࠊ㸯日ࡢᖹ均量ࡀ日本酒㸱合ࠊビ࣮ࣝ中瓶㸱本以ୖࠊ 

キ࣮࡛ࢫ࢕࢘ 180ml以ୖ㸧 

 

以前ࠊࡣ習័的࠾࡟酒ࢆ飲ࡀ࡜ࡇࡴあࡲࡾしࠋ࠿ࡓ 

䠍． ࡣい   ⇒ 

䠎． いいえ 

 

 

࠙家庭血圧ࠚ 

 測定日時 
収縮期血圧 

(最高血圧) 

拡張期血圧 

(最ప血圧) 

脈拍数 

(回/分) 
測定部఩ 

第䠍日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠎日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠏日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠐日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠑日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

㸯日㸰回測定࡚ࢀࡉいࡿ方ࠊࡣ㸰回目ࡢ血ᅽࢆୗࡢ欄࡟記載し࡚くࡉࡔいࠋ 

第䠍日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠎日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠏日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠐日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

第䠑日  月  日  時 [    ]mmHg [    ]mmHg  肘࣭手首࣭指 

㸦     㸧歳࡛ࡲ 



 

 

  㸦ＳＱ1࡛ࠕあ࡜ࠖࡿ答えࡓ病気ࡘ࡟い࡚㸧 

 ＳＱ1 ＳＱ2 ＳＱ3 

病名 

病気ࡢ経験 発病 
現ᅾࠊ医師ࡢ処方薬ࢆ 

服用㸦使用㸧 

あ࡞ ࡿい 不明 ᖺ齢 ࡣい いいえ 不明 

㸦1㸧 
脳卒中㸦脳梗塞ࠊ脳いࡗ血ࠊ脳出血ࠊくࡶ⭷

ୗ出血ࠊ虚血発作ࠊ硬⭷ୗ血腫࡝࡞㸧 
㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦2㸧 
心臓ࡢ病気㸦狭心症ࠊ心筋梗塞ࠊ心ᡣ細動ࠊ

不整脈ࠊ弁⭷症ࠊペ࣮ࢫメ࣮カ࣮࡝࡞㸧 
㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦3㸧 高血ᅽ 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦4㸧 糖尿病 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦5㸧 高脂血症㸦高コࣞࢫテ࣮ࣟࣝࠊ高中性脂肪㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦6㸧 肺ࡢ病気㸦結核ࠊ喘息ࠊ肺気腫ࠊ肺炎࡝࡞㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦7㸧 

胃腸ࠊ肝臓ࠊ胆ࡢうࡢ病気㸦逆流性食道炎ࠊ

胃炎ࠊ胃潰瘍ࠊ十஧指腸潰瘍ࠊ便秘ࠊ肝炎ࠊ

胆石ࠊ盲腸࡝࡞㸧 

㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦8㸧 
腎臓ࡢ病気㸦急性腎炎៏ࠊ 性腎炎ࠊ腎盂腎炎ࠊ

人工透析࡝࡞㸧 
㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦9㸧 前立腺ࡢ病気㸦男性࠾ࡳࡢ答えくࡉࡔい㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦10㸧 
甲状腺ࡢ病気㸦ࣂセ࣮ࢻ病ࠊ橋本病ࠊ甲状腺

機能亢㐍症ࠊ甲状腺機能低ୗ症࡝࡞㸧 
㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦11㸧 ࣮ࣃキンソン病 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦12㸧 膠原病㸦ࣜ࢘マチࠊＳＬＥ࡝࡞㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦13㸧 白内障 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦14㸧 骨粗しࡻう症 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦15㸧 
㸦変形性関ࡳ痛ࠊ変形ࡢ関節࡝࡞股関節ࡸ⭸

節症㸧 
㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦16㸧 骨折㸦箇ᡤࢆ具体的࡟          㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦17㸧 ࢇࡀ㸦箇ᡤࢆ具体的࡟          㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦18㸧 手術㸦箇ᡤࢆ具体的࡟          㸧 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 

㸦19㸧 認知症 㸯 㸰 㸱 歳 㸯 㸰 㸱 



࠙血圧ࠚ 

右: ձ    ／    mmHg     ղ    ／    mmHg    

左: ձ    ／    mmHg     ղ    ／    mmHg    

心拍数:             ／ศ 

 

࠙頚部࢚コーࠚ 

IMT㸦far wallࠊBulbࡾࡼ 1.5cm付近࡛ 1cmあけ࡚ 2箇ᡤ測定㸧 

Rt: ձ      mm   ղ      mm 

Lt: ձ      mm   ղ      mm 

Stenosis   あ࡞   ࡾし 

㸦以ୗࡣ Stenosisあࡓࡗ場合࡟記載㸧 

Max IMT(1.1mm以上かつ最大部) Rt:       mm,   Lt:       mm 

Pulse Wave Doppler  

Rt: Systolic flow      cm/sec,  Diastolic flow      cm/sec 

Lt: Systolic flow      cm/sec,  Diastolic flow      cm/sec 

Rt                                           Lt 

 

 

 

 

 

࠙肺機能ࠚ 

％ＶＣ:       %       ＦFEV1.0%:      %   

 

肺年齢:       歳 
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達を指標として－ 

日本興亜福祉
財団平成24年
度ジェロント
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